

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１






　この世界の右端、と言っても星は丸いのだから端もなにもないのだが、とにかく世界の右端に日ヒ成ナ都トと呼ばれる国があった。

　四方を海に囲まれた島国で、春夏秋冬の四季を持ち、そこに住まう人々は勤勉かつ真面目まじめ。

　国土や人口の規模はさほど大きいとも言えないものだが、その国民性もあってか十に分けられた世界のエリア、その一つを一国家のみで形成しており、世界でも上位と言ってよい豊かさを保っていた。

　とは言えこの国において支配階級と労働階級の間には広くて深い溝が空いており、その貧富の差もまた世界で有数と言っていいのだがそれはこの際関係がない。

　とにかく、その南北に長いヒナト国はさらに八つの地方に分けられており、その中央辺りにナカヤ地方という土地があった。

　この国の中心地、コノエ地方の隣に位置し、まあまあ栄えている地方と言ってよく、またこの土地の地下には多数のエネルギー鉱石が眠っており、その関係で鉱山が多く発掘作業で生計を立てる者も多い。

　そしてこの物語の主人公、高たか槻つきアキトもそのような鉱夫の一人であった。




　陽ひの光も届かぬ暗い穴の底、〝シルヴァメタル〟と呼ばれるエネルギー鉱石を採掘する鉱山の奥深く。その中を、つるはしで硬い岩を砕く音が響いてゆく。

　そうかと思えば採掘用の大型機械が岩を砕く轟ごう音おんが響き渡り、それにより飛び散った土砂や岩のかけらを鉱夫たちが拾い上げ電動式の土砂用引き上げ機に積み上げていく。

　働く人々は皆一様に汚れた服で疲れ切った顔をし、目に生気もない。

　それも当然であろう、ここのところはノルマがなかなか達成できず、彼らは随分と長い時間残業をさせられているのだから。

「……貴様ら、なにをちんたらやっている！　これじゃ一生ノルマが達成できんぞ！　このまま一晩ここに泊まるつもりか!?」

　穴ぐらの中に、現場監督の怒声が響き渡る。その声量に、屈強な鉱夫たちが身を竦すくませた。

「そこの貴様！　さっきからペースが遅すぎる！　貴様のせいで全体が遅れている、どう責任をとるつもりだ！」

　そのまま、目の前にいた鉱夫の背を手に持った警棒で殴りつける。ひっ、と悲鳴を上げてその鉱夫は倒れた。

「すっ、すいません……。けど、もう疲れちゃって……。きゅ、休憩を……」

「休憩だと!?　貴様、女神様のお慈悲である〝労働支援カード〟を使っていながらなんとなさけない事を！　どうやら、根性が足りんようだな……俺が鍛えてやる！」

「ひいっ、すいません、すいません……！」

　そう言うと、現場監督は警棒で鉱夫を滅めつ多た打ちにし始めた。鉱夫はカメのような格好で何度も何度も謝罪するが現場監督はやめようとしない。

　その様子を遠巻きに見ながら、他の鉱夫たちは自分たちがそれに巻き込まれないようにとどうにか作業を頑張っているフリに努める。

　その間にも、なかなかノルマが達成できないことに苛いら立だった他の現場監督たちが罵声を飛ばす。鉱山労働、とりわけこの鉱山において鉱夫たちの労働環境は劣悪と言っていい。

「はー……苦しいっす……。まぁだ終業時間になんないんすかねぇ……？」

　鉱夫の一人、やや出っ歯気味の、ネズミを思わせる男が土砂の詰まった袋を引き上げ機の上に放り投げ、ため息とともに愚痴を吐いた。

「もうちょっとだろ……ほら、手を休めるなよ。見つかるとお前もボコボコにされるぞ」

　隣の鉱夫が同じように袋を積み込みながら、滝のような汗を手ぬぐいで拭きつつ答える。

　だがその手ぬぐいはすでに真っ黒で、拭くことにそれほどの意味があるようには見えない。

「そっすねー……。はあ、来る日も来る日もこんな山んなかの穴ぐらで痛めつけられながら石掘りなんてたまんねえっすよ。一生、こうなんすかねぇ～……。あー鉱夫の息子になんて生まれるんじゃなかったぁ」

「まったくだぜ、もっとまともな職業の親のところに生まれてりゃ、〝労働支援カード〟ももっといいのを引き継げたのによぉ……。くそっ、世の中不公平だ！」

　手ぬぐいの方がそう吐き捨てて、また土砂の袋を引き上げ機の上に放り投げた。

　はあー、と二人同時にため息を吐ついたところで、彼らのそばにいた、中年と言っていい皺しわだらけの顔をした男が慰めるように声を掛ける。

「ま、まあまあ君たち……。嫌なことばかりじゃないだろう？　終わったら、ちゃんとお楽しみもあるじゃないか。ねっ？　もうちょっと頑張ろうよ。ねっ？」

　そう言って、ポチポチとボタンを押す仕草をしてみせる。それを見た二人は、顔を向けあった後にたりと笑ってみせた。

「あっ、そうっすね！　今日も楽しみっすねえ～、〝アレ〟！　今日はついてるといいなあ！　俺、朝のメイア様占いで四位だったんすよ！　なんかいいことありそうっす！　大当たり引いたりして！」

「アハハ、ないない！　確率何億分の一だと思ってんだよ！　そんなしょぼい順位で引けりゃ苦労無いっての！」

　アハハ、と汚れて疲れ切った顔にその時だけは明るい笑顔が灯ともる。

　そんな彼らの談笑を、その直すぐ側そばで体格のいい男がつるはしを何度も壁に叩たたきつけながら聞くとはなしに聞いていた。

　ヒナト人としてはやや大柄の体に猫背気味、盛り上がった筋肉は他の鉱夫にも負けていないが、顔つきや動作には少し覇気が足りない。ヒナト人の多くがそうであるように黒い髪と黒い目をしており、その髪を〝邪魔にならなければそれでいい〟と言わんばかりに適当に揃そろえてある。

　顔立ちはちゃんとすれば、もしかしたら整っていると思われるような雰囲気を持ってはいたが、妙に仏頂面をしており、そのせいで少し怖そうな印象を受ける。

　流石さすがにその顔にも疲労の色があったが、隣の男たちのように作業の手を止めるようなことはしようとせず、ただ黙々と時間の終わりを目指して作業だけを続けている。つまり、そういう男なのであった。

「そんなことないっすよ、四位は立派なもんす！　メイア様も四位すごーいっ！って言ってたし！　あー、俄が然ぜんやりたくなってきた、いい加減終わって……」

　そこまでネズミが喋しやべったところで、坑道中にけたましいサイレンの音が鳴り響いた。

　それを確認すると、作業の指示を出していた現場監督の一人が声を上げる。

「よし、作業終わり！　貴様らのせいで随分と遅れたぞ、明日はもっとちゃんと働け！　総員、キリのいいところまで作業を終え道具を片付けた後に上がれ！　あと、今日の分のチケットを受け取ることを忘れないように！」

「やったぁ！　やっと終わったっすよー！」

　ネズミが道具を放り出し、喝采を上げる。

　周囲の鉱夫たちも息を吹き返したかのように喝采を上げると、一斉に元気づき出口に向かって殺到し始めた。

「おー、終わった終わった！　よっしゃあ、急げ！　急がねえと、あっという間に行列ができちまうぞ！　出遅れるな、走れ走れー！」

　そう鉱夫の一人、豚ぶた面づらの男が叫んで駆けていく。

「おう、そうだな！　待つのは時間の無駄だし、万が一、先に当たりでも引かれたら悔しくて今夜は寝れねえぞ！　急げ、急げ！」

「こら！　いつも言っているが、坑道内は駆け足禁止だ！　他人を無理に追い越す行為も禁止！　守らない奴やつには、罰を下すぞ！　おい、聞いているのか……！」

　監督官が怒声を上げるが、もう誰も聞いてはいない。

　すでに彼らの心は仕事の後のご褒美でいっぱいだ。

「あーもう、皆また道具を放り出したままで行っちゃって……。また朝礼で怒られるぞ、しょうがないなあ……」

　先程ネズミたちを励ましていた中年の男がそう言いながら道具を拾い上げる。

　だが、突如としてその腰からグキリと嫌な音がして、激痛が走り男は悲鳴を上げた。

「あいたあっ！　ぐうっ……こっ、腰がっ……。み、みんな、待ってくれえっ……」

　助けを求めるが、鉱夫たちも現場監督もすでに引き上げてしまっていて見当たらない。

「おっ……置いてかないでぇ……！」

　座ることもできず、どうしたものかと一人苦しんでいると、突如として横合いから手が伸びてきて彼を支えてくれた。

「……大丈夫ですか」

「えっ……。あ、君は……」

　それは先程まで、側そばで寡黙につるはしを握っていた背の高い男であった。

「すっ、すまない……。助かった、実は腰をやってしまったようでね……。わ、悪いんだが出口まで手を貸してくれないか……」

「ええ、構いません。さ、楽な姿勢になって」

「ああ、良かった……！　すまない、すまないねえ……！　くう～、僕ももう歳としだなあ、腰を悪くするなんて……。迷惑かけて、ごめんねぇ……！」

「気にしないでください。困った時はお互い様なので」

　その肩に掴つかまりながら何度も謝罪する中年の男に、大柄な彼は感情の薄い返事をした。

　助けてやっているといった恩着せがましさも、やれやれめんどくさいなといった嫌悪感も感じさせないその態度は、このような時は逆にありがたい。

「いやあ、みっともないとこ見せちゃって……。えっと……。君は、確か……高たか槻つき……高槻……」

「……アキトです。高槻アキト」

　下の名前が出てこないらしい中年の男にそう答える。

　高槻アキト。それが彼の名前だった。

「そうそう、アキト君。……いやあ、君はいつも無口に一人で作業してるから人間嫌いなのかと思ってたけど……優しいんだねえ。もっと早く声をかければよかったなあ」

「優しくなくても、これぐらいのことは普通にしますよ。……無口なのは、俺、口くち下べ手たなんで人と話すのが苦手なだけです」

　腰を庇かばった情けない姿勢でひょこひょこ歩きながら話しかけてくる男に、アキトはそう返す。

「そうかいそうかい。いやあ、皆あっという間に行っちゃったから、危うくこの鉱山で一晩苦しむことになるところだったよ。ほんと、ありがとねえ」

「何回も、お礼を言わなくていいです。……みんな、薄情ですね」

　男の気持ちを考えてそう答えたアキトにくすりと微笑ほほえみを返すと、男は続ける。

「いやあ、しょうがないよ。こんな生活してると、楽しみはアレと食事ぐらいになっちゃうしねえ。それに、最近、ほら。かなり、残りが少なくなってるでしょ？　皆、口には出さないけどちょっと期待してるんだと思うよ」

「そうですね。でも、残りが少ないから当たるってもんでもないと思いますけどね」

　男の言葉に、アキトは抑揚のない声で返事をした。言葉からは、それに対する興味があまり感じられない。

「いやあ、それでもねえ……もしかしたら、って気持ちは持っちゃうよ。だって、こんな生活から抜け出せる数少ないチャンスじゃない？　まあ、僕は運がまるでないんで、諦めてるんだけどね……。お、やっと昇降機だ。ありがとう、腰の調子もましになった、どうにか後は行けそうだ」

　そう言うと男は地上に続く昇降機の手すりに掴まり、アキトも乗り込んだことを確認した後に地上行きのボタンを押す。精錬されたエネルギー鉱石から送られる電力で稼働する昇降機が、男二人を乗せて力強く上昇を始めた。

「……運は、誰でも平等ですよって言いたいですけど。……世の中には、確実に運の良い人と悪い人っていますからね……」

　昇降機に揺られながら、アキトが呟つぶやく。その声には、今までにはない実感のようなものがこめられていた。

　やがて昇降機は地上階にたどり着き、そこから坑道の外に出て、二人は実に十数時間ぶりに外の空気を吸いこんだ。

「ふううー、やれやれ……やっぱ外の空気は美お味いしいねえ……！　いや、本当にありがとう、アキト君。凄すごく助かったよ。僕の名前は鈴すず木きっていうんだ。よろしくね」

「……ああ、ええ。どうも」

　その鈴木と名乗った男が差し出した手をアキトが握ろうとした瞬間、怒声が飛び込んできた。

「遅いぞ、貴様ら！　片付けが終わったら迅速に戻らんか！　貴様らはチケットが欲しくないのか!?」

　驚いて振り向くと、そこには名簿を手に持ちこちらを睨にらんでいるチケットの配布係が立っていた。

「ひっ……!?　あっ……す、すいません！　ちょっ、ちょっと腰を悪くしちゃってて……この人は、僕を助けてくれただけなんです！　ごめんなさい！　ぼ、僕はなしでもいいのでこの人には渡してあげてください、お願いします！」

「……」

　鈴木が、痛む腰を抑えながらペコペコと配布係に頭を下げる。それをアキトは無表情に眺めていた。

「ふんっ、本当はやりたくないところだが、チケットの配布は業務への定められた報酬だ。仕方ないから、特別にくれてやる。今後はもっと早く戻るように！　ほら！」

　そういうと、配布係は二人分、計六枚の〝チケット〟を放り投げてよこした。

　鈴木はなおもペコペコと頭を下げながら、地面に落ちたそれを慌てて拾う。

「すっ、すいません、すいません……ありがとうございます、ありがとうございます……！」

　拝むように頭を下げると、鈴木は振り返ってその半分をアキトに手渡した。

「さあ、アキト君、今日の分だ。……お互い、幸運がありますように」

「……どうも」

　無表情のままアキトはそれを受け取る。配布係はふんっと鼻を鳴らして鉱夫用の宿舎がある方角を指さした。

「ほら、どうせすぐに引くんだろう？　さっさと行っちまえ！　その〝重労働ガチャチケット〟に願掛けでもして、夢を見ながら意気揚々とな！」

「はっ、はい、そうさせてもらいます！　ありがとうございます、ありがとうございます！」

　ぺこぺこと頭を下げながらそちらに向かう鈴木をいつでも支えられるようにしながら、アキトもそれに続く。

　やがて宿舎が近づいてくると、鈴すず木きがニコリと笑って言った。

「はー……良かった良かった。どうにかこうにか、チケット貰もらえたねえ。この、三枚のチケットだけが毎日の潤いだからねえ……。貰えてよかったねえ、ねえ、アキトくん？」

「……別に、そんなペコペコする必要はないですよ。偉そうにしてますが、別にあいつがチケットをくれてるわけじゃないでしょう」

　そういうと、手の中のチケットをひらひらと振って見せる。

「これは全部、〝女神様〟が労働のご褒美として俺たちに配ってくれているもの。あの人はそれを手渡してるだけに過ぎません。ただの仕事でしょう、あっちも」

「いやあ、そうは言っても僕のせいで待たせちゃったのは事実だし。あの人も早く上がりたいだろうに、手間を掛けちゃったしね。それに、彼が働いてるからこうしてチケットが手元に来るんだし、やっぱ感謝は忘れないようにしないとねぇ……」

　棘とげのあることを言うアキトに鈴木は少し困った顔で答える。

　……この人は、人が良すぎる。アキトは、そう思った。

「それで、アキト君はチケットはいつもどうしてるんだい？　すぐ使う派かな、それとも貯ためる派かい？」

「一日一枚は使って、二枚は貯めてます」

「へえ、そりゃ偉い！　大体みんな我慢できなくてその日に使っちまうか、貯めても一枚なのに。大したもんだ」

　話を変えるためだろう、そう聞いてきた鈴木にアキトは素直に答える。

　学校を出て労働者として働くようになってから、それはアキトが続けてきた習慣の一つだった。

　寮の玄関扉をくぐり、腰を痛めないように靴を履き替えながら鈴木が更に続ける。

「でも一枚は引くんだろう？　なら今からプレイルームに一緒に行くかい。そろそろ人も引いている頃だろうし」

「……そうですね。行きましょうか」

　少しの思案の後、そう答える。正直に言えばそろそろ一人になりたいのだが、鈴木のこの朗らかさにはアキトとしても感じるものがあった。

　ほんの一枚チケットを使う時間ぐらい、付き合っても構うまい。

「よしきた、さて当たりはどうなったかな……」

　と鈴木が呟つぶやいて、入り口すぐそこのプレイルームを覗のぞき込んだとたん、その中から大きな歓声が飛び出してきた。

「うおおおおっ！　すげええええええ！　当てやがったぜこいつっ！」

「うっ、羨ましいっ……俺が欲しかったのにー！」

「……うわっ、何事だいこりゃ……」

　驚いて見てみると、プレイルームの中にはまだ数十人の鉱夫たちが詰め寄せており、なにやら大声で盛り上がっている。

　不審そうな声をあげた鈴すず木きにアキトが言葉を返した。

「……まだこんなに人が残ってるなんて珍しい。どうやら、誰かがそれなりの当たりを引いたみたいですね」

「えっ、ほんとかい、どれどれ……」

　二人してプレイルームの奥の方を覗のぞき込むと、騒ぎの中心には、先程のネズミを思わせる男が興奮冷めやらぬという表情で立っていた。

　掲げられたその手には、四角いカードが握られている。

「あははっ！　やっぱついてたっすねー！　これが占い四位の力っすよ！　どうっすか、羨ましいでしょー！　あー俺ってなんてツイてるやつなんすかねえー！　あははは！」

「お、おい、それでそいつはどうするんだ？　ここで使っちまうのか、それとも売るのかよ？　も、もし売るなら俺がそれなりの値段でだな……」

　見せびらかすようにそれを掲げるネズミに、先程の手ぬぐいが問いかける。

　ネズミはニヤリと笑うと、カードを覗き込みながら、

「もちろん使うに決まってんじゃないですかっ……じゃあ行きますよ、出しますよー！」

　と答え、周りを見回した後、叫んだ。
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「……〝コール〟！」

　途端、そのカードが輝きを放ち、そこから白い煙のようなものが吹き出す。鉱夫たちがおおっと歓声を上げ、やがてそれが収まると……そこには、ネズミにしなだれかかるようにして、きわどい衣装の美女が立っていた。

「……はぁーい、旦那様♡　出してくれて、あ・り・が・と♡　これから期限終了まで、いーっぱいサービスしちゃうから可愛かわいがってねぇ……んちゅっ♡」

「おほおおおおおおおお!!」

　踊り子のような衣装を身に纏まとったそれが、甘い声と共にネズミの頬ほおに口づけをする。

　ネズミはたまらず奇声を上げ、周囲からは羨ましがるようなため息が漏れた。

「〝シチュエーションカード〟、【踊り子との愛と喧けん騒そうの日々】か……さすがランクＳＲのシチュエーションカードだ、出てくる女もマブいぜちくしょう！」

「ああー、くそ、いいおっぱいしてやがる……。あんなネズミ野郎にはもったいないぜ！　ちくしょう、ガチャってのは不公平だ！」

　などと盛り上がっている鉱夫たちから少し離れた位置で、鈴すず木きが呟つぶやいた。

「ランクＳＲを引いたのか！　たいしたもんだ、ありゃ滅めつ多たにお目にかかれないぞ」

「ええ、ＳＲのシチュエーションカードを引いたみたいですね。なるほど、そりゃ盛り上がる」

　納得した様子の鈴木にアキトが返す。その視線の先には、プレイルームの奥に設置された四角い箱のような機械があった。

　ネズミたちが熱狂しているそれは、女神が人のために設置した〝ガチャ〟と呼ばれる装置だ。その装置に労働の対価として得られるチケットを投入することで、多数の魅力的な品を手に入れることができる仕組みなのである。

　その中に込められた品はまずカードの形で排出される。

　その中身は食料や貴金属など即物的なものから、人の身ではどういう仕組みなのかすら理解できない超常現象を引き起こす宝まで様々であり、ネズミが手に入れたシチュエーションカードとは、そのガチャから排出されるカードの一種類である。

　手に入れたカードは、その持ち主が定められた解放の言葉〝コール〟を唱えることで、中身を実物化させることが可能だ。そしてそれがシチュエーションカードのような人物系カードである場合は、中から人物が飛び出して、その期限終了まで様々なことをしてくれるのである。

　たとえば専属料理人として毎日料理を振る舞ってくれたり、メイドとして尽くしてくれたり、さらには架空の幼おさな馴な染じみとして日々を過ごしてくれたり。

　このようにシチュエーションカードには様々な種類があるが、おそらくネズミが手に入れたあれはその中でも恋人系のもの、すなわち期限が切れるまでの間、幻想の恋人が付き合ってくれるという類たぐいのものであると思われる。

「やあ、いいなあ……実に美人じゃないか。僕も異性にはとんと縁がないからな、引けたら嬉うれしいところなんだけどねえ。……アキトくんも好きだろ？　シチュエーションカード」

「……そうですね」

　問うてくる鈴すず木きに生返事を返す。正直に言うと、アキトはシチュエーションカードがあまり好きではなかった。

　なぜならば、あれは自分の意志を持たないただの現象に過ぎないからだ。

　声をかければ返事をするし、それらしい受け答えもするが、基本的にはただの幻想でしかない。使用者が「止まれ」と命じれば完全に動きを止めるし、「消えていろ」と言えば忽こつ然ぜんと姿を消してしまう。

　それがいい、と言う人も多いがアキトにはそれが不満だった。

　……そうだ。俺が手にしたいのはああいう便利なだけの道具ではない。俺が手にしたいのは、もっと……。

「あっ!?　おい、なんだよ、今頃来たのかよ、ずっと探してたんだぞ！　おい鈴木さん、あんた、たしかチケット貯ためてたよな!?　なっ！　それ、俺に売ってくれよ、頼むよ！」

「わっ!?」

　突如として横合いから豚ぶた面づらの鉱夫が詰め寄ってきて、鈴木に懇願を始める。

　驚いた鈴木は悲鳴を上げたが、そんなことはお構いなしに豚面が続けた。

「なあ、今、何枚持ってる!?　なあ教えてくれよ、ベッドの下に溜ため込んでるの知ってるんだぜ！　なあ、何枚あるんだ、なあ！」

「えっ、ひゃ、百枚ちょっとだけど……。どうして急にそんな……」

「それ、全部売ってくれ！　相場の１・２倍で買うから！　なっ、いいだろ！　ほら、金！」

　動揺する鈴木の眼前に豚面が金を突きつける。そこには１００００ＧＰと書かれたヨレヨレの紙幣が束になっており、それなりの量があった。

「えっ、待ってよ、１・２倍とか言われても……。急にそんな事言われてもわからな……」

「理由は、後で説明する！　時間がないんだよ！　いいから、早く持ってきてくれ！　俺の人生がかかってるんだ！　早く……ッ！」

「あっ、ちょっと何勝手に交渉してんすか！　ぼ、僕も鈴木さんに頼むつもりだったっす！　す、鈴木さん！　俺に、〝重労働ガチャチケット〟売ってくれっす！　頼むっす！」

　豚面に続いて、先程まで輪の中心で得意げな顔をしていたネズミが飛び込んできた。

　つい今しがたまで彼にしなだれかかっていた踊り子の姿はどこにも見えない。おそらく一時的に消したのだろう。

「今、絶好調なんスよ！　今引けばまた良いのが来るっす！　金は出します、だから早くチケットをよこしやがってください、さあはやく！」

「ま、待ってよ君たち、なにがなんだかっ……。なんで君たち、そんなにチケットを欲しがって……！」

　腰の痛みを抱えながら二人に詰め寄られて、鈴すず木きは困りきった顔をしている。

　それを見かねたアキトが助け舟を出した。

「……理由がわかりましたよ、鈴木さん。あれを見てください」

「え、あれって……？」

　アキトが指差すその先には、ガチャにはめ込まれた表示パネルがあった。

　四角い、人の背丈ほどもあるそのガチャの箱には、チケットを挿入するスリットとガチャを引くためのボタン、そして賞品であるカードの排出口の他に表示パネルがついており、そこにはこのガチャ、いわゆる〝重労働ガチャ〟の中にまだ残っている当たりが表示されている。

　そしてそこには、確かに今期のガチャの目玉、世界中の人々の希望、神の世界への通行パス……〝ゴットカード〟の残数１が確かに表示されていたのだ。

「……ああ、大当たりのゴットカードがまだ出ていないのか。皆が熱狂するわけだ。だが、それは昨日までだって同じなんじゃ……」

「問題は、ガチャの残数です。見てください」

「え、どれどれ……」

　鈴木が目を凝らしてガチャの画面を見つめる。

　するとそこには、残っている当たりの下に残数２９５０８２という数字が表示されていた。

「……残り、２９万５０００と少しだって!?　昨日まではもっとたくさんあったのに！　どういうことだ、こりゃあ……！」

「おそらく、世界中の人々がチャンスと見て保有しているチケットをぶっ放してるんでしょう。そしてそれでもゴットカードがまだ出ていない……。つまり」

「そういうこった。こいつはゴットカードを引く大チャンスってわけさ、お二人さん」

　突如として彼らの後ろから、アキトの言葉を引き継ぐように言葉がかけられた。

　二人が驚いて振り向くと、そこには切れ長の涼しげな目をした男が立っていた。

「さっ、指さし田だくんか。凄すごいな、こりゃ。僕も重労働ガチャを引いて長いが、こんな残数までゴットカードが残ってるなんて見たことがないよ」

「俺も初めてですよ。大体気がついたときにはどっかで出ちまって、この宿舎からはゴットカードどころかランクＵＲすら出たことがありませんからね」

　指田と呼ばれた同僚の鉱夫が答える。

　鉱夫としては痩せ型の、それなりに整った顔立ちをした男だ。鉱夫などよりもっと華やかな仕事のほうが向いてそうな外見をしている。

　アキトはこの男を知っていたが、名前までは覚えていなかった。アキトは、あまり周囲の人間に興味がない。

「残数が残数なんで、結構な人数が賭けに出てるんだろうな、さっきから異常な速度で数が減ってきてやがる。だがそれでも当たりがでないとなりゃあ、さらにその尻馬に乗りたがるやつも出てくる。そのせいでさらに加速して、今じゃ残数もこの有様さ。今頃、世界中の重労働者たちが必死な顔でガチャを回してるだろうぜ」

　指さし田だはそう言うと、おどけた様子で両手を開く仕草をしてみせる。

「なるほど。最初は残量１０００億からスタートする重労働ガチャの大当たりが、わずか２９万５０００になるまで残っているなんて一種の異常事態。世界中で引いているとなればこの程度の量はあっという間……。もう一時間もかからない。皆が慌てるわけだ」

　言葉のわりに冷めた調子でアキトが呟つぶやく。

　重労働ガチャ、とは女神が人類への贈り物として用意したガチャの一種である。

〝労働ガチャ〟と呼ばれる種類のガチャで、仕事を終えた人々は企業からの給料の他に、女神から送られてくるガチャチケットを得ることが出来る。

　そしてそのチケットをガチャに投入しボタンを押せば、その場で抽選が行われ、女神の世界と繋つながっているガチャからカードが排出されるのである。

　ただ、このガチャは単体で稼働しているわけではない。重労働ガチャと呼ばれるガチャは世界中に存在し、そのすべてで当たりが共有されている。つまり、このガチャの中身を世界中の重労働者たちで奪い合っているわけである。

　まさしく今、世界のどこかで、アキトたちと同じような労働者が全財産を溶かす勢いで抽選に挑んでいるというわけだ。

「た、たしかに凄すごい……。こんなチャンス滅めつ多たにないぞっ……」

「そういうわけっす、だから早くチケットを売ってくださいっす！　相場の二倍出すっす、それでいいでしょ、ねっねっ！」

「あっ、待てよ、俺が先に交渉してたんだぞ！　じゃあしょうがない、三倍でいい！　頼む売ってくれ、今しかないんだ！　頼む！」

「あっ、おい、あんたチケット持ってるのか!?　なら俺に売ってくれよ、自分の分はもう使っちまったんだ！　良いいだろ、なあ！」

　驚く鈴すず木きにネズミと豚ぶた面づらが更に詰め寄る。それに気づいた他の鉱夫たちも後に続く。プレイルームの中は、ちょっとしたパニックになりつつあった。だがそれも仕方がないだろう。これはこの鉱山の劣悪な労働環境から脱出できる数少ないチャンスなのだ。

　言ってみれば天から垂らされた蜘く蛛もの糸。そしてその先には、見目麗しい女神たちが微笑ほほえんでいるのだ。日々奴隷のように扱われる鉱夫が彼女たちと同じ世界に住めるなど、まさに夢のような話と言うより他ない。

「やれやれ、どいつも必死だな。鈴すず木きさん困ってんじゃねえか。しょうがねえ」

「あなたは、売ってくれと言わないので？」

　壁にもたれかかったまま呆あきれた調子で言う指さし田だにアキトが尋ねる。指田はまた芝居がかった動作で手を広げてみせると、皮肉のこもった声を返した。

「俺？　俺はやらねえよ。こんなもの、一時の熱狂でしかねえ。こんなものに釣られて財産を持ち出すなんて馬鹿のやることさ」

「そういうもんですか」

「ああ。それにな、残量がいくらだろうが勢い任せの運だよりってのは俺のやり方じゃない。しかけるなら、相応の準備をしてからだ。俺はすでにチケットの転売でそこそこ儲もうけた。今はコレで十分さ」

「なるほど」

　チケットは基本的に個人の持ち物であり、他人に譲渡することは禁止とされている。だがそれは建前上のことであり、実際譲渡したからといって罰則があるわけではない。

　よほど大規模に、それこそ万単位で集めるような者が出てくればおそらく問題となるだろうが、個人間で１００枚単位が移動したぐらいでは誰も気にもしない。

　そして、そのチケット一枚が取り引きされる相場は、平常時ならば、この世界の共通貨幣である〝ＧＰ〟でせいぜい数百ＧＰ前後。食事一回分程度の金額だ。

　労働ガチャは当たりこそ強烈なものの、普通の排出品は食料や日用品が多く、そこまで豪華でもない。回すより金にしたほうが得だと考える者は、他者と交換してもらっているのである。

　だが、今のような状態ならばそれがその何倍でも売れる。だから、チケットを貯ためていた者はそれを売って金に変え、後日値段が戻れば改めて買い集めればたったそれだけで利益が発生するというわけだ。

　月給が20万ＧＰと少し程度の彼らにとって、その金額は決して馬鹿にできない。

「おい、何やってんだ、早くしろよ！　時間との勝負なんだぞ、ほんとにグズだなオッサン！」

「そうっすよ、素直に持ってくりゃいいんスよ！　アンタが儲けるチャンスなんてそうそうないでしょう！　買ってやるっつってんだ、早くしろノロマ！」

「そうだ、売～れ、売～れ！」

「ひいっ……ど、どうしよう、指田くん、アキトくん！　うっ、売ったほうが良いのかなっ……」

　やがて売れの大合唱が始まり、耐えきれなくなった鈴木が、助けを求めるように冷静な二人を振り返る。

「さあ……。ま、余計なお世話ですけど、売ったほうが良いんじゃないですか？　ガチャに自信があるなら回すのも手ですけど……俺なら売りますね」

　そっぽを向きながら指さし田だが答え、なおも続ける。

「ゴットカードなんていう幻想より目の前の金ってね。当たりゃデカいかもしれないが、確実な金ってのも良いもんだ。ま、最終的に決めるのは鈴すず木きさんですがね」

「な、なるほど……。……アキトくんもそう思うかい？　ぼっ、僕、自分じゃ決められないんだ……後押ししてくれないかっ……」

　媚こびるような表情で鈴木が問うてくる。アキトは少し思案顔をした後、その目を見つめながら落ち着いた声で返した。

「……それは、鈴木さんが決めることです。鈴木さんにとってチケットがお金に変えても良いものならそうすべきだし、今、回したいなら自分でやるべきかと」

「えっ……」

「鈴木さん、さっき言ってましたよね。運が悪いから当たりは諦めてるって。でも、今まで話したことがなかったですが、鈴木さんがガチャを楽しそうに回してるところは何回か見たことあります」

　静かな声で続けるアキトの言葉を、鈴木も神妙な顔で聞いている。普段あまり喋しやべらないせいで長い言葉を紡ぐことに苦心しながらも、アキトは続けた。

「ガチャ、好きなんでしょう？　わかりますよ。けど今それを売って、そのお金で他の楽しみを買いたいならそれでいいと思います。それもありです。……けど、もし今自分でガチャを引きたいとちょっとでも思ってるなら……」

　ちらり、と横の指田に目を向ける。

　彼はただ無表情に二人を見つめていた。

「……回せばいいと思います。他人なんて関係ない。それはあなたの物なんだ。どうするかは自分で決めればいい」

「……アキト君……」

　鈴木が感動した面持ちでアキトを見つめる。柄にも無いことを言ってしまい、アキトは少し照れて顔を背けた。

　とはいえ周りからその表情の変化は読み取れず、元通りの仏頂面にしか見えないのだが。

「おい、オッサンいい加減にしろっす、もう残数が25万切りそうっすよ！　もうこの瞬間にも出そう！　早くしろ、いい加減ぶんなぐ……」

「……ごめん、皆。僕のチケットは自分で使うよ。面白いじゃないか、今こそ貯ためていたチケットを放り込むときかもしれない」

　えっ、と周囲の鉱夫たちが驚きの声を上げる。鈴木が気の弱い男なのは見ればわかるし、このような時に勝負をかけるような人間にはとても思えなかったからだ。

「あっ、あんた、ランクＲすら滅めつ多たに当てられない屑くず運じゃないかっ……挑戦したってチケットを無駄にするだけだろ！　なんでそんなっ……」

「ごめんね。でも、こういうときのための蓄えだから。……じゃあ、チケットを取ってくるよ」

　なおも食い下がる豚ぶた面づらにはっきりと答え、鈴すず木きが歩きだす。こう言われては、もう誰も何も言えない。

　皆が見守る中、よたよたと部屋に向かう途中で、鈴木がアキトの方を向き直って尋ねた。

「……君はやらないのかい？　アキト君。君も貯ためてるんじゃなかったかい。一緒に回さないか。なんなら、人に売るのでも……」

「いえ、俺は、今は回す気がありません。それに、鈴木さんと違っていつも一人なんで、後々軋あつ轢れきを生みそうなチケット売りもする気はないです。難癖つけられると弱い立場なんでね」

「そうかい、わかったよ。……じゃあ、ちょっと失礼」

　そう言うと、鈴木は行ってしまった。それを見送ると、周りの連中は面白がって口々に好き勝手なことを言い出す。

「あの冴さえないオッサンがゴットカードに挑戦かぁ。面白くなってきやがった！　酒取ってこよ、酒の肴さかなにもってこいだぜ！」

「あんなやつが当たり引けるわけがないんだよなあ……！　なぁんで占い四位の俺に任せないっすかねえー！　ほんとつっかえないなあ！　おっさんは！」

　そうしているうちに、ガチャのカード残数はガンガン減っていき、やがてわずか20万ほどになってしまった。それでもゴットカードの残数１はいまだに消えない。

　間に合わないのではないか、というぐらいの時間をかけ、鉱夫たちがすっかり焦じれた頃に、ようやく鈴木が姿を見せた。

「お、おまたせ、また腰が痛くなって手間取っちゃったよ……全部で１２１枚あった。これで挑戦させてもらうよ」

「おおっ、いいぞ、いけいけえー！」

　わっと歓声が上がり、鉱夫たちがガチャまでの道を空ける。

　様々な思惑が入り乱れた視線を浴びながら、鈴木がガチャの席につく。

「さて……じゃあ、いかせてもらいます。……女神様のお恵みであるガチャ、不肖鈴木、今日も引かせていただきます」

　恭しくガチャに一礼をする鈴木。彼は女神を敬愛する者の一人として、その奇跡の表れであるガチャにも敬意を持っていた。

　女神信徒たちにとって、ガチャは祭壇や神殿のようなものにあたる。

「ふんっ、あんたにゴットカードなんて引けるもんか！　とっととスっちまえ、おっさん！」

「そうっすよ、俺達をないがしろにしやがって！　女神様、そいつに天罰食らわせてくださいっす！」

　チケットを奪いそこねた二人が罵声を浴びせる。いくらなんでもひどいその内容に、アキトはわずかに眉をひそめた。

　だが当の鈴すず木きはそれを気にはしていない。

（君たちの言うとおりだ、僕にそんな大それた当たりは引けやしない……。ちょっとした当たりが出れば十分さ。だが……）

　ウィイン、と音を立てながらチケットがガチャに飲み込まれていく。これが即座に神の世界に送られているというのだから不思議な話だ。女神たちの力は、人間の理解を遥はるかに越えている。

（……この、ガチャを引く瞬間というやつだけは……いくつになっても、良いものだ）

　ランプが点灯し、ガチャが引ける状態になった。もうガチャの残量は16万ほどになってしまっている。鈴木は特に力む様子もなく、笑顔でボタンを押した。即座にガチャの中から、低い駆動音が響いてくる。

　──そして、その、瞬間。ガチャから、今まで聞いたこともないようなけたましいファンファーレの音が鳴り響いた。

「っ……!?」

「おおっ……」

　驚く鈴木とどよめく鉱夫たち。ガチャはピカピカと狂ったように点滅を繰り返し、祝福の音色を鳴り響かせる。生まれて物心がついてから、今日までずっとガチャに慣れ親しんできた彼らだが、確かにそれは今まで目にしたことのない演出であった。

「えっ、お、おい……嘘うそだろ……？　ま、まさか……」

　さすがに冷静ではいられなくなった指さし田だが、その光景を見ながら呆ぼう然ぜんと声を上げる。アキトも驚いて言葉もない。

　皆が呆あつ気けにとられている中、やがて演出は収まり、ウィイイインという音と共にガチャのカード排出口から光があふれ、やがてそれが飛び出してきた。

「…………」

　そっと、なにかひどく熱いものに触れるように鈴木がそれを手にする。

　そして、それを覗のぞき込んだまま動かなくなってしまった鈴木に、業を煮やした手ぬぐいが皆を代表するように尋ねた。

「……お、おい、鈴木さん……？　あ、あんた、まさか……？」

　やがて、それを握りしめたままふるふると震えだした鈴木は、くるりと振り返ると、涙を流しながら、〝それ〟……己の手元に転がり込んできた、金色のカードを掲げて見せながら言った。

「あっ……当たりました……。大当たり……。〝ゴットカード〟……【幸運の女神の祝福】……。……当たり、ましたぁ……！」

　……そしてその言葉通り、そのカードには確かに、女神の一人〝幸運の女神〟メイア・スターズの絵とともにこう書かれていたのである。




【幸運の女神の祝福】

このカードを手にせし者、神の世界の一員となるであろう




「……うおおおおおおおおおおおお!!」

　爆発するように歓声が上がる。年間の当選者、全世界で実にほんの数十人。

　この世界最大の大当たりと言っていい神の世界への片道切符が、今、たしかにここに存在していた。

「うっ……嘘うそだ……っ。そん、な……っ。……おっ……俺が、当てるはずの……ゴットカードがっ……あんなっ……あんな、オッサンの手にっ……」

　地面にへたりこんだ豚ぶた面づらが、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「あっ……ありえないっす……。占い四位の俺を差し置いて、あんなおっさんがっ……メイア様のカードがあんな薄汚いオッサンの手にっ……！　ありえない、ありえないっすよおお！」

　ネズミが悲鳴のような声を上げる。祝福する者、怨えん嗟さの声を上げる者、そしてそれに釣られてプレイルームに駆け込んでくる鉱夫たち。興奮して酒を撒まき散らす者までおり、狭いプレイルームは一瞬で興奮のるつぼと化す。

「……嘘だろ、ありえねえ……っ。俺も……俺も、挑戦してりゃ当たってかもしれないってのかよ……！」

「…………」

　驚きよう愕がくの表情で呟く指さし田だ。アキトもその光景を呆然と見つめていたが、やがて鈴すず木きが戸惑った視線を自分に向けてきていることに気づくと、歩み寄り、言葉をかけた。

「……鈴木さん。おめでとうございます」

「っ……。……あ、ありがとう……ありがとうねえ、アキトくんっ……。君が、言ってくれたおかげだよ……っ。ありがとう……ありがとうねえ……！」

　感極まった様子の鈴木がアキトの手を掴つかみ、深々と頭を下げてその手を握りしめる。一方的な握手であり、鈴木のその手は緊張と興奮で驚くほどに汗で滑っていたが、アキトは嫌がらずその手を力強く握りしめた。

「さあ、鈴木さん。せっかく手に入れたんだ、コールしてはどうですか。皆興奮してます、あまり時間をかけると、その……あまり、良くないかもしれません」

　アキトがそう言うと、はっと驚いた様子で鈴木が周囲を見回した。まさか神のカードを奪い取ろうなどという不敬者はそうそういないだろうが、たしかに興奮している者たちがなにをしてくるかはわからない。

　使うのならば、早いに越したことはないだろう。

「そうだ、早く見せろ！　女神様が本当に来るのか!?　この汚い宿舎に！　うおお、信じられねえ、もう我慢できねえよ早く出してくれ！」

「そうだそうだ、勿もつ体たいつけるな！　やれねーなら俺が変わってやるぜオッサン！　急げ急げ！」

「そうだ、はやく！　ゴット！　ゴット！　ゴット！」

「ゴット！　ゴット！　ゴット！　ゴット！」

　鉱夫たちが囃はやし立てる。

　だらだらと汗を流しながら、鈴すず木きはキョロキョロとあたりを見渡し、やがて自分が手にしたそれ……ゴットカードを愛いとおしそうに撫なでた後、再び掲げてみせた。

「う、うん、そうだね……、じゃ、じゃあ……。ああ、緊張するなあ……じゃあ、いくよっ……〝コール〟！」

　そして、解放の呪文〝コール〟を唱える。

　その瞬間。カードからまばゆい虹色の光が放たれ、白い煙のようなものが周囲を覆った。

「おおおっ……」

　鉱夫たちが驚き目を細める。やがて、それが収まったとき。

　……彼らの前には、幾度となく画面越しに目にした、輝くばかりの女神が立っていた。

「……ヤッホー！　皆、〝幸運の女神〟メイア・スターズだよ☆　元気いいいいい!?」

「……元気いいいいいいい!!」

　そうして、現れた女神は満面の笑顔を浮かべ、びしりとポーズを取ってその場の全員に向けて叫んだ。それに釣られて鉱夫たちが叫びを返す。

　それは、まさしくこの世の者とは思えないほどの美しさであった。

　輝くような……いいや、実際に輝きを放つ亜麻色の髪。それは後頭部で二つの団子状にくくられており、そこから二つに分かれ腰のあたりまで美しいラインを描いている。見本のように整った顔には、数多あまたの宝石をちりばめたかのようなくりくりとした金色の瞳とみずみずしい果実のような紅あかい唇。全体としてほっそりとしているのに、ある意味アンバランスと言っていいほど豊かな胸。キラキラと輝く、可愛かわいらしくもどこか神々しい服と共にその身にはいくつものアクセサリが輝きを放ち、その一つですら一人分の人生を楽に買えそうなほどの価値を窺うかがわせる。

　だが、それすらもくすむほどの美貌がその顔を彩り、そしてなにより飛び切りの笑顔がその魅力を何倍にも膨らませていた。

　幸運の女神、メイア・スターズ。彼女は地上のどの女性より美しく、また画面越しに見る彼女よりはるかに強力な魅力を放ち、確かに眼めの前に存在していた。

「もー、皆なっかなかメイアのこと呼んでくれないから退屈しちゃったあ！　みんなぁ、愛が足りてないんじゃないのー!?」

「うおお、すいませんっした、女神様ぁあああ！　あああ、うっ、美しいい！　幸せええええ！」

　もはや自分をなくした鉱夫たちが涙を流しながら絶叫する。それに気を良くしたのか、女神メイアはくるくるとその場で回ってみせると、びしっと彼らを指差してポーズを決めた。

「まあオッケーオッケー！　じゃあ、せっかく来たんだから、一曲、歌わせてもらうね☆〝恋のゴールドラッシュ〟、いっくよー☆！」

　そして、彼女がパチリと指を鳴らした途端、アキト達はプレイルームが僅かに歪ゆがんだかのような感覚に囚とらわれ、そして気づいた時にはそこはきらびやかなステージに様変わりしていた。

「うっ……うおおおお！　女神様の生歌だああああああ！」

　鉱夫たちが喉も嗄かれよとばかりに叫ぶ。その視線を一身に浴び、やがて流れ出したＢＧＭとともに、いつの間にか露出の激しい西部劇のガンマンのような衣装に装いを変えたメイア・スターズが舞台の上でその美声を響かせ始めた。

「……〝恋のゴールドラッシュ〟か。たしか、メイア・スターズが主演の、西部劇とかいうやつの主題歌だったか」

「ええ。人気作で、何十年も前から定番として〝ゴッド・ヴィジョン〟で何度も放送されているやつですね」

　まだ状況をうまく飲み込めないといった様子の指さし田だが、呟つぶやくように言う。返事が欲しかったわけではないだろうが、目立つ位置から逃げるように下がってきたアキトがそれに答えた。

〝ゴッド・ヴィジョン〟とは女神たちがガチャ以外にもたらした奇跡の一つだ。

　四角い箱の中央に映像を映し出す画面がはめ込まれていて、そこには彼女たち女神が様々な情報を発信する〝番組〟と呼ばれる映像が常に流れている。その中から、彼女たちは時に人々に知恵を与え、時に情報を与え、そして何より娯楽を与える。

　演劇、教育、そして歌。人々は子供の頃より彼女たちが行うそれを見て育ち、やがてそれを見て死んでいく。現実で女神を目まの当たりに出来る人間はほとんどいないが、彼女たちのことを人々は親よりもよく知っているのである。

　そして、この幸運の女神メイアは女神たちの中でも特に人気が高く、時として〝視聴率〟で彼女たちの主神である天あま津つ風かぜヒカルを凌しのぐことすらあるのだ。

「……ふうっ。皆、ありがと～！　皆ノリノリで、メイア嬉うれしいー！」

　やがて三分ちょっとのその曲は終わり、メイアがニコニコ笑顔でマイクを掲げる。

　鉱夫たちはまたもや歓声を上げ、感動の涙を流す。まさか、自分の人生で女神の生歌を聞ける日が来るなど考えたこともなかったのである。

　その光景を特等席で眺めながら、いまだ自分は夢を見ているのではないかと疑っている鈴すず木きに歩み寄ると、メイアはおもむろにその手を握りしめて微笑ほほえんだ。

「こんにちは、あなたが今回の当選者さんね？　メイアを呼んでくれてありがとう！　とびきりの幸運が、あなたにありましたっ☆」

「えっ……は、はいっ……、ありとうございますっ……」

　動揺し、鈴木は顔を赤らめた。鈴木にとってもメイアは子供の時から憧れていた女神の一人だ。その女神に手を握られ、しかも己の服は鉱山仕事の後でひどく汚れており、手には驚くほど汗をかいている。

　その上、自分は長年の労働で疲れ果て、随分としわくちゃのおじさんになってしまっている。恥ずかしい、と思い、申し訳ないと思った。

　早く手を離さないと気持ち悪いのではないか、と思ったが、メイアは嫌な顔ひとつせずぎゅっとその手を握りしめている。

「あ、あの……」

「うんうん、わかってるわかってる☆　当たった人がどんな事考えるかはぜ～んぶお見通しだよ☆　メイアに全部任せてねっ」

　どうしていいのかわからない、という様子の鈴木を覗のぞき込み、笑顔でメイアが答える。

　その手を握る彼女の手に更に力がこもり、さらにこう続けた。

「神の世界に住まう人々は、完全に幸福でなければいけない……。神の世界には、負い目も悩みもなぁんにもないんだよ。だから、まずは……あなたに、完全なる肉体と頭脳をあげるね☆」

「えっ……？」

「ゴッド☆ブレス☆ユー！」

　ぞくり、と、何かを感じた鈴木の背筋に冷たいものが走る。だが、女神は相手の都合などお構いなしに祝福の言葉を投げかけた。

　そして、次の瞬間、その手から何かが流れ込んだ。

「……うあああああああ!?」

　驚いた鈴木が絶叫を上げる。その体は、女神の輝きが伝でん播ぱしたように光を放っていた。

「おっ、おいおい、なんだこりゃっ……。どうなってんだ!?」

　鉱夫の一人が驚いて声を上げる。皆の視線に晒さらされながら、光り輝く鈴木はかがみ込み、助けを求めるようにアキトの方を見た。

「うあああっ……なんだっ……何かが、流れ込んでくるっ……！　怖いっ……怖いよ、アキトくんっ……！　助けて、助けてくれっ……アキッ……」

「……鈴すず木きさっ……」

　驚いたアキトが手を伸ばす。だが、それが届くより早く鈴木の体はより強烈な光に包まれ、そしてそれが収まったときには。

　……元の鈴木の年老いた姿はなく、そこには、若く、細身で美しい少年が立っていた。

「……えええええー!?」

　鉱夫たちが驚きの声を上げる。それこそ、それは見たこともないような美少年であり、女神と立ち並んでいてもまるで違和感のない、言うなれば〝完全なる人の姿〟をしていたのだ。

　──ゴットカード。神の世界に行きたいという人間の願いを叶かなえるために女神たちが用意した祝福。それは、世の労働者階級たちを労ねぎらうために、労働ガチャの大当たりに設定される。

　そのカードを当てたものは、完全なる存在となり、いずこかにある神の世界で幸福に永遠に生きつづけるのだという。

「…………」

　その少年は、驚きよう愕がくの表情で自分の体をペタペタと触っていたが、メイアがどこからともなく取り出した鏡を向けると、それをしげしげと見つめ始めた。

「はい、美少年☆　どう、素敵でしょう？　これで、外見のコンプレックスは吹き飛んだでしょ？」

「……こっ……これが、僕……？　……う……うつく、しい……」

　呆ぼう然ぜんと、その少年が呟つぶやく。さらりと流れる美しい黒髪。ひと目で恋に落ちてしまいそうな女性的ですらある相貌。体のあらゆる配分が芸術的に仕上がっており、世界中を探してもこのような少年は他にいないのではないかと思われた。

「お、おい、まさかあれ……あの鈴木のおっさんか……？」

「ひ、人の姿もあんな簡単に変えられちまうのか……。女神様、パネエー……」

　鉱夫たちがひそひそと言い合う。どうやら、あれは鈴木が姿を変えたものだとようやく理解が追いついてきたようだ。

　そして、動揺を隠せないでいた鈴木と思われる少年の表情は、やがて笑顔に染まっていった。ずっと嫌いだった情けない顔も、あたりの様子をうかがう臆病な表情も、もはやどこにも存在しない。

　誰が見ても美しいと感じるであろう美貌が、ここにあるのだ。そう、自分の顔に……！

「……鈴木さん……？」

「……ふっ……ふふふっ……凄すごいっ……凄いぞ！　これが、女神様のお力！　情けなさも、腰の痛みも、全部吹き飛んだ！　それどころか、全身に、感じたことすら無い活力を感じる！　凄すごいぞ、世界すら変えられそうだ！　これが、僕っ……これからは、これで生きていけるんだっ……永遠に！　あははっ……あはははははは！」

　心配げに声をかけたアキトに返事もせず、鈴すず木きが狂ったように喜びの声を上げる。

　そこには、先程までの気弱なおじさんの気配は残っていなかった。

「……おいおい、本当に大丈夫なのかよ……。本当にこれ、鈴木のおっさんなのか？　変わり過ぎじゃねえか……」

「あー大丈夫大丈夫、本人の人格には一切手を触れてないよ。急に美貌や知恵を手に入れて興奮してるだけだからさ。ちょっとだけ見守ってあげてね☆」

　呟つぶやいた指さし田だの声を耳ざとく拾ったメイアが言う。やがて鈴木は落ち着きを取り戻し、メイアに向き合った。

「ありがとうございます、女神様。これよりない、素晴らしい贈り物だ……。おかげで、頭にかかっていたモヤが取れたようですよ。世界は、こんなに鮮明だったんですね……本当に、ありがとう」

「あはは、それみーんな同じことを言うんだよねえ。どういたしましてっ。おめでとう、新しい人生☆」

　そう言って二人で笑い合う。その姿はまさしく、この薄汚れた宿舎から隔絶された絵画の如ごとき美しさを湛たたえており、鉱夫たちは劣等感を覚えずにはいられなかった。

「……なっ、なんだよっ……ラッキーじじいめっ、お前が当てれたのは俺がチケットを取らなかったからなんだからなっ……！　勘違いするなよ、この野郎！」

「そっ、そうだそうだ、本来なら占い四位のこの俺が当てるところだったんスよ！　なんなんすか、ちくしょう！　ちくしょう！　ちょっとは感謝するっすよ、おっさん！」

　嫉妬したのだろう、豚ぶた面づらとネズミが美しく変貌した鈴木に吠ほえる。だが、彼らのほうをチラリと見ると、鈴木は冷笑を浮かべ、ぞっとするような冷たい声で答えた。

「……黙れ。汚らわしい虫どもめ」

「なっ……」

　鈴木のものとは思えないその言葉に、豚とネズミが驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

　だがやがてその言葉の意味が心に浸透していき、豚面が真まっ赤かな顔をして言い返した。

「だっ、誰が虫だこの野郎っ……。とっ、取り消せよ、今の言葉っ……！　お、俺は虫じゃない！」

「虫だろうが。お前らが虫じゃなくてなんだって言うんだ？　カサカサと地面を這はい回り、泥水を啜すすることしかできない虫。醜い外見、理解を持たぬ知能、増えることしかできない無駄な命！　まさに虫だ！」

「なっ……」

「僕……いいや、俺もかつては同じ虫だった！　だが、今は違う！　俺は手に入れた！　虫ではない人生を手に入れたんだ！　俺は……俺は、虫から人へと生まれ変わることができたんだ！　あはは、あはははははっ！」

　周りの鉱夫たちも、こちらを見下しきったその言葉に驚きの表情を浮かべる。これが本当にあの人の良かった鈴すず木きなのだろうか。とても同じ人物とは思えない。

「あー……やっぱこうなっちゃうかぁ。ごめんねえ、みんなぁ。急に賢くなると、みんな気が大きくなっちゃって、こういう事を言いたくなっちゃうみたい。でも、今は混乱してるだけだからさ……だから大目に見てあげてね、ねっ、ねっ」

「え、ええ……。女神様がそうおっしゃるなら……」

　女神メイアが申し訳なさそうに言う。動揺していた鉱夫たちも、メイアにそう言われては怒るわけにもいかず、しょうがないかという表情を浮かべて顔を見合わせた。

「……だからって変わり過ぎじゃねえか？　あの優しそうなおっさんの面影もねえぞ……」

「優しい？　違うな……前の俺は優しかったわけじゃない。何もかもが怖いから、優しいふりをして自分を守っていただけさ」

　呆あきれた調子で言った指さし田だに鈴木が答える。

「誰かに優しくしていれば、自分にも優しくしてくれるかもしれない……。無能で、役に立たないクズが唯一持ちえる特技がそれだっただけのこと。もう、俺には必要ない」

　過去の自分を馬鹿にするように鈴木が吐き捨てる。その光景を、アキトはやはり表情のない顔で見つめていた。

「さあ……もういいでしょう。俺をこのゴミ溜だめから、人間のいるべき世界に連れて行ってください、女神様。俺は、早く幸福な人生を始めたい」

「はーい。でも、もう本当に仲間の皆に言うことはないの？　もう戻ってこれないよ？　後で正気に戻って後悔しても遅いよー？　お別れしなくて大丈夫？」

　メイアが気を使ってそう言うと、ようやくそれに気づいたと言わんばかりに鈴木がアキトの方を振り返った。

　そして、にこりと天使のような微笑を浮かべると自信に満ちた足取りで歩み寄ってくる。

「そう言えば、一つ忘れていましたね……。アキトくん。これを受け取ってくれ」

「えっ……」

　そう言うと、鈴木はまだ自分の手元に残っていたチケットの残り、その１２０枚ほどを差し出した。戸惑うアキトの手を取り、無理やりそれを握らせる。

「いい思い出なんかない場所だったが……君のおかげで俺はゴットカードを手に入れた。これはそのお礼だ。大したものじゃないが受け取ってくれ」

「……いいんですか？　苦心して貯ためたものでは……」

「いいんだ。もう、俺には必要ない」

　薄汚れたそれを手放すと、アキトの顔を見て言葉を続ける。

「もしかしたら、幸運が残っているかもしれないしね。……ありがとう。いつか君がゴットカードを引いて神の世界で再会できる日を願っているよ」

　そうして微笑ほほえんだその表情は、わずかに姿が変わる前の鈴すず木きを思わせるものだった。

　そして、アキトの手を握り固い握手をする。その手は、先程の握手とは違い汗ばんでもなく、また鉱夫らしいゴツゴツして荒れた感触でもない、柔らかく、そして冷たい手だった。

「……それでは、ありがたくいただきます。……鈴木さん、どうか、お元気で」

「ああ、君も。……じゃあね」

　そう言うと、鈴木は手を放し行ってしまう。

　そうして、アキトの手元には、彼のチケットとその冷たい感触だけが残った。

「さあ、では行きましょう女神様」

「はいはーい☆　じゃーみんなぁ、今回はメイアのガチャを回してくれてありがと～！　皆のおかげで、とおっても楽しいイベント期間だったよ☆　ありがとうねー！」

「ああっ、メイア様っ、どうか行かないで！　やだああ！」

「ああああっ、俺も連れてってくれええ！　一人ぐらい多くても良いでしょう、頼む、こんな仕事もう嫌だぁ！」

　女神との別れの時間がきたと気づいた鉱夫たちが口々に叫ぶ。だが、女神メイアはちっちっちと指を振って笑顔で答えた。

「だーめ、連れていけるのはゴットカードを当てた人だけだよ！　皆もこっちに来たかったら、頑張って当ててね！　次のシーズンはぁ、伊い良ら波は謡うたいちゃんのゴットカードが大当たりだから頑張ってー！　絶対に参加してね、約束だよっ☆」

　そう言うと、すっと鈴木の腕に自分の腕を絡め、女神メイアは空いている方の手を高く掲げ光を放ち始めた。

「じゃあ、皆に幸運の光があらんことを！　ゴッド☆ブレス☆ユー！　……ばいばーい！」

　そして、その輝きが最高潮に達し、次の瞬間には、鉱夫たちの眼めの前からメイアと鈴木は消えてしまっていた。

「……行っちまった……。はあ……信じられねえ……。夢見てるみたいだったぜ……」

「女神様……ほんとすげぇ……。ああっ、あの輝きが頭から離れねえっ……。ちくしょう、また会いたいよぉ……。ああっ、あの野郎、羨ましいなんてもんじゃねえ！　ちくしょう、ちくしょう、ちくしょう!!」

　憑つき物が落ちたみたいに肩を落とした鉱夫たちが、思い思いに言葉をこぼす。

　気がつけば、プレイルームもきらびやかなステージから元の薄汚れたもの……いいや、あの輝きの後ではもっとくすんで見える部屋に戻ってしまっていた。

　まさに夢見るような時間は夢から覚めるように終わってしまい、後には薄汚れた自分と仲間、そして虚むなしい現実だけが残された。

「ああっ……俺が手に入れるはずだったのに……。あの野郎、ムカつく、ムカつくっすよぉ……ちくしょうっ……」

「……俺は、虫じゃない……虫じゃ、ない！　取り消せよっ……取り消せよ、あの野郎っ……。ああああっ……ちくしょう、ちくしょおおっ……」

　ネズミと豚ぶた面づらが、悔し涙を流しながら吠ほえる。あまりにも惨めな姿だった。

　ガチャを当てた者と外した者。この世界において、両者にはあまりにも無残な格差がもたらされる。

　やがて、熱気に当てられていた鉱夫たちの頭も冷え、ついにはよたよたと三々五々散っていく。プレイルームには、ほんの数人が呆ぼう然ぜんと取り残されるだけとなった。

「……はあ。毒気を抜かれちまったな……なんだありゃ。ゴットカードってのはあんなもんか。思ってたのとは、相当違うな……」

「納得できませんでしたか？」

　呟つぶやく指さし田だにアキトが返す。指田は彼らしい大仰な動作で肩を竦すくめてみせると、つまらなさそうに答えた。

「ああ、まるでできんね。外見も変わる、おつむも変わる、生活も変わる。見たかよ、おっさんのあの喋しやべり方。口調や言うことまで変わっちまってる。俺はあんなの、ノーセンキューだぜ」

「そうですか」

「人間ってのはよ、てめえのままで成功するから意味があるんだ。なにもかも〝成功したビジョン〟にすり替えられちまったらそりゃもう自分じゃねえ。〝成功した何か〟に乗っ取られただけだと思う。俺は」

「……」

　なんと言えばいいのかアキトにはわからない。鈴すず木きの身に起きたことは、良いことだったのだろうか？　それとも悪いことだったのだろうか。

　それを自分には決めることができない。アキトは、そう思った。

「それにな、なんだよ〝ゴットカード〟って。神が出てくるカードなら普通は〝ゴッドカード〟だろ。どういう意味なんだ、ありゃ？　うさんくせえったらありゃしねえ」

「そう言えばそうですね。考えたこともなかったです」

　子供の頃から存在を知るそれの意味など考えたこともなかったが、たしかにそうだ。

　ゴットカード。その名には確かな違和感があった。

「いつかゴットカードを当てて、願いを叶かなえ残りの人生を謳おう歌かするつもりだったが……路線変更だ。虫は虫らしく、森の中で美お味いしい樹液でも探すことにすっかね……」

　そう言うと、指田はタバコを咥くわえ歩き出した。その背中にアキトが言葉を投げかける。

「あなたなら、うまくやりそうですね」

「そりゃどうも……じゃあな」

　感情のこもらない言葉でそう返すと、指さし田だは行ってしまった。

　それを見送ると、アキトはひとつ小さくため息をつき、やがて部屋の奥に鎮座するガチャに歩み寄った。

　その残数は、鈴すず木きが当たりを引いた瞬間から固まったように動いていない。

　残り、14万ほど。そしてその画面には、ゴットカードを引かれてしまい、大半の人間にとって魅力を失った中身が虚むなしく表示されていた。

「…………」

　特に表情を動かさず、それに己のチケットを一枚投入する。それに気づいた鉱夫の一人、まだプレイルームに残っていた者が咎とがめるように声をかけた。

「おいおい、あんた！　なにやってんだよ、そのガチャもうほとんど当たりが残ってねえぞ。少ししたら新シーズンに入れ替わるんだぜ、いま回すともったいねえぞ」

「ええ、わかってます。けど、１日１回回すのが日課なんで」

　親切心からかけられたであろう言葉にそう返す。アキトにとって一枚引きは仕事の後の決まった行事だ。何かがあろうと、回すことには変わりがない。

「はー、アンタ変わってんなぁ……。まあそれでも数百万ぐらいの価値があるらしいのは、いくつか残ってるけどよ、どうせなら大当たりがある時に引くもんだろう。もったいねえなあ」

　そう言うと、呆あきれた様子で鉱夫は行ってしまった。

　その背中を見送りもせず、気負うところのない様子でアキトはガチャのボタンを押した。

　するとほとんどタイムラグもなく、テテーン、と軽い効果音がなり、特に演出もなく、しゅっとカードが排出された。くすんだ灰色のカード。

　最低のレアリティに位置する、レアリティＮのカードだ。

　いわゆるガチャのハズレ枠であり、大体が数百ＧＰの価値しか持たないレアリティであり、そして……アキトの手の中のそれは、その中でも特に価値の無いものだった。

「……【ダンゴムシ】……」

　レアリティＮカード、【ダンゴムシ】。〝動物カード〟と呼ばれる種類のものであり、コールすれば中から一匹のダンゴムシが出てくる。

　世にハズレカード数多あまたあれど、その中でもとびきりで最低レベルのカードと言っていい。なにしろ、こんな虫そこらへんの石を転がせばうんざりするほど見つけられるのだから。

「……またこういうのか」

　はあ、とため息を吐つく。普通の人間ならば十年に一度レベルのカス引きであるが、これはアキトにとっては日常であった。

　──そう、このアキト。ガチャ運が人生を決めるこの世界において、まさに致命的なことに……異様なほど、ガチャ運がなかったのである。





　　　　２






　──むかしむかし。

　と言っても、そこまで昔でもない昔。

　まだ、この世界の人間が金属の武器を握りしめて殺し合いをしていた頃のお話。

　ある日、この世界に女神たちがやって来ました。

　女神たちは、この世界の人間がいまだ持ち得ない、たくさんの知識、素晴らしい技術、そして見たこともないような美貌を持ち、瞬く間に人々を虜とりこにしてしまいました。

　希望、幸福、勇気、知恵、幸運、愛、調和、そして歌。

　八つの権能を持つ彼女たちは人々にたくさんの贈り物をしましたが、その中でもひときわ彼らを熱狂させたもの……それは、彼女たちが〝ガチャ〟と呼ぶ四角い箱でした。

　曰いわく、この箱には世界のありとあらゆる〝素晴らしい〟が詰まっている。

　富、名声、美貌、強さ、恋、夢。その他、人々の望む全て。

　そしてその言葉通り、その中からは、万の軍勢を討ち滅ぼす無敵の兵や、無数の知識が刻まれた本、永遠に尽きない酒や空を飛ぶ乗り物など、女神の祝福が詰め込まれた素晴らしい宝たちが飛び出してきたのです。

　それらは、四角いカードに封じられてガチャから排出され、人々はそれを合言葉とともに開放して自分のものとすることができました。

　そうして人々はこぞってガチャに群がりました。熱狂し、奪い合うようにそれを回し、それは本当の奪い合いに発展し……やがて、人々はそれを使って戦争を始めました。

　ガチャから飛び出してくる兵たちは人の何万倍も強く、人の身ではなしえない、世界の法則を無視したかのような不可思議な力を持ちます。

　そのような存在を使って争ううちに世界は荒れ果て、大きく様変わりしてしまいましたが、人々は気にもとめませんでした。

　なぜなら、いかに世界が荒れ果てようともガチャを回せば沢山の幸福が飛び出してくるからです。

　こうして、それが世界に現れた日から、世界はそれを中心に回り始めたのです。




　──これは、そんな四角いカードの中に閉じ込められたある世界のお話。

　これから世界がどうなるかは、まだ誰にもわからない。

　そう……それが、たとえ運命を司つかさどる女神だったとしても。
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　そして、鈴すず木きが神の世界に旅立ってからわずかばかりの月日が流れた。

　奇跡を目まの当たりにしても、アキトたちの生活は特に変化することがなく、朝になれば労働に勤いそしみ、美お味いしくもない飯を食い、やがて疲れ果てて穴ぐらから転がり出てくる。いつもどおりの生活がそこにあった。

「はー、今日も疲れたっすねえ……。良いこと無いなあ、ちくしょう。……ああ、俺のゴットカード……あの時当てられてたら……」

「おいおい、まだそんなこと言ってんのか？　あれからどれぐらいたったと思ってんだよ、いい加減諦めろって」

　ガチャの設置されているプレイルームで、ネズミと手ぬぐいが酒を飲みながら言葉をかわしていた。

　呆あきれた調子の手ぬぐいに頬ほおを紅潮させたネズミが返す。

「だって、俺のだったんすよ!?　俺のチケット！　それを、あのおっさんが横取りして！　ちくしょう、ちくしょう！　絶対許せない！　呪ってやるっすよ、ちくしょおおっ……」

「お前のじゃなかっただろ……。鈴木のおっさんがアレ当ててから、悔しさで頭がおかしくなったのか、いなくなっちまったやつもいるんだ。お前もいい加減切り替えろって」

　頭の中で、記憶を都合のいいように改ざんしているネズミにツッコミを入れる。鈴木に虫呼ばわりされた豚ぶた面づらはすっかり精神を病んでしまい、いつの間にか宿舎からいなくなってしまっていた。

　無理もない。自分の人生には決してあんな大当たりがやってこないであろうと考えると、正気ではいられなかったのだろう。

「まー悔しいのはわかるけどさ、お前にはまだ踊り子のカードがあるだろ。また慰めてもらえって。そんで、次のガチャを……おっ」

　そこまで言ったところで、手ぬぐいがあることに気づいた。薄汚れたプレイルームの端に備え付けられているソファ。そこに、アキトが座っていることに気づいたのである。

　彼は手元にある雑誌を見ながらも、ちらちらとガチャのほうを気にしているようだ。

「……よう、あんた。たしかアキトさんだろ。珍しいな、こんな時間にあんたがここにいるなんて」

「……ああ、どうも」

　手ぬぐいが、缶に入った酒を片手に歩み寄ってアキトに声を掛ける。何かの雑誌を読んでいたアキトは顔を上げて会釈した。相変わらず、感情の読み取れない仏頂面だ。

「……どうして俺の名を？」

「ははっ、あんた前の騒動で鈴すず木きのオッサンに助言してただろ。噂うわさになってるぜ、自分で引いてりゃゴットを引けたかもしれないのにってな」

「なるほど」

　不思議そうに問うたアキトに手ぬぐいが返事をする。どうやら悪目立ちしてしまったらしい。平穏を望むアキトにとってそれはあまり喜ばしいことではない。案の定、聞きつけたネズミが酒臭い息を吐きながら絡んできた。

「そうだそうだ、あんたのせいっすよ！　アンタが余計なことを言わなきゃ俺がチケット貰もらってゴット当ててたんだっ……ちくしょう、この野郎！　返せ、返せ！」

「……すいません」

　ポカポカと殴りつけてくるその手をそっと押し返す。めんどくさい。酔っ払いは嫌いだった。そこで、ふとガチャを見る。気にはなるが……少しぐらい目を離してもよかろう。

「それで？　あんた、何を読んでるんだよ」

「これですか？　カードの情報誌です」

　問われ、自分の読んでいたボロボロの雑誌を見せる。表紙には大きく、〝世界の超絶最高レアリティカード集〟と書かれていた。

「……バトルカードの紹介雑誌か。それも、ＵＲ……最高ランクのウルトラレアやスーパーレア専門の」

「ええ。と言っても、詳細なデータはほとんどなくカード画像もイメージで描かれた粗悪なものですけどね」

　バトルカード、とはガチャから出現する戦闘用のカードの総称である。コールすればそのカードごとに特殊な能力を有した戦士たちが飛び出してきて、持ち主の意思に従い戦ってくれる。人間を遥はるかに凌りよう駕がする力を持ち、今となっては世界の軍事を支配するカードたちである。当然ながらその能力は軍事上の機密であったりすることが多く、一般に広く知られていることは稀まれだ。

　また、それらには労働ガチャで出てくるカードたちと同じようにレアリティが存在し、最下位のランクＮからＲ、ＳＲと続き、そして最高ランクがＵＲとなっている。

　ただし、労働ガチャにはその上に君臨するゴットカードという異例があるが。

「へえー、アンタこういうのが好きなのか。なるほど、バトルカードマニアさんってわけか……。どれどれ、ええと、このカードは？」

「……【剣の乙女おとめ】。バトルカードでも最高峰の力を持ち、また相当に有名なカードです」

　雑誌を覗のぞき込んだ手ぬぐいに、開いていたページに書かれていたカードについて質問され、アキトの声色が珍しく僅かな熱を帯びる。それは親しくない人間にはわからないほどの小さな変化だったが、アキトの口調は心持ち早口になっていた。

「世界大戦の折に、最後までこのヒナト本土防衛のため戦い続け、最後には沢山の民を救って倒れたと言われるカードです。そのスキル、〈光輝湛たたえし星の聖剣〉は世界一有名なスキルと呼ばれ、一軍をも一薙なぎで滅ぼす威力だとか」

　そう言うと、今までに何百回と見続けたそのページを愛いとおしそうに撫なでる。そこには、美しい装飾の施された銀の鎧よろいを身にまとった女性が輝く剣を掲げている絵とともに、判明しているそのデータが書かれていた。




【剣の乙女おとめ】

ＡＰ：３５０００　ＤＰ：３５０００

民を導きしかの乙女、輝く聖剣を手に永と久わにその護まもりとなるであろう──今は亡き王国の伝説




「……なんなんスか、このカードの名前の下に書かれてる、えーぴーとかでぃーぴーって」

　手ぬぐいの逆側から雑誌を覗のぞき込んだネズミが訪ねてくる。

　アキトは煩わしさを感じた様子もなくそれに答えた。

「ＡＰとは、そのカードの攻撃力です。ＡＰ１が成人男性一人分の能力ぐらいって言われてます。つまり、このカードは俺たちの３万５０００倍の力を持ってるってことです」

「３万５０００倍!?　こんな可愛かわいい女の子がっスか!?」

　ネズミが驚きよう愕がくの声を上げる。それはそうだろう。バトルカードが恐ろしく強いことは誰でも知っているが、こんな可愛らしいカードがそれほどの力を持っているとは普通は思わない。

「と言っても、これらはただの目安で、単純にそうってわけじゃないらしいですけどね。まあ人間が万単位で束になっても敵かなわないのがＵＲなんで、その中でも強いとされるカードならこれぐらいはありますよ」

　少し嬉うれしそうにアキトが返す。

　このカード、【剣の乙女】はアキトにとって憧れのカードと言っていい。

【剣の乙女】は〝六姫戦記〟と呼ばれるシリーズの一枚で、設定上は一国を治める〝姫〟であり、他に【槍やりの聖女】【盾の芳紀】などいずれも強豪ＵＲである同シリーズのカードが存在する。

　バトルカードにはそれぞれ背景を同一とするシリーズという枠組みが存在し、その種類ごとに、所属するカードが機械であったり人間であったり、はたまた天使や悪魔、さらには凶悪な化け物であったりと多岐にわたるのだ。

「はー。単体でそれだけの力を持ってりゃ、人間の兵士が３万５０００人いるより凄すごいかもなあ。なるほど、人間同士による戦争が途絶えるわけだ。こんなのが飛び込んでくるんじゃ、馬鹿らしくて兵士なんかやってられんぜ」

「まあ、とはいえ彼女たちを使うのも人間なんですけどね。カード単体では大した力も発揮できないとか。人間がうまく操作して、初めてその真価を発揮できるらしいです」

　バトルカードは、自分の意志ではたいしたこともできない。それをマスターと呼ばれる持ち主が操って指示を出すのである。

　あくまでバトルカードは人を助けるもの、戦いは人間の意志によって起こる。

「でも、戦争で倒れたんでしょ？　もう世界には無いんすか、このカード」

「馬鹿、お前知らないのか？　バトルカードにも有効期限ってもんがあって、それが切れるか倒されるとまたガチャに戻るんだとよ。記憶も怪け我がも全部まっさらになってな」

　とぼけたことを言うネズミに手ぬぐいが教える。労働ガチャからはバトルカードが排出されないので馴な染じみがないとはいえ、この世界の人間にとってそれぐらいのことは常識だ。

　バトルカードとはたとえ倒れても、転生するように再びガチャに舞い戻り、次のマスターに引かれてまた戦いに挑む永遠の存在なのである。

「はー、じゃあこんなとんでもない存在が今も世界の何ど処こかにいるんスねえ……。なんかあったら即死じゃないすか、俺らなんて。怖いなあ」

「そうですね。今も世界の誰かがこのカードを手元に保有しているんでしょう。今まさに戦っているかもしれない。これを見ていると、そういう世界の息づかいみたいなのを感じられて好きなんです」

「ふん……まあ、天上のお話だな。それこそ、この国を支配するレベルの人間の話だ。こいつを手に入れるには数億……いや、それこそ兆レベルの金が必要になるかもしれん。ほとんど生活費に使っちまって、年間１００万ＧＰも貯ためられない俺達にゃ縁のない話さ」

「……そうかもしれませんね」

　手ぬぐいの言葉にアキトが抑揚のない声を返す。

　どのようなカードでも等しくガチャから排出されたという女神到来期でもなければ、このようなカードは一般人が手にできるものではない。

「まー俺たちのガチャにはゴットカードっつー夢が入ってるっすから、そんなカードどうでもいいっすけどね。まあ、今期はもう出ちゃったけど……あれ？」

「あ？　どうした？」

　言いつつガチャを覗のぞき込んだネズミが声を上げる。安酒をちびちびとやっていた手ぬぐいが声をかけると、ネズミは残りのカード残数が表示されている画面を見ながら言った。

「いや、ガチャが回ってるんスよ。今期は、もう当たりのゴットカードが出たのに。それどころかめぼしい当たりもほぼ出ちゃってんのになんでだろ。カード残量がかなり少なく……うおっ!?」

　そこまでネズミが言ったところで、いきなりアキトが勢いよく立ち上がった。

　大柄の彼が急に動くと、ちょっとした威圧感がある。驚きの声を上げたネズミに、アキトは見たこともないぐらいの勢いで詰め寄った。

「……当たりは、何が残ってますか」

「えっ……えっ!?」

「当たりは、何が残っているかと聞いているんです！」

「ひゃあっ！」

　アキトに肩をゆすられて、ネズミが悲鳴をあげる。驚いた手ぬぐいが横合いから助け舟を出した。

「じっ、自分で見りゃいいじゃないか……ああ、いい、ちょっと待て、どれどれ……。……〝秘書カード〟だとよ！　あと残ってる当たりは、ランクＳＲの〝秘書カード〟とかいうやつだけだ！　カード残数は……３００００ほど！」

「っ……」

　その言葉を聞くやいなや、アキトはぱっとネズミを放し、慌てた様子でプレイルームを駆け出していった。

　その姿を、二人は呆ぼう然ぜんと見送る。

「……なんなんすか、あれ……？」

「さあ……」

　一方、部屋を飛び出したアキトは、慌てて自分の部屋に向かう。

　しくじった、話し込んでる場合ではなかった。もう時間がない。事が動き出したのだ。

　すなわち、この自分も勝負をすべき時が来たのである。

　廊下を駆け抜け、自室の扉についたチャチな鍵を開け、薄暗い自室に飛び込む。その奥側、狭いベッドの下を覗のぞき込むと、引きずるようにして手提げ金庫を取り出す。

　慌ただしい動作でちゃちな錠のナンバーを合わせそれを開くと、中からは今までアキトが貯ためたチケットのその全部、実に３０００枚ほどが姿を見せた。

「…………」

　学校を出て、十代で働き始め幾年月。夢を持つようになって幾年月。来る日も来る日も、いつかのために貯め続けたチケット。

　それを、使う日が来たのだ。

「……よし、いくぞ」

　それら全部を両手に掴つかみ、部屋から飛び出す。

　もう時間との勝負だ。狭い廊下を駆け抜けて、再びプレイルームに急ぐ。

　アキトが息を切らして戻ってみると、そこにはもう誰も居なかった。

（好都合だ。ガチャに集中できる）

　そのまま、どっかとガチャの席に座る。祈るように画面を確認すると、そこにはほとんどが残数０になった当たり表示の中で唯一、まだ１という数がついたＳＲ……秘書カードの項目が輝いていた。

（秘書カード……秘書カード！　これこそが、俺の欲しかった一枚。俺が引くべき一枚！）

　秘書カード、それはキャラクターカードの一種である。

　コールすれば、中から自分専属の秘書が飛び出してきて、効果終了までの一年間、持ち主を補佐してくれるというものだ。

　たいそう有能なカードらしいが、だがその主用途は別のところにある。

（そう、秘書カードの一番の用途は……〝カンパニー〟設立に必要だということだ）

　カンパニー。その名の通り企業のことであるが、この世界では意味合いが少し異なる。

　この世界においてのカンパニーとは、その土地や地方、ひいては国すら支配する存在のことを言うのである。

　女神が到来した直後、ガチャは一種類しかなく、また引くためにチケットなども必要なく、そこからはバトルカードを含んだすべてのカードが排出されていたらしい。

　つまり回すことさえできれば、何の力も持たなかった者がふとした瞬間に強大な軍事力を持ちえたわけであり、それを抑え込もうとした旧支配者、王や貴族というものはまたたく間に駆逐されてしまった。

　そうして運良く強大なカードを引いた者、もしくはカードを操る技術の巧みな者たちがそれに取って代わるが、それもやがて、より強大な使い手が現れれば倒される。

　目まぐるしく変わっていく支配者たち。戦いは尽きることがない。人々はその終わりの見えない争乱に辟へき易えきし、戦うしか能のない支配者たちにもうんざりし始めていた。

　そんな時代にやがて台頭してきたのが、女神のもたらした知識や技術を元に新たなる道具を作り上げて世に広め、産業革命を生み出した者たち……すなわち、企業経営者たちだったのである。

（農業、工業、建築、造船……あらゆる分野で活躍した彼らは秩序の中で儲もうけを出そうとする論理的な思考を持つという理由もあり、地位を高め、やがて彼らが世界を支配するようになっていったんだ）

　そうして力を蓄え発言力を持った彼らは、やがて女神との謁見にこぎつけ、彼女たちと交渉することでバトルカードを一種の隔離状態にすることに成功したのである。

　すなわち、バトルカードは〝カンパニーガチャ〟と呼ばれる特殊なガチャでのみ排出されるようにし、それを引くためには女神が用意した新たなる貨幣〝ＧＰ〟を必要とするようにしたのだ。

　カンパニーガチャは、企業の経営者にしか回すことができない。そして、国の覇権を握る戦いは企業同士による勝負で決める事となり、それは整備され、今日ではカンパニーＶＳカンパニー……ＣＶＣと呼ばれるものとなった。

　すなわちこの世界に於おいてのカンパニーとは、企業の経営者であり、領土の支配者であり、なにより戦国大名のようなものにあたる。そして、そのカンパニー経営者として自身を登録するためには、女神が用意した補佐役……秘書カードの所持が条件の一つとして定められているのだ。

（だが、秘書カードは高い……。それこそ買うとなれば一千万以上……下手をすれば、数千万ＧＰ単位の資金が必要になる）

　アキトは、過酷なわりにそれほど儲もうけがいいとは言えないこの仕事を続けながら、爪に火をともす思いで貯金を続けていた。その額はちょっとしたもので、無論それは自身がいずれカンパニー経営者として世に出て行くために稼いだ物だ。

　だがそのためには、秘書カードが必要不可欠。しかしそれを金で買ってしまえば自分の資金は大きく目減りしてしまう。それではカンパニー自体が成り立つか怪しい。

（だが……）

　改めてガチャを見つめる。そこには、たしかに秘書カードの表示が今もまだ灯ともっていた。

（……今、秘書カードを当てればそれが手に入る。俺も、カンパニー経営者として世の中に出ていけるんだ……！）

　この男、高たか槻つきアキトには夢がある。

　一国一城の主あるじ、カンパニー経営者として身を立て、バトルカードを握りしめ、そこをのし上がり、そしていつか夢にまで見たＵＲをその手に握る……それがアキトの夢だった。

　アキトの父は、重労働に従事する人間だった。そして重労働ガチャからは、重労働を補佐する〝労働支援カード〟が排出される。

　労働支援カードとはその名の通り、人々の労働を支援するカードである。使用すれば一定の期間、労働に必要な体力を補助したり技術や知恵を補佐したりしくれる。それは人々が少しでも楽に生活できるようにという女神たちの善意によるものだったのだが、しかし人はそれを悪い方に捉えてしまった。

　すなわち、〝なんらかの労働支援カードを手にした者は、ずっとその仕事だけをしていればいい〟という考えが広まり、他の職業につくことを否定する流れが生まれてしまったのである。

　さらに、このカードは手にした者のその子供にも引き継がれることが多い。

　そしてさらにその子供にも、またその子供にも……。今日この世界に表向き身分制度は存在しないが、そのせいで人が継いだもの以外の職業につくことは難しい。つまり事実上の身分制度であり、庶民は生まれでほぼ人生における立場が決まっているようなものだった。

　自分の人生を己で選択し、自分の欲するものを己の力で引き寄せたい。

　そのために毎日チケットを貯ため、金を貯め、娯楽も我慢しただひたすらに自分にその力を与えてくれるであろう、きらびやかなカードたちを夢想して日々を過ごしていたのである。

　とはいえ、アキトはガチャ運というものが壊滅的に悪い。たとえばガチャのランクは大おお雑ざつ把ぱに、ＵＲを当てれば人生が変わるほどの価値がついてくる。

　ＳＲはばらつきが大きく、ネズミが当てたような、しばらくいい思いができる程度のものもあれば、もっと数千万の価値を持つものも存在し、場合によってはその生活をガラッと変えてくれる規模のものもある。

　だがその下のランクＲともなればそれなりに馴な染じみのあるレベルとなり、普通ならば人生に百回単位、運のいい者ならば千回単位で当選する程度の価値となっている。

　だが、アキトの場合はそのランクＲすら、それなりに長い労働期間で実にたったの一度しか当てたことがなかったのである。

（……しかも、その一枚もなんかよくわからない変な生き物が出てくるカード……。街のカード買い取り店に持ち込んだら「いらない」と一言で突っ返された……）

　アキトにも、自分の運を信じてガチャに挑んでいた時期があったのである。だが、その結果は惨敗に次ぐ惨敗。やがてアキトの心は摩耗し、そして悟ったのだ……そう、自分には、恐ろしいほどにガチャ運がないと。

　そうしてアキトは諦めた。

　夢や秘書カードを、ではない。運でそれを当てることをだ。

　たとえば自分が何か高等なものを手に入れようと思うならば、それはガチャの最後の最後、その底の一枚まで引かねばならない、と……そう確信するようになっていたのである。

　そうして、アキトは時を待つことにした。ひたすらに貯蓄を繰り返し、チケットを貯ためる。来る日も来る日も、人が贅ぜい沢たくする日も、人が笑顔でガチャを回している日も、ぐっと唇を噛かみ締しめてひたすらにチケットと金を溜ため込んだ。

　いつか……そう、いつか自分の人生をかけた勝負をするためにだ。あの毎日必ず一枚引く、という習慣は自分の心がガチャから離れることを防ぐためだった。

　毎日、ガチャに関心を持ち続け、その状態を維持し、自分は時を待っているのだ、ということを忘れないようにするためだ。

　毎日毎日、必ず賞品の表示を確認する。毎日毎日、それに関わる。

　もしかして、そんな時はこないのではないか、と思う日があった。

　お前などがチャンスを拾えるものか、と叫ぶ心の声に心臓が痛くなる日もあった。

（……だが……だが）

　……時が、来た。

　勝負に挑む時が、やってきたのである。

（……長い長い期間を、待ち続けた……。すなわち……〝ガチャの目玉がほぼ出きった後、少ない残数で秘書カードのみが残っている状態〟を……すなわち、今を……！）

　今こそ、秘書カードを引くべき時だ。

　この条件が万が一でも整うのではないかと期待して、アキトは今日プレイルームに詰めていたのである。

　少し目を離して同僚と話し込んでいるうちにガチャが大きく動き出したことには焦あせったが、それもどうにか間に合った。

　今なお残数表示は動き続けている。世界の誰かが秘書カードを目指して自分と同じように貯蓄をつぎ込んでいるのかもしれない。

　秘書カードはＣＶＣへの登竜門。〝誰にでも等しくチャンスを〟という女神の意向の元、それはあらゆるガチャに仕込まれている。そう、使わずとも売れば相当の金額となるそれを狙うライバルが、世界の何ど処こかにいるのである。

　……そろそろ投入を始めるべきか。焦りが生まれるが、まだ始める踏ん切りがつかない。

　ガチャの残数は１８０００ほど。アキトの保有するチケットが３０００枚であることを考えれば、普通にいけばもう十分な勝算を持って挑めるところではある。

　だが、アキトはためらった。自分の運で六分の一を引けるだろうか。……おそらく無理だ。

　故に、待たねばならない。せめて、三分の一……つまり、残量９０００まで。

　その数の根拠は、何ということはない。アキトは四人以上のジャンケンで勝てた例ためしがないが、三人でなら辛うじて勝ったことがあるからである。〝運〟という不可視のステータスを理解するには、そんなくだらない理由を頼りとするしかなかったのだ。

（……まだ、出るなっ……出るなっ……！）

　ジリジリと心を焼かれながら、残量表示が減っていくのを見つめる。

　１４０００。１３０００。残量表示はみるみる減っていく。今にも秘書カードが出てしまうのではないか。自分は出遅れてしまうのではないか。

　いつでも投入を開始できるようにチケットを準備しながら、焦りを感じる。なにをやっている、飛び出せ。悠長に待っている場合か。このチャンスを逃せば、いつこんな事が起こる？

　それは、もっと何十年も先かもしれない。その頃には、自分は年老いて戦うなんて無理だろう。急げ、急げ。早くいけ……自分を信じてみたらどうだ。

（ぐっ……ぐっ……！）

　歯を食いしばって、心の声に抗あらがう。まだだ。まだ、早い。俺には、まだ遠い。

　それこそ、俺には最後の最後、その一枚を引くぐらいの覚悟で挑まなければ当たりなんて引けやしない……！

　残量の表示が回る。１２０００。１１０００。もう少しだ。心臓が拡大と縮小を激しく繰り返す。１００００。まだ秘書カードは出ていない。そうだ、出るな、それは俺のものだ──。

　……９０００。

「っ……」

　飛びつくように、チケットの投入を開始する。

　ガチャを引く仕組みは、至って簡単だ。専用の投入口にチケットを入れ、ボタンを押す。そうすると、少し時間が経たったあと排出口からカードが現れる。

　だが、実はこの〝少し時間が経って〟が曲くせ者ものだ。

　時間がかかるのは、おそらく各地で同時に回されているガチャ同士の整合性を取るために必要な時間なのだろう。間違って、複数のガチャから貴重なカードを同時に排出しないため。おそらくそのためだ。

　だから、同時に参加している人間が多いほど排出までの時間は長くなると思われる。そして、排出が終わるまで次のチケットは投入できないのである。

　よって、３０００枚を一気に消耗することはできない。ほんの数秒の話ではあるが、毎回待ち時間が発生する。一度に投入できるチケットの上限は、10枚。出るカードも10枚。それを、投入し、排出を待ち、出たカードを排出口からのける。

　アキトは、排出されたカードの確認などしなかった。排出口に手を添え、出たカードを即座に側そばの机に放り出しながら次のチケットを投入する。

　そう、確認など必要ない。欲しいカードは、一つだけ。そして、そのカードはガチャに排出の有無が表示されている。

　だから、手を止めるのはその表示が消えた、その時だけ。それでいい。

（来いっ……来いっ……）

　たった、五秒にも満たない時間。その時間で、チケットが10枚消耗される。

　10枚。アキトがその枚数を貯ためるのに、五日かかる計算だ。

　重労働ガチャは、その名の通り重労働への報酬なので、中身も他職業のものと比べてまあまあ良く、一日に配られるチケット枚数も多い。

　それでも、10枚はけして軽い枚数ではなかった。

（来いっ……来いっ……！）

　このチケットたちは、言わばアキトの命。人生そのものと言ってもいい。

　持たざるものが、持つものに変わるために研いだ牙。懐中の短刀、貧者の一矢。

　自分の人生を弾丸に変えて、古臭いリボルバーに詰め込むようなものだ。

　撃ち手はヘボだ、弾数で勝負するしか無い。

　残数表示が回る。自分一人で回すより遥はるかに早い。今まさに、自分と勝負している誰かがガチャの向こうに居るのだ。それも、相当の執念を持って。

　無限にあるかのように感じた手元のチケットがまたたく間に消えていく。ガチャの残量表示も止まることなく減少していく。８０００。７０００。６０００。まだ出ない。まだ出ない。……秘書カードは、まだ出ない。

（くそっ、どうなってるんだ……本当に、底の底にあるのかっ……）

　焦あせりがごりごりと体をせり上がってくる。ふと、横目で机に放り出された排出カードたちを確認する。どれもこれも、Ｎカード……価値のないカードばかりだ。やはり自分の運は駄目なままだと確認する。

　そしてその中には、相当数の重労働用の労働支援カードが含まれていた。

　アキトには、それらがこちらに語りかけてくるように感じられた。「おまえなどが、ここから抜け出せるものか」「おまえに似合いの場所はここだ」そう、物言わぬ声が響いてくるようだ。まるで、呪いのように。

　……弱い気持ちが生まれる。今、本当にここでチケットをこれ以上消耗していいのか。

　待てば、もっといいチャンスが来るんじゃないのか。こんなこと、本当に意味があるのか。

　それよりも、いっそチケットを売れば、それだけでちょっとした金額になる。売って素直に秘書カードを買う資金を貯ためた方が良かったんじゃないのか？

　今自分がしていることは、財産を捨てていることではないのか？　……愚かな。

（……違うっ！　勝負すべき時に、勝負しなきゃ一生このままだ……勝負しないやつに、夢なんて見れるか！）

　ぶんぶんと頭を振り、弱い考えを振りほどく。

　雑念を持つな。だが。

（……半分っ……半分ぐらい、使い切ったっ……）

　チケットの束は、すでに半分ほどになってしまっていた。ガチャの残数は……４０００。

　まだ出ない。

「っ……」

　身を焼かれる。ガチャと言う名の博ばく打ちに、身も心も焼かれる。

　ボロボロと、こぼれていく。自分のチケットが。

　長い長い時を、様々な誘惑に耐えることで初めて積み上げることが出来る己の集大成。

　努力の結晶、己の半身。己の持つ可能性の濃縮にして、未来への希望、夢への架け橋……それが……溶ける！

　溶けていく、ドロドロと。己の人生が、しみったれた生活への抵抗が。

　……燃える溶鉱炉のようなガチャに吸い込まれ、全て焼きつくされていく……！

「うっ……ああっ……」

　知らず、喉から嗚咽おえつが漏れる。

　涙が、流れそうになる。

　なんで、勝負などしようと思ったのだろうか。自分は間違ったのではないか。選択を誤ったのではないか。

　とめようにもとめきれない後悔が溢あふれ出してくる。

　それでも……回す。回し続ける。

　それしかないのだ、自分はこの道を突き進むしか無いのだと……折れそうになる心を必死で支え、不毛の荒野のようなガチャをひたすら回し続ける……！

　そうするうちに、ついにガチャの残数は１０００を割り込もうとしていた。

（……ここまで出ないとは、いっそ清すが々すがしいっ……。この秘書カードは、間違いなく性悪だっ！）

　心の中で、とびきりの悪態をつく。それでも回し続けるしか無い。10枚投入。そして、また10枚投入。そして……。

「っ……!?」

　次の10枚を掴つかもうとした手が、空を掻かく。驚いて、チケットを詰んでいたガチャの台を見ると……そこには、もう一枚もチケットが残っていなかった。

「なっ……。……嘘うそ、だろっ……チケット、き、れ……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。そんなバカな。こんなに早いわけがない。だが、たしかに積み上げていたチケットは全て消きえ失うせてしまっていた。

　……使い切ってしまったのだ。夢中で放り込んでいるうちに。

「……そん、な……」

　力なく椅子にもたれかかる。そんな。ここまできたのに。

　残数は、すでに５００もない。表示は今もどんどん減っていっている。秘書カードの表示も点灯したままだ。後少し……後、少し、だったのに。

「……負け、た……」

　虚空を見つめ、呟く。ガチャの向こうの誰かは、ライバルが減ったと気づいているだろうか。……悔しい。悔しい。悔しい。

　後、少し。後少しなのに。もう少し、入れる速度を加減していればまだ挑戦できたのに。

　……俺は、負けた。

　やはり、自分には当たりを引くなど無理だったのだ。

　あと、ほんの百枚ほどでいい。手元にチケットがあったならば、まだ可能性があったのに……。




『……もしかしたら、幸運が残っているかもしれないしね……』




「っ！」

　何かを思い出し、はっと身を起こす。

　慌てて胸ポケットを探る。

　そこには……お守りとして持っていた、鈴すず木きの残したあのチケットが詰まっていた。

（……鈴木さんの残してくれたチケット……万が一、何かの事情で戻ってきたら返そうと思っていたものだが……）

　それは、ひどくよれよれになったチケットの束だった。

　あちこちに汚れが目立ち、シワや破れもある。泥がこびりつき、どれも綺き麗れいには並ばない。

　あの気弱な鈴木が、毎日毎日、少しずつ祈るように溜ため込んだものだ。

　……間違いない。今が、これを使うときだ。

「……使わせてもらいます。鈴木さん」

　軽く空を見上げ、呟つぶやく。神の世界がそちらにあるのかは知らないが、今は関係がない。

　そのチケットを10枚単位に分け、放り込む。残数は、すでに１００を切っていた。

（……これでも出ないっていうんだから、とんでもない奴やつだ。引けたら間違いなく俺の力になるなっ……）

　そう己を鼓舞し、勢いよくボタンを押す。排出されたカードを放り投げ、さらに10枚。

　残数が、減る。90。60。40。20。もう時間がない。もう、あと一回投入できるぐらいしか時間がない。

　指が震える。先程まで簡単だった、チケットを掴つかむ作業がうまくいかない。どうにか掴み、投入口に放り込む。こんな時に限ってなかなか吸い込んでくれない。

　ようやく入りボタンが点灯したときには、もう、残数が……。

「……うおおおおおおおおおおっ!!」

　……叩たたきつけるようにボタンを押す。

　そして。

　アキトは、カードを、引いた。





　　　　４






「うわっ、なんすか、これっ!?」

　酒の買い足しを終え、プレイルームに戻ってきたネズミが悲鳴を上げた。そこには、机からこぼれ落ちたＮカードが一面に散らばっていたからである。

「うわっ、なんだこりゃ、Ｎカードだらけじゃないかっ……。どういうことだ、これ？　……おっ」

　続いてビニールの袋を下げた手ぬぐいが入ってきて、似たような反応を示す。カードを踏まないように注意して中に進み、そして、ガチャの席に座ったままかがみ込んでいるアキトに気づいた。

「……おいおい、まさかこれ、全部アンタ一人で引いたのか？　酷ひどいなこりゃ、ほとんどＮカードじゃないか。チケット、何枚放り込んだんだよ。……おい？」

　話しかけても、返事がない。不審に思ったネズミと手ぬぐいが顔を見合わせると、やがてアキトは彼らに背を向けたままボソボソと呟つぶやいた。

「……ずっと、思ってたんです。挑戦しても、多分無駄だって。……俺は、運が無い。人と同じレベルのものすら引けないって。俺は、屑くず運だ……やはり、ガチャは向いてないんだって」

「……あ、ああ……。ま、まあ、元気出せよ。ガチャなんてしょせん運じゃないか。落ち込むことないさ」

　どうやらアキトが爆死（ガチャで大敗することを人はそう呼ぶ）したらしいと気づくと、手ぬぐいはぬるい笑顔でフォローに入った。他人が爆死した時は慰めるのが普通だ。

　だが一方のネズミは、ニヤニヤと汚らしい笑顔を浮かべると小馬鹿にしたような声色で言った。

「まっ、そんなもんすよ。クズがいきなり大勝負したって勝てるわけがないんす。普通はね。まーあんたもこれに懲りたら身の程ってものを……」

「……でも」

　ネズミの言葉を遮り、アキトが身を起こした。

　そうして、嬉うれしげに、誇らしげに、抱きしめていたカードを掲げてみせる。そこには……。

「……最後に残った一枚を、俺は引けた。俺は……不運なんかじゃ、なかった」

　たしかに、ランクＳＲのカード……【秘書カード：金銭特化ＮＯ．３７１】と書かれたカードが握られていた。

「……うっ、うおおおおっ！　ＳＲカードじゃないか！　あんた、当てたのかよっ……」

「えっ、う、うそっしょ!?　俺でもＳＲなんてこの前の一枚しか当てたこと無いのにっ！」

　手ぬぐいとネズミがわっと飛び込んできてそれを覗のぞき込む。部屋の照明に照らされたそれは、たしかにＳＲの輝きをたたえていた。

「……」

　アキトは、鈴すず木きがゴットカードにしたように、そのカードを愛いとおしげに撫なぜた。人生初のＳＲ。己の人生の、相棒となるべきカードだ。




【秘書カード：（金銭特化）ＮＯ．３７１】

私ぃ、お金とかだぁ～い好き！　世界中の富が欲しいナッ！　──とある秘書カード




　そのカードには、わずかにそれだけの情報が刻み込まれていた。

　カードのキャラクターイラストの場所には、美しい銀髪の少女がこちらに向けて笑顔と共にウィンクを飛ばしている。可愛かわいらしい顔だった。

「……たしかに、最後の一枚を引くぐらいじゃないと自分には引けないと思ってたけど……。まさか、本当に最後の一枚とはね」

　そう、このカードはガチャの底の底。最後の一枚に埋まっていたものだった。ガチャのカード残数は見事に０を表示し、完全に沈黙している。

　アキトのチケットすべてを賭け、その上をさらに積み上げてようやく届いた女。なんて高い女だろう。それだけに、すでにアキトはそれに愛着のようなものを感じ始めていた。

「あ～も～……！　なんなんすか、もう……！　なにＳＲとか引いてんすか!?　これだけやって当たりを引かない、それが底辺ってもんでしょ!?　もー……白けるなあ……！　こんなん引けるなら、十分強運じゃないっすか！　あーもー鈴すず木きのウンコ野郎と同じぐらいむかつくっすよー!!」

　激発したようにネズミが叫ぶ。言っている内容は完全に屑くずだが、今のアキトには響かない。

「そうですね、馬鹿な勘違いでした。もう二度と俺は、自分を不運だなんて思いません」
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「……で？　それ、どうするんだよ。売れば結構な金になるんじゃないのか？　売って豪遊でもするのか」

　感心した様子で手ぬぐいが尋ねる。たしかに秘書カードは、売れば相当まとまった金額になるだろう。ＣＶＣに挑戦したい奴やつはきっとごまんといる。売るのはたやすい。だが。

「いいえ、これは売りません。自分で使うんで。……〝コール〟」

「えっ？」

　驚く二人を尻目に、何気ない動作でアキトは解放の呪文〝コール〟を唱えた。その瞬間、カードから閃せん光こうが放たれ、煙が漏れ出す。

　そうして、それが収まった後には……カードイラストと全く同じ小柄な少女が、目を瞑つぶったままそこに立っていた。

「うおおっ……。これが秘書カードっすか……！」

「…………」

　ネズミが感嘆の声を上げる。少女はやがて目覚めるように目を開けると、一同をくるりと見回し、少し思案げな顔をした後、突然に勢いよく右手を振り上げた。

「……いいいやっほう！　ご使用ありがとうございます、マスター！　私こそは、金銭特化秘書にしてお金の申し子！　あなたに巨万の富をお約束する、秘書カードの中の秘書カード！　その名もおおおおおっ……」

　そして叫んだかと思うと、くるくるとその場で回りだす。呆ぼう然ぜんと見守る一同の前でやがて回転を止めると、びしり！とポーズを取りながら、

「キャロル・オールドリッチちゃんでーす！　あなたの財布をぉ……ぶちぬくぞっ♡」

　と、飛び切りの笑顔で決め台詞ぜりふらしきものを吐いた。

「…………………………」

　真顔になったネズミと手ぬぐいが、ポーズを決めたままのキャロルと名乗った少女をじっと見つめる。アキトに関しては、相変わらず表情が読めない。

　誰も何も言わないまま時間が流れる。その冷たい沈黙の中、キャロルは、

（やべっ……滑った……）

　と、引きつった笑顔のまま心の中で呟つぶやいた。

「……なんなんすか？　これ」

「そこっ！　これ、とか言わない！　敬意と尊敬を込めて、キャロル様とお呼び！　キャロル様と！」

　呆あきれた声を出したネズミに、可愛かわいらしい声を張り上げてキャロルが吠ほえる。どうやらなかなかに愉快な性格をしたカードのようだ。

（さすが、ギリギリまで出てこようとしなかったカード。並じゃないな）

　アキトはころころと表情を変える彼女を見つめながら心の中で呟く。

　細身の彼女は銀色の美しい髪を後ろで編み込みおさげにしており、それが動き回るたびに猫のしっぽのように揺れる。

　ふわりとした藍色のトップスに（なんという種類の服なのか、当然ながらアキトにはわからない）、妙に短くふりふりと揺れるスカートを穿はいており、そこからは黒タイツに包まれた美しい脚がすらりと伸びている。

　目元は猫を思わせる僅かな鋭さを持っており、身長は、アキトの胸にとどくかとどかないかぐらい。おそらく１５０センチほどだろう。そして、ついでに言えば……その胸は、実に平へい坦たんであった。

「……え、嘘うそだろ……？　これが、秘書カードなの……？　こんなのが？　……これが、一千万以上するの？　マジで？」

「だから、これとか言うな！　失礼な奴やつらねー！　そのうち、経済的に追い込んでやる！　主に借金とかで！」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくネズミと手ぬぐいにキャロルがキレ散らかす。とりあえず煽あおり耐性はないらしい。だがやがて自分を見つめるアキトに気づくと、テコテコと歩いてきて笑顔で手を差し出した。

「はーい、マスター！　初めまして、さっきも言いましたが、キャロル・オールドリッチです。今日から期限切れの一年後まで、全力であなたを補佐しますね！　どーんと信用して、財布とか預金通帳とか内臓とか預けちゃってください！　どーんと！」

「ああ。よろしく頼む。……内臓？」

　そう答え、その手をにぎる。その手はとても暖かく、特別な感触を持っているようにアキトには感じられた。

　……自分だけの、秘書カード。夢の、入り口だ。

「俺の名は、高たか槻つきアキト。好きなように呼んでくれ。……俺のもとに来てくれて嬉うれしいよ。君を、歓迎する。ええと……」

「あはは、よろしくおねがいします、マスター。私のことはキャロルでもキャロでもお好きなようにお呼びを。……ちなみに、歓迎してくださるというのなら形としてまずはダイヤのネックレスでも買ってくれたら早速好感度が爆上がりできっと私たちいい感じになれるとおも」

「今はそんなにお金がないからとりあえず言葉だけね。本当にありがとう、キャロ。君は最高だ」

　なにか都合の良いことを言おうとしていたキャロの言葉を遮ってアキトが言葉を伝える。……こいつ、好きにさせたらやべえな、という感想を腹に隠しながら。

（あー、優しいけど財布の紐ひもはしっかり固いタイプかー。この手が一番攻略難しいんだよねえ。でも、いつかキャロルが貴方あなたの口座をカラにしちゃうゾ☆）

　キャロはキャロで、ニコニコ笑顔で物騒なことを考えている。つまりは、そういうマスターとそういう秘書カードなのであった。

「じゃ、行こうか。もうここには用がないし、辞表を出してくるよ。その後、大きな街まで出よう」

　そう言うと、アキトが歩き出す。

　その背中をとてとてと追いかけながら、キャロルが返事をした。

「はぁ～い！　ところで、私をコールしたということはぁ、カンパニー設立が目標～、で、宜よろしいんでしょうか？　ますたぁ」

「ああ、もちろんだ。まずは起業を目指す。よろしく頼む、キャロ」

「らじゃっ！　お任せください、なにしろ私は金銭特化の秘書カードですからねっ！　お金稼ぎは大得意っ!!　弱者からお金をだまし取ったり弱者から間接的に搾取したり弱者に自主的にお金を出させたりが大得意です！　もー頑張っちゃうぞ！　主に悪徳の方で！」

「……弱者からまくるのは程々にする方向で頼む」

　などと益体もないことを掛け合いつつ二人は行ってしまった。

　早々に気が合った様子の二人を見送り、ネズミが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「……なんなんすかねえ、あれ……」

「さあなあ……変わったやつだったからな。変わったカードと気が合うんだろうさ」

　同じく呆あきれた様子で手ぬぐいが返す。本当に変な奴やつらだった。

　だが……あいつらと自分たちとでは、これから生活が大きく違うものになるだろうということははっきりしている。

　自分たちは、これからも何も変わらない日常を過ごし、一方のアキトたちはまるで違う何かを始めるのだ。それが、少しだけ羨ましかった。

「……まあ、でもあいつ、この大量のＮカード忘れてったな。貰もらっちまうか」

「あ、そっすねー！　ほとんどゴミだけど全部売りゃ酒代の足しぐらいにはなるっしょ！　じゃあ、ありがたく……」

「ちょっと待ったぁー！」

　二人がそこまで言ったところで、出ていったはずのキャロが再び部屋に飛び込んできた。驚く二人を尻目に、凄すさまじい勢いで散らばっていたカードを拾い集めていく。

「あっ、ちょっ……」

「もーマスターったら大事なオゼゼの元であるカードを忘れちゃうなんてしょうがないなあー！　これはこのキャロちゃんがありがたくポケットにナイナイしてあげましょうねっと……うーん、安物ばっかり！　さてはあいつ、ガチャ運死んでんなー!?」

　などとまくしたてながら、キャロはあっという間にすべてを拾い集めると、

「ではでは、今度こそさらば！　せいぜい君たちはしょぼくれた人生を楽しんでくれたまえー。アデュー！」

　と言葉を残し、猛烈な勢いで行ってしまう。

「……ほんと……なんなんだ、あれ……」

　そうして、後には呆ぼう然ぜんと呟つぶやく二人だけが残された。




　──かくして、高たか槻つきアキトと秘書カードのキャロルは出会いを果たした。

　はたしてそれがどのような結果を生むかはまだ誰にもわからない。

　そう……たとえそれが、運命を司つかさどる女神だったとしても。
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　　　　１






「……おおー！　結構いい街じゃないですかー！　マスター!!」

　仕事を辞め、山を下り、バスと電車を乗り継ぐこと数時間。

　アキトとキャロは、この周囲でも特に栄えている街……鉱石車の街〝トヨマ市〟にたどり着いていた。

　綺き麗れいに舗装された道、行き交う沢山の人々、立ち並ぶ高層ビル、そして道路を通り過ぎていく多数の自動鉱石車。人口も数十万に上る大規模な都市だ。

　自動鉱石車、とは内部にエネルギー鉱石を組み込んだ四輪車両のことで、それと反応する液体を補充することでエネルギーを生み出し走行する仕組みになっている。

　この世界で一般的に車と言えばこの自動鉱石車のことで、今日では世界中で製造され何億という台数が存在し、それなりの収入があれば個人でも購入が可能な値段で製造されている（とはいえその新車は一台何百万ＧＰという値段で、アキトレベルがそう易やす々やすと買えるものでもないが）。

　アキトが採掘していたエネルギー鉱石〝シルヴァメタル〟を組み込んだモデルも多く、このトヨマ市には採掘されたそれらの鉱石を買い取り車を製造する企業が多い。

　特にトヨマ・カーズという現地企業は世界でも有数の自動鉱石車メーカーであり、この国の車、実にその半数をこの企業のものが占めるほどだ。

　このトヨマ市は、そのトヨマ・カーズの関連企業やその家族、そしてそれを当てにした外食産業などが入り乱れる、周辺でも特に栄えた土地なのである。

「ふんふん、道路はちゃんと舗装され、建物も多く、外食産業も盛ん……うへへ、こりゃあ金を絞りがいがありそうな街ですなぁ……！」

　周囲をキョロキョロと見回しながら、キャロがよだれを垂らしそうな顔で言う。

　どうやら、彼女にとって世の中は金を引き出すための金庫のようなものらしい。

「久しぶりに来たが、また随分と印象が変わったな。さすがに都会は移り変わりが激しい」

　見なかったふりをして、アキトが独りごちる。返事を求めたわけではないが、キャロは横合いから顔を覗のぞかせ、ちっちっち、と指を振ってみせた。

「やだもうマスターってば、そういう言い方、田舎者っぽいですよぉ？　まーカード化技術のおかげで、建物を建て変えるのは簡単ですからねえ」

　カード化技術。それも女神がもたらした奇跡の一つだ。

　ガチャから出現する品は、カードの形で出てくる。ならば、品をカードに封じ込める技術も当然ながら存在するのである。

　と言っても、それを人が己の力だけでできるわけではない。一定の水準を超えた企業が申請をすることで、女神から専用の装置が与えられ、それを使うことでカードに様々な品を封じ込めることができるのだ。

　たとえばそれを使って料理を封じ込めればコールされるまでそれは腐ることがなく、それどころか温かいまま取り出すことすら可能であり、家を封じればその後好きな場所にコールすることでその場所に建て直すことができる。

　わざわざ土地に人が行きそれを建築する必要はない、工場などで組み上げてカード化して持ち運び、建設予定地でコールすればいいのだ。

　とは言え、それには相応のコストがかかる。家や車といった高級品なら良いだろうが、日用品にまでやっていてはとてもではないが採算が合わない。故に、食料や日用品の大規模輸送というもの自体はきちんと機能している。

　もしかしたら、それも女神が人の仕事を奪わないために配慮しているのかもしれないが。

　……ついでに言えば、この装置では生き物を封じ込めることはできない。

　それができるのは、女神たちだけだ。

「で、マスターとしてはこの街でスタートを切るつもりなんですか？　カンパニー経営者として」

「ああ。そのつもりだが……どう思う？」

　無邪気な表情で訪ねてくるキャロに返す。アキトとしてはこの土地にこだわっているわけではないのだが、他にこれといった土地があるわけでもない。

　俺の秘書が（そう考えてアキトは若干照れた。まだ〝俺の秘書〟という表現には照れがある）反対するのならば、別の土地を捜すこともやぶさかではない。

「うん……悪くないと思いますよ。上がってくる収益も十分でしょうし、逆に良すぎてあまりにも競争が激しいってこともなさそうですし。まあ、そのあたりはこれから調べてみることになるでしょうが」

　思案顔で、キャロが答える。おそらく彼女の頭の中では、この市レベルならいくらぐらいの儲もうけを期待できるか、といった計算が忙しく走り回っているのだろう。

「でも、その前に……やらなきゃいけないことがありますよね？　ま・す・た・ぁ」

　ぼうっと彼女の横顔を見つめていたアキトに、突然こちらに向き直ったキャロが妙に甘えた声で言う。

　やらなければいけないこと？　なんのことだろう。

　思いつくことはいくつかあったが、どれのことかいまいちピンとこない。

「……何の話？」

　だからアキトは素直に尋ねることにした。するとキャロはフリフリとお尻を振りながら、

「やだっ、もうっ……マスターったら、私に言わせるつもりですかっ！　この、スケベッ！」

　と赤い顔をしてアキトの背中をバンバン叩たたいてきた。……意味がぜんぜんわからない。

「もう、だったら言っちゃいますからねっ!?　でも、言ったからって私のこと、イケない子だって思わないでくださいねっ！　だからね、……その、ねっ……私、見たいんです……マスターの……〝アレ〟を……」

　言いながら、モジモジと身をよじる。……なにを言うつもりだ？　アキトに動揺が走る。

　まさか、この子……。

「そう、アレ……マスターの、いちばん大事な物……、禁断のアレ……人には決して見せない、秘密の花園……マスターの……」

「おっ、おい待て、街中だぞ！　なにを言おうとっ……」

　周囲の道行く人々を見回しながら慌ててアキトが止めに入る。だが、キャロはそんなことお構いなしにアキトのお腹なかを指で軽くつつきながら、頬ほおを染めたまま言った。

「よ・き・ん・つ・う・ちょ・う……見せてください」

「……はい？」

　……預金通帳。預金通帳と言ったか。

　……なんという紛らわしい言い方を……。

「キャッ、言っちゃったあ！　もうやだ、私ったら！　いえ、そうそう見せられるものじゃないのは分かってるんですよ、でもほら、今後一緒にやっていくにはやはり残高を把握しておく必要があるというか、なんていうか、その運用も一緒に考えなきゃいけないじゃないですか？　それにそれに……！」

「いいよ、通帳を見せるぐらい。秘書に確認してもらうのは大事だろうし。はい」

「ヒャッハー!!　預金通帳だああああ！」

　どんよりした目で通帳を差し出したアキトの手から、キャロがそれをひったくる。

　そうして勢いよく飛とび退のくと、ハアハアと荒い息をしながら、アキトに背を向けてそれをぎょろぎょろと興奮した様子で舐なめるように確認しだした。

「おおおおっ……。結構、持ってんじゃねーか、アキトさんよぉっ……。はあっ、はあっ……へへっ、エロい通帳しやがってっ……。たまんねぇなあ、中身パンパンじゃねーかっ。ああっ、使ってやりてぇ……この溢あふれるような金を一気に散財してやりてぇなぁっ……」

（……大丈夫かなあ、こいつ……）

　その様子を見ながら、アキトが胸中でこぼす。なんなのだろう、この異様なまでの金への執着は。言っていることもやってることもどこの変態だと見み紛まがうばかりだ。

　しかも、それを愛らしい外見と声でやるのだからなんとも言えない。……秘書カードとは、全部こんななのか？

「はー……堪たん能のうしました。ほんと、よくその歳としでここまで貯ためましたねぇ！　相当我慢したんじゃないですか？　正直、鉱夫の仕事もそんなお給料よくないでしょうに」

「まあね。働き始めて、ほとんど何かを買った覚えはないよ。目標が、あったからな」

　少し照れて、そう答える。今まで人に貯蓄のことを話したことはない。笑われるのが怖かったからだ。「いつか起業するために貯金しています」なんて、なかなか鉱夫の身で人に言えるものではない。

　身の程知らず、と言われるのが関の山だ。

「ええ～？　とか言って、ここで一回がばっとお金を落としてるじゃないですかあー。何を買おうと思ったんですかぁ？　しかも、その後同じ金額戻しちゃってえ！　何かを買おうとして思い直したんでしょ？　ええー、おい、はっきり言えよぉ、オラオラ！」

「あっちょ……やめて!?」

　上気した顔のキャロが、がばっと背中からへばりついてきて、アキトの腹をわさわさ摩すりながら言う。なんだこれは。完全にセクハラではないか。

　気恥ずかしくなって、アキトが少女のような恥じらいの言葉を上げる。まさか世の中に通帳ハラスメントなどという行為が存在するとは夢にも思わなかった。

「中古車を買おうかと思って、結局我慢したんだよ……！　そろそろ通帳を返してくれ！　て言うか君、まさか持ち逃げしたりしないだろうな!?　秘書カードに資金持ち逃げされました、なんてことになったら俺は恥ずかしくて生きていけないぞ！」

「やだ、しつれーな。私はマスターを裏切ったりなんかしませんよ。そもそも、できないように設定されてますし」

　通帳をひらひらと振りながら、キャロが答える。

「私達秘書カードには、世界の基本知識を予あらかじめインプットされると同時に、いろいろとプロテクトがかかってます。まず、マスターは裏切れません。また、自分の意思でマスターから逃げることもできません。自分の意思でマスターに損をさせるような行為もできません。秘書カードは、その存在あるかぎりマスターの味方です。ただ、まあ……」

　そこまで言って、ニヤリとキャロが笑ってみせる。そうして、自分のスカートの裾をついっとつまんでわずかに引き上げたあと、

「私だけじゃなくて、私への行為にもプロテクトが掛かってます。具体的に言うと、過度の虐待、攻撃、及び性的な行為などが禁止されております。……だからぁ、幾ら私が可愛かわいすぎるからって無理やり押し倒したりしたら、その場で私は〝割れて〟しまいますので、注意してくださいね……ま・す・た・あ」

　と、煽あおるように言った。アキトは、わずかに顔を赤くして目をそらす。

〝割れる〟と言うのは、カードが破壊されることを言う。カードは普通、期限終了まで手元に存在するが、なんらかの理由で重大な損傷を受けた場合などは耐えきれずその存在が消えてしまうのだ。

　その場合カードはもう元通りには戻らず、女神の元に去り、またガチャに仕込まれるのだという。

「……シチュエーションカードとかとは違う、というわけか」

「ええ、あれはただの現象ですから。個人のあれこれはないです。ですが、私のような秘書カードは一個の人格を持ち自分で考え動きます。あれらと違い、都合で動きを止めたりなんてこともできません。ですので、女神は私達を守る保護をかけてくれてるわけです」

　キャロは自分の薄い胸に手を当てて誇らしげに言う。彼女にとって、自己を持つことには特別な意味があるのかもしれない。

「ああ、とはいえ、所詮はカード。ゆえに、使い捨てられるのも普通です。それも役目みたいなものです。ですので、何も同じ人間のように私を扱う必要はないですよ。私には、食事も睡眠も必要ないですし。……まあ、優しくしてくれれば嬉うれしいし、御飯を貰もらえれば美お味いしくいただきますし、マスターが私のためにたっっっっかいプレゼントをくれるなら大歓迎しますけどね」

　そういうと、またニッコリと微笑ほほえんでみせる。

「それに、私たちは割れれば記憶を全部失いますので。使い捨てられても、どれだけ傷ついてもそうすれば元通り、次の持ち主に握られるだけです。ですのでご安心を」

「……記憶を失う、か。聞いてはいたけど本当なんだな……じゃあ、もし君の期限が終わった後もう一度来てもらったとしても、もう俺のことは覚えていないのか」

「ええ、残念ながら」

　さして残念でもなさそうにキャロが言う。キャラクターカードには必ず期限があり、それを超えれば手元からは失われる。その時に記憶も消されてしまうのである。

「……寂しいもんだな。君たちは毎回忘れてしまうんだから」

「ええまあ、なにしろ、記憶を引き継いじゃったら前の持ち主の個人情報とかもついてきちゃいますしね。現在の持ち主に求められたら、私たちはそれを黙っていられないですし、それにほら、せっかく手に入れたのに、そのカードが前の持ち主を引きずってたりしたら嫌でしょう？　引かれたからには、その方に尽くすのが私達の使命。それにぶっちゃけ邪魔だし、記憶なんて残らないほうが良いですよ」

　特に思うところのない様子でキャロが言う。彼女たちにとって、それは当たり前のことなのだ。一年で記憶を失い、次に向かう刹那的な命。

　そう考え、なんだかアキトは悲しくなってしまった。

「……嫌じゃないのか？」

「いいえ、別に。そういうものですし。私としては、その時その時でお金と楽しく戯れられたらそれで満足ですよ」

　そう言うと、キャロは通帳をアキトに返した。

（……たった一年しか一緒にいられない、か。……なら、少しでもいい思いをさせてあげたいな）

　そう思いつつ、自分の命綱である通帳を大事そうにしまうアキトを見ながら、キャロが続けた。

「たしかに、資金の方、確認させてもらいましたマスター。一千万ＧＰ超えの資金、さっきも言ったとおり、その歳としにしてはたいした金額ですわ。私を引き当てた根性もご立派。ですが、その上で言わせていただくのならば……」

　アキトの顔をじっと見つめながら、キャロがそこで言葉を切る。

　何を言うつもりだろうか。ごくり、とアキトがつばを飲み込むと、

「……その金額で、今すぐＣＶＣに挑むのは無謀もいいとこですね。多分、半年以内に負けて全部失うことになると思います。生き残れる可能性は、まあ……10％あるかないかってとこじゃないですかね」

　と、キャロはバッサリと斬り捨てた。

「……えっ……」

　アキトに動揺が走る。……嘘うそだろ。ずっとＣＶＣを目指してやってきたんだぞ。

　そして、ついに夢の扉が開いたと思ったのに……10％？

　逆に言えば、半年後には自分のカンパニーが生きていない可能性が、90％……？

「……嘘だろ……？」

「残念ながら、本当です。はっきり言って、このヒナト国のＣＶＣに挑戦できる金額ではないですね。もっともっと貧乏な国の僻へき地ちなら十分でしょうが……多分、ここだとすぐに死ぬと思いますよ」

　にべもない。酷ひどい。

　……そこまで難易度が高いのか。この国でやっていくのは。

「まあヒナトは世界でもかなり裕福な方の国ですしね。それに、この世で貧乏人がお金持ちになろうとすることは、とても難易度が高いんですよ。残念ながら、資金としての一千万程度は小銭と言わざるをえませんね」

「……マジか」

　がっくりと肩が落ちる。どこかで、これから成功が待っていると確信している自分がいた。なにしろ、ついに念願の秘書カードを手に入れたのだからと。

　だが、まさかその秘書カードからこれほど厳しい現実を突きつけられるとは。

「……俺が、たとえば優れたバトルカードの操作技術を持つマスターだとしても？」

「優れた操作技術を持ってるんですか？」

　藁わらにもすがるつもりで言った言葉に、キャロが質問で返す。うぐ、と返答に詰まる。

　見み栄えを張ろうかとも思ったが、無意味なので素直に答えた。

「……実は、まだまともにバトルカードを持ったことはないんだ……」

「あら」

　キャロが、驚いた声を上げる。そう、バトルカードマニアのアキトは、だがまだバトルカードを持ったことがないのである。

　レアリティＮのカードならば、えり好みしなければ数万程度で購入できるので入手は容易だ。だが、アキトはどうせ手にするのならば初めてはＲ以上が良いと思っていた。

　なぜならば、Ｎのバトルカードはただ力が強いだけで独自の特性などを持っていないが、Ｒ以上ならばカードによってはスキルと呼ばれる特殊能力を持っているらしいからだ。

　様々な個性を持つカードたちの特別なスキル……。それは、アキトにとって憧れだったのである。

「……よくそれでいきなりＣＶＣ挑もうと思いましたね……。無謀すぎる……」

「うっ……」

　キャロの指摘にまた肩が下がる。このままでは肩が地面に触れてしまいそうな勢いだ。

　Ｎカードでもいい、それで練習を続けておくべきだっただろうか。だが、一年で消えるカードに投資をしていては今現在手元にある資金はもっと小さいものだっただろう。

「……だけど、誰だって最初はそうだろう？　最初は素人なんだ、でも皆それを乗り越えて駆け上がっていくんだ、いきなり実戦に飛び込むしか……」

「マスター。もしかして、〝ホルダー〟持ってなかったりします？」

　言い訳じみたことを言うアキトの言葉を遮って、キャロが尋ねる。

〝ホルダー〟。聞いたことがある。たしか、〝カードホルダー〟の略だ。マスターたちはそれを持ち、カードたちを保護するのだという。

　だが、それが今なんだというんだろう。

「あー……マスター、もしかしてそのあたり細かく調べずに目指してたんですか……。あー、なるほどなるほど、あんな山の中で仕事してたら世の中の情報から隔絶されちゃいますもんねえ。そっか、そこから説明が必要でしたか。すみません、秘書カードをコールするぐらいだから全部把握してるもんだと」

　キャロが、納得がいったという顔で頷うなずいてみせる。

　そうして、身を翻すと、

「よしっ、じゃあ最初にやることは決まりましたね！　マスター……まずは、最低限の装備を手に入れるところから始めましょうっ！」

　そう言い、理解の追いついていないアキトの手を引いて歩き出した。





　　　　２






　そして、それから数時間後。

「わー！　やっぱ小汚いけど、改めて見るとそう悪くない事務所ですね！　それなりの場所で値段がクソ安かったから決めたけど、なかなかどうして！　うんうん、必要十分！」

　とある雑居ビルの三階、まだ借り手募集の紙が貼られたままの賃貸オフィスにずかずかと上がり込むと、屋内を見回してキャロが嬉うれしげに言う。

　長い間使われていなかったらしきそこは、お世辞にも奇麗だとは言えなかったが、部屋が三つあり、生活するためのものは風呂以外が大体揃そろっていた。

　そしてなにより、賃貸料が月額８万ＧＰと割安だ。

「……ふう……」

　小動物のような素早さであちこちを確認して回るキャロを見つめながら、両手にたくさんの荷物を抱えていたアキトが小さくため息をつく。それに耳ざとく気づいたキャロが振り返った。

「あれ、どうしたんですかマスター？　ようやく自分のお城を手に入れたのに溜ため息ついたりして。なにかご不満ですか？」
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「いや、不満なわけじゃないけど……」

　そう言って、荷物を置きポケットから通帳を取り出し覗のぞき込む。そこに記されている最新の金額は、必死でため込んだその半分ほどになってしまっていた。

「……こんなにいきなり使うことになるなんて思わなかったからさ……。大丈夫なのか、こんなに使っちゃって？」

「しょうがないですよー、設備投資ってのはお金がかかるもんですし」

　と、キャロがあっけらかんと答える。

　そしてそう言うと、アキトがここまで必死に抱えてきたオフィス用品の箱をぽんぽんと叩たたいてみせた。

「私が仕事させてもらうにしてもどうしても、道具が必要ですからねえ。それに、カンパニーを立ち上げるには、秘書カードの私の他に事務所の登録が必要なんです。事務所としての体裁を作るための机に椅子に、あとマスターの生活用品。ほとんどは配達にしてもらいましたが、まあ１００万や２００万の金が吹き飛ぶのは当たり前ですよ」

「……事務所も、どうしてもこんな、それなりの値段がするところを借りる必要があったのか……？」

　キャロがアキトを連れていったのは、設備投資と称しての契約と買い物行あん脚ぎやだった。その一つであるこの賃貸オフィスの契約でも、敷金礼金諸もろ々もろでかなりのＧＰが消し飛んでしまった。なにしろ駅からまあまあ近い街中だ。それでもすぐに決まったのは良かったが、その後も必要なものの買い物巡りに数時間。

　キャロは店員を捕まえてとにかく値切りまくり、店員は頼むから帰ってくれと叫ぶ始末。側そばにいるだけで疲れ果ててしまったアキトが、どかっと汚い床に座り込む。それだけで床はわずかに軋きしんだ。危ない。大事に使わないと、底に穴を開けてしまうかもしれない。

「何いってんですか、これから世に出ていこうってのに田舎で縮こまってどうするんです？　私の方もいろいろお仕事させてもらうなら、やっぱり街中のほうがいろいろ都合がいいですし。それに、月額はそこらの貸家と大して変わりませんし。まあひとまずここが事務所兼マスターの自宅ということで」

「……家、か」

　改めて部屋を見回す。入り口を入ってすぐのここは、大きめの部屋になっている。道路に面した壁面には大きな窓が並んでおり、外から中が見えないように真ん中あたりが曇りガラスになっている。

　おそらくここに机などを置いて実務を行うことになるだろう。横には給湯室とトイレがついており、ひとまずの生活には困らなさそうだ。

　奥には扉が二つ。一つは応接室、もう一つはおそらく社長室などに使うもの。中を契約時に見たが、相当手狭ではあった。

　……ぱっとしない事務所。だが、ここが自分のスタート地点なのだと考えると、妙に良いものに感じられてくる。

　少し誇らしい気分になって、アキトは口元を綻ばせた。

「……マスター。もしかして、それ笑ってます？」

　突然キャロがアキトの顔を覗のぞき込み、不思議そうな顔をして訪ねてくる。……近い。

　この子の距離感にはまだ慣れない。

「え、笑ってるけど……どうして？」

「いえ、全然顔色が変わらないのに口元だけ歪ゆがんでるんで、そうなのかなって……。へー……それがマスターの笑顔なんですか……」

「………………」

　ぐさり、と言葉が胸に刺さる。それはアキト自身も気にしていることだった。

　なにしろ顔色が変わりにくいのだ。自分では普通にしてるつもりなのだが、外からはその変化が読み取りにくいらしい。子供の時からそうで、よく怖がられたものだ。

「……ダメか？　カンパニー経営者として」

　もっと愛想がないとダメだろうか。不安になって尋ねると、キャロはニッコリと笑って、肯定を返してきた。

「いいえ、アリかと思いますよそういうのも。ポーカーフェイスの社長ってのも良いいもんです。第一、ＣＶＣでバリバリ戦うのならそのほうが威圧感ありますし」

「そうか。なら良いんだ。……けど、やっぱり本当に一千万程度は小銭なんだな……」

　改めて残高を思い起こす。

　まだ用意したのは基本的なものだけだ。これから一枚何百万とするバトルカードも用意することを考えると、実に心もとない。ふう、と思わず溜ため息が漏れる。

「もー、マスターってばまた！　無駄遣いしたならわかりますけど、必要なことにお金使って溜め息つくなんて、それは悪い溜め息ですよ！　起業家のすることじゃないです！」

　腰に両手を当てて、ふんと鼻を鳴らしてキャロが言う。

「これから、手持ちのお金を燃やして、より多くのお金を錬成するという大錬金術をやっていくんですからね！　いちいち種銭を惜しんじゃ駄目です！　ねっ！　俺は、ここに城を構えた一国一城の主あるじだぞ！　そう考えて、どーんと胸を張ってください！　それが、結局あなたを人から舐なめられない人物にしてくれるんですよ！　ねっ、社長！」

「……ああ、そうだな。たしかに君の言うとおりだ。頑張ろう……！」

「わー、凄すごい、カッコイイですよ、社長！　それでこそ私のマスターです！　素敵ー！」

　わーっとキャロが盛り上げて、アキトがおだてられるままに拳を握りしめる。ニコニコ笑いながら、キャロは胸中で（チョロイ……）と、ほくそ笑んでいた。

（いやまあ、どうしてもって言うならもっと田舎の事務所でも良かったんだけどね。それじゃ後々面倒だし、なにより私が退屈しちゃうわ。田舎のやっすいエリアで、期限切れまでほそぼそと縮こまるなんてゴメンだし。近くに美お味いしいスイーツのお店も宝石店もないなんて、キャロちゃん退屈で死んじゃうゾッ☆）

　どこまでも私欲まみれの秘書カードであった。もちろんそれだけではなく、今後仕事をしていく上でここがベストと判断したからではあったが。

「それで？　何より高かったあの〝カードホルダー〟はどうすればいいんだ？　合い言葉がどうとか言ってたけど」

　買い物の途中で、アキトは〝ホルダーショップ〟と言う店にも連れて行かれた。

　そこで、契約金と周辺機器がどうとやらで、さらに百万単位の金をむしり取られたのである。その上、月額使用料をひと月で10万ＧＰも取られるというのだから、貧乏生活を続けてきたアキトにとっては心臓が止まる思いだった。

　そんな大買い物だというのに、ほとんどキャロがギャーギャー騒いで決めてしまったので、アキトにはそれに対する理解が追いついていなかったのである。

「お、たしかにその説明をしなくちゃいけないですね。ふっふー、じゃあ起動の合い言葉を唱えてみてください。〝ホルダー・オン〟って」

「……〝ホルダー・オン〟」

　言われるままに唱えてみる。すると、目の前に小さな光が灯ともったかと思うと、ボン、と音がしてアキトの眼めの前にハードカバーサイズの本のような物が現れた。

「うおっ……」

　驚いたアキトが後ずさる。すると、宙に浮いたそれも同じ距離をキープしてついてくる。

　いくら離れようとしても決して離れていかない。呆あつ気けにとられたアキトに、ニコニコ笑顔のキャロが説明した。

「それがホルダーです。それはもう契約が続く限りマスターの命と繋つながっていて、あなたが命じれば現れ、消えろと念じれば自由に消せます。そこに収められるカードの枚数は、無限！　そして、このホルダーの中に収められたカードはマスター以外の他の誰にも取り出すことはできません！　貴方あなたのカードを窃盗などから守ってくれる、最高の守り番みたいなもんです！　今後、あなたの命綱となるものなので大事に使いましょう」

「……凄すごいな。これも女神の奇跡か」

　ホルダーショップは女神と契約した企業が経営していて、書類などを提出しこれを結んでくれたのだという。バトルカードを使う者にとってはいわば必須級の代しろ物ものなのだが、アキトがこの存在に詳しくなかったことには理由がある。

　この世界には、通常の通信手段として電話こそあるものの、その他、人間が使用できる広域放送媒体としてのテレビやラジオが存在しないからである。女神がもたらした技術の中に、それがなかったからだ。

　紙媒体、新聞や雑誌、書籍というものは存在するが、それらもあまり活発ではなく、一部でほそぼそとやっている程度。人々にとって第一の娯楽と言えばやはり神の世界を映し出す奇跡〝ゴッド・ヴィジョン〟で、人々はみなそれが好きであったが、女神たちはそこからあまり人間の世界の情報は発信しない。

　あくまで自分たちからの知識や芸術を贈り物とするだけで、地上に関わるものをあまり一般人に宣伝したりはしないのである。

　ゆえにこの世界の人々は情報というものが狭い地域で寸断されていることが多く、またアキトの場合、鉱山の仕事は逃亡阻止のために外出制限が厳しかったためますます情報から隔絶されていた。

　そのせいでアキトは〝ＣＶＣには秘書が必要〟という断片的な知識を元に最初にそれを手に入れようとしていたのだ。

「……しかし、カードを安全にしまえるだけでこの金額は高くないか？」

　自分の空っぽのホルダーをぱらぱらとめくりながら、尋ねる。

　当然の疑問であるが、キャロはふるふると首を振ってみせた。長い編み込みおさげがその動きに合わせて左右に揺れる。

「いえ、バトルカードはＳＲクラスになれば一枚で一千万ＧＰ単位、良いものなら億単位したりするのでそれに比べれば激安だと思いますよ。でもまあ、それはホルダーの機能の一つに過ぎません。他にも、ものすごい機能がいろいろ付いてるんですよ。たとえば……」

　そう言うと、キャロは隣にやってきてアキトのホルダーを横合いから操作し始めた。

　このホルダーは秘書カードなら共有して操作できるらしい。キャロはホルダーをパラパラとめくり、やがてページが画面のようになっているところを開くと、細い指であちこちを操作し始めた。

「ほい、ほいっと……ほら、こちら」

「……おおっ……！」

　画面が幾度か切り替わり、やがて〝カード・トレード〟というタイトルがついている画面で止まる。

　そこには、アキトが小躍りするような様々な情報が並んでいた。




売り　バトルカード　ランクＲ量産型カード【アクス・ウォリアー】

ＡＰ：３８００　ＤＰ：２８００　残り有効期限11カ月

希望取引価格　２１００００ＧＰ

備考　定番として人気のある量産型カードです。美品・未使用。




買い　バトルカード　ランクＵＲユニークカード【大陸覇王ギガンティア】

データ不明

希望取引価格　要相談

備考　もし売ってもいいという方がいたら連絡をください。




売り　スキルカード　【ウルトラ・グレート・ハイパー・アルティメット・グレーテスト・キャノン】

希望取引価格　50ＧＰ

備考　いい加減誰か買ってください。お願いします。




売り　バトルカード　ランクＳＲ量産型カード【ＣＩ３７─１　ブラックモア】

ＡＰ：１０６００　ＤＰ：１２０００　残り有効期限　８カ月

希望取引価格　９４０００００ＧＰ

備考　ご存ぞん知じ、硬さが売りの定番量産型カードです。大きさは17ｍほど（ビルの三階か四階ぐらいです）。量産型ということで、同型機に慣れた方ならすぐに扱えます。

動きはやや鈍重ですが武装は大型チェーンガン、振動トマホーク、バルカンなど取り回しの良いものが揃そろっており、強盗団、海賊と言ったものへの備えとしても十分かと。




売り　秘書カード　【秘書カード（お色気特化）１３３】

残り有効期限10カ月

希望取引価格　８２０００００ＧＰ

備考　せっかく買った品ですが、お色気特化を持つと仕事が手につかなくなるという噂うわさが気になってコールできません。泣く泣く手放します。

強きよう靭じんな精神力を持つか、もうすでに駄目な人、買ってください。




「……これはっ……まさか……！」

　ずらずらと並んでいる売りと買いの表示を、アキトが食い入るように見つめる。

　ふふ、と笑うと、キャロは得意げに説明を始めた。

「ええ、そうです……これは、ホルダーに搭載された、カード・トレード機能。世界中のホルダー所持者たちが、自分のカードを売ったり買ったりする場所です。なにしろガチャは不安定ですからね。こういう場所で人から買うのもアリかと」

「すっ……すごい……！」

　素直にアキトが驚きの声を上げる。

　今まで、アキトがカードを直接目にしていたのは街にあるカードショップだけだった。そこに置いてあるのも、レア度Ｎの決して強いとはいえないカードばかり。

　もっと強力なカードを扱う店がどこかにあるのだろうと思っていたのだが、まさかこんな方式でそれを行っていたとは……！

「ずるい！　世の中の金持ち達は、こんないい思いをしていたのか！」

　画面をスクロールすれどもすれども尽きないカードの情報。知っていたカード、知らないカード、種類すら知らなかったカード……。

　ここで、世界中のホルダー所持者たちが今この瞬間、リアルタイムで盛んに取り引きを行っているのだ。まさしく情報のるつぼ。素晴らしい……まさしく、アキトの欲していた環境がそこにはあった。

「……えーと、まだ説明があるんですが……あの、マスター？　聞いてます？」

　お気に入りの玩具おもちやを手に入れた子供のように目を輝かせて、忙しげにホルダーの画面を動かすアキトにキャロが言う。

　するとアキトは「あ、ああ、聞いてる聞いてる」と生返事を返したが、その目は画面に張り付いたままピクリとも動かない。……本当に子供か、こいつは。

「もう……そんなにそこが気になるんですか？　何かわからないことがあれば答えま……」

「これ、有効期限が書いてあるけど、ここを通してバトルカードを買った場合はその有効期限も引き継ぎなのか？　キャラクターカードの有効期限が一年とかなのは知ってるが、マスターが変わっても引き継ぎってことか。それとスキルカードはこれ期限が書いてないが無期限なのか？　あと量産型カードは出した場合カードごとの人格とかはどうなってる？　スキルは？　あと記憶は？　取り引きしたカードがダメージを受けていた場合はどうなる？　それとこのお色気特化秘書っていうのはどうお色気特化なんだ？　何か問題が？　正直この値段で買えるなら博ばく打ちをせず買うという線もなくはなかったなと少し思ってるんだが。いやもちろんキャロ、君に不満があるわけじゃないよ。俺はこの事を知らなかったわけだし、まあしょうがないんだけどね。あと……」

「……だああああっ！　一気に聞いてくるな!!　このカード馬鹿！　ステイ！　カード馬鹿、ステイッッ!!」

　ホルダーを大事そうに抱えてその画面をチラチラ見ながら、アキトが飛びつくようにまくしたてる。ぐいぐい接近してくる顔を両手で押し戻しながら、キャロが悲鳴をあげるように叫んだ。

「あ、すまん、つい興奮してしまった……。いや、ほんと凄すごいなこれは……。一生手放したくないぞ、これ……。もうこれがなかったら、俺は死ぬかもしれん……」

　実感のこもった声で言う。言った後で、ふと自分が失敗したあとのことを想像してみる。

　ホルダーの月額使用料が払えずこれを失い、キャロは期限切れ。泣く泣く鉱山に戻り、いつかまたそれらを手にする日を夢見て日々ボロボロの雑誌を手にガチャを回す……。

　そのリアリティがありすぎる未来予想図に、思わずゾッとした。

「大げさな……いくつかお答えしますね。まず、秘書カードやバトルカードなんていう、キャラクターカードの期限は排出された瞬間からコールしてなくても減り始め、持ち主が変わってもそれは引き継ぎです。ただし、持ち主が変わった瞬間、記憶は完全に消えますので安心を。そしてそのとおり、スキルカードは無期限。なので、投機の対象になったりもします。ついでに言えば、マジックカードという分類もそうです。量産型がどうとかは、あらためて説明します。あと、お色気特化ですが……」

　こほん、とキャロが咳せき払ばらいを一つ。

「……なんだか、凄すごく扇情的な外見をしていて、お仕事でうまくいくと一枚ずつ服を脱いだりするそうです。とはいえ、秘書カードは保護が効いてますので脱ぐと言っても大したレベルじゃないでしょうが」

「……ああ、そういうやつか……」

　なるほど。どうやら自分にはキャロのほうが秘書として向いていそうだ。

「言っときますけれども、私は脱いだりしませんからね。そんな安いカードじゃないです。……まーもっとも、マスターが私に一億ＧＰほど課金してくれるならやぶさかではな」

「うん、それは期待してない。それで？　他になにか機能はないのか？　もっといろいろできるのか？」

　こほん、と咳払いを一つしてまた何かろくでもないことを言おうとしたキャロに食い気味で質問を続ける。そんな反応に対して、ややあってにこっと微笑ほほえむと、キャロはアキトのほっぺを摘つまみ、むにゅっと引き延ばした。

「……え、なに？」

「ちょっとは私が脱ぐってところに興味を示してください、マスター」

「あっ、すみませんでした……」

　笑顔のままゴゴゴゴと怒りのオーラを放ちこちらのほっぺをぐにぐにするキャロに、されるがままになりながらアキトが詫わびを入れる。……秘書カードはマスターに反抗できないんじゃなかったのか。

「まあいいです、続けます。いいですかマスター、ホルダーには、その他にも持ち主の保護機能がついています。表紙の部分を見てください」

「表紙……？」

　言われて、ホルダーを一度閉じて表紙を覗のぞく。

　すると、そこには〝カードホルダー〟というタイトルの下にＬＰ：１００という謎の数字が表示されていた。

「……なんだこれ？」

「そのホルダーのＬＰです。ライフポイントの略。それが０になるとそのホルダーは粉々に砕け散り、中に入ってるマスターのカードはあたりに飛び散っちゃいますので気をつけましょう」

「えっ……！」

　なんと。外的な要因でこのホルダーは破壊されてしまうのか。

「じゃ、じゃあホルダーを出さずにいれば安心なのか？」

「いいえ。そのＬＰはマスターの体も守ってくれています。ですので、マスターがそれ以上のダメージを負ったらホルダーを出してなくても破壊されます。……というか、そっちが本命というか……。強烈なバトルカードたちの戦いに巻き込まれたら、人間なんて一瞬で蒸発しちゃうでしょ？　それから守るためにあるんですよそれは」

　ああ、と納得がいった。

　つまりは。

「……マスター同士が戦うときは、このＬＰを互いに守り合うわけか。失えば、手札を無くして負け、と……こういうことか」

「そう、そのとおり。察しが良いいですね」

　ニヤリと微笑ほほえんでキャロが言う。

「世の中には、いきなりカードで人を襲うようなヤバいやつもいますからね。そういうのからそのＬＰは命を守ってくれるってわけです。どうです、数百万の契約料と高い使用料の価値は余裕であるでしょ？　命に保険がつくんですから」

「……たしかにそうだが、この１００はどれぐらいの価値があるんだ？　バトルカードは最低ランクのＮでも数百のＡＰを持ってるだろう、まさか数字は共通か？」

「ええ、残念ながら。資金的に難しかったので、ＬＰは最低限に設定しました。なので、バトルカードにまともに殴られたらおしまいですね。でも、１００あればちょっとした交通事故や転落ぐらいからは身を守ってくれます。今はそれで十分と思ってください」

　なるほど。ＡＰ１が大人からの攻撃ぐらいなのだから、１００ならば車に引かれたぐらいなら大丈夫な可能性が高いわけか。だが、バトルカード相手にはほぼ無防備。殴られれば一撃で破壊だ。だからこちらもカードで武装して守る必要が出てくる、そういうことだとアキトは理解した。

「ははあ……面白いな……。素晴らしい。こんなにいろんな事があったんだな、世界には……。そうかぁ……。君を手に入れてよかったよ、キャロ。凄すごく助かっている」

「えへへ、それはどうも。でも、私がお役に立つのはこれからですよ」

　と、キャロがふふんとかわいらしく偉ぶりながら言ってみせる。

「何しろ私は金銭特化、お金を稼ぐのがメインです。マスターに〝これぐらいならばこっち買えばよかった〟なんて思われながら消えるのはシャクですからね。期限終了までに、私一枚を買うのと同等か、それ以上の儲もうけは叩たたき出して見せましょう……シャクなので！」

　シャクなので、の部分に特に力をいれて言う。

　……どうやら、先ほど他の秘書カードを買えば良かったかもなどと言ったことを少し怒っているらしい。彼女は比べられるのが嫌いなタイプなのだろう。以後は、注意せねば。

「そうか、じゃあとりあえずはここを拠点として儲もうけを出すことを目標にするんだな？　今の資金じゃすぐにＣＶＣは難しいって話だしな。じゃあ俺はどうすればいい？　なにか仕事でもして少しでも足しに……」

「いえいえ、マスターには別の方法で儲けを出してもらいます。ついでに、ＣＶＣに向けてカード操作の鍛錬も積んでもらわないといけませんし」

　別の方法？　どういうことだろうとアキトが訝いぶかしんでいると、キャロがホルダーショップで渡された紙袋をごそごそと漁あさりだした。やがて、包装などを剥はがし、その中から白い玉が備え付けられた、人間の頭ほどもある台座のようなものを取り出す。

「ショップで、オプションがどうとか言って買ってたやつか。何に使う道具なんだ？」

「これこそが、今回の買い物の目玉ですよマスター。今のあなたに一番必要なものです。これは……」

　言いながら、それをこの事務所に元から備え付けられていたボロボロのテーブルに設置する。そうしてキャロがあれこれ操作をするうちに、それはブウウウンと低い音を立てながら僅かな光を放ち始めた。

「〝機械仕掛けの神〟デウス・エクス・マキナへの接続パス〝ゲート・コネクター〟です。ここから、行けるんですよ。女神のお作りになった、新人たちのための練習場に、ね」

「……デウス・エクス・マキナ……？」

　その光を魅入られたように見つめながら、アキトが呟つぶやく。

　機械仕掛けの神。どういうことだろうか。女神たちとは違うのか。

　問うように見つめてきたアキトに笑顔を返すと、キャロは答えた。

「百聞は一見にしかず。さあ、ホルダーを構えて唱えてください。〝コネクト・コロッセオ〟と」

「……〝コネクト・コロッセオ〟」

　促されるままに、唱える。

　その瞬間。ゲート・コネクターとアキトのホルダーが強い光を放ち、アキトは世界が歪ゆがむような感覚と目眩めまいを覚え、咄とつ嗟さに目を閉じた。




　──そして。

　ようやく天地の感覚を取り戻したアキトがそっと目を開くと、そこには先程のカビ臭い事務所はどこにもなく、それどころかその頭上には恐ろしいほどの青空が広がっていた。

　そして、足元には汚れ一つ無い、完璧なまでに舗装された石畳。周囲には西洋を思わせるレンガ造りの建物たち。

　そして、そして。ふと見上げたその向こうには、古代を思わせる、石を組み上げて作られた巨大な建築物がその異様を晒さらしていた。

　まだ相当に離れているこの位置からでも、その内部から漏れる人々の歓声が聞こえてきて、さらにはその熱気のようなものすら伝でん播ぱしてくる。

　周囲には人々。それも、黒目黒髪のヒナト人だけではなく、金髪、赤髪、青い目、琥こ珀はく色いろの目、白い肌、黒い肌。ありとあらゆる人種がうじゃうじゃと入り乱れている。

　そうして彼らは、一様にみな興奮した面持ちでその巨大な建造物に向かっていくのだ。

　あまりの出来事に呆ぼう然ぜんと立ちすくむアキトの前で、キャロは両手を広げてどこか自慢げに言って見せた。

「ようこそ、マスター。世界中のホルダー所有者たちの夢が集う場所、世界を回す者たちの玄関口、ＣＶＣへの登竜門。世界で最も公平な戦いが行われる地……〝コロッセオ〟へ」





　　　　３






「……すごいな、これは。これが本当に仮想の世界なのか……！」

　巨大な建造物に続く町並みの中を歩きながら、アキトが驚嘆の声を上げる。

　しっかりとした地面の感触、わずかに薫る風、青々とした街路樹。どれもが作り物とはとても思えない。ためしに一枚、木から葉を取ってみたが、感触もなにもかも自然のものと違いは感じられなかった。

[image: ]

　だが、キャロ曰いわくここは女神が作り出した仮想の世界なのだという。

「ええ、まあ女神のやることですから。出来はほぼ完璧です。ここは、もう一つの世界と言っても差し支えないでしょうね」

　自分がやったわけでもないのに、ふふんとまた自慢げにキャロが言う。

「現実世界であれこれするといろいろ被害が酷ひどいですからね。そこで、女神が人に乞われ人のために作り上げたのがこのデウス・エクス・マキナ──長いので、皆デウスと呼んでます──まあとにかくこの仮想空間を統括するシステムなわけです。私達の体は実際に今ここにありますが、そのすべてはデウスの計測によって管理されているのです」

「……女神は、本当に何でもできるんだな……」

「そうですねえ、人が思いつくことは多分何でもできるんじゃないでしょうか。まあとにかく、ここではデウスが何もかもを管理していて、私闘は禁止ですし基本的に人は死にません。刺されても傷一つ無い、一種の保護領域と言っていいです。ただ、一度に滞在できる時間は決まっていて、いつまでもはいられませんし、戻るのは私達が〝ゲート・コネクター〟でここに入った場所……つまり、事務所になります。他の場所からは決して出られませんので、そのあたりは本当に注意してください」

「……」

　どうして、と聞こうとして思い至った。

　つまり、たとえば敵に追われてここに逃げ込んだとしても、時間がくれば元の場所に追い出されてしまうということだ。戻ってくる場所はわかっているのだから、敵は準備万端で待ち伏せすればいい。そうしていればいずれこちらが出てきて、その瞬間に蜂の巣にできてしまうわけだ。

「他にも、個人用の練習エリアなんかも付属で借りたので後でそちらも見ましょう。正直、月額以上の価値は間違いなくありますよ。どうです、契約してよかったでしょ？」

「ああ、こんな凄すごいもの、もっと早く知ってればいろいろ変わったのにな……！　我ながら、もう少し調べるべきだった」

　あまりの事態に驚き疲れながら、アキトが呟つぶやく。本当に、今日一日だけでどれほど驚いたかわからない。今までの自分の世界がどれほど狭かったのかを痛感せずにはいられない。

「まあ、庶民向けにはセールスもしてないでしょうし、しょうがないかと。契約も、秘書カードの私がいないとマスターの年収じゃ審査が通ったかも怪しいですし。……と、こちらですマスター」

　やがて、先ほど見上げた、石を組み上げて作られたような巨大建築物に到達する。

　キャロに促されるまま、その巨大施設、まさしくコロッセオそのものだというそれの、その側面にポッカリと空いたゲートを潜くぐる。この空間はこの施設、〝コロッセオ〟を中心として作られたもので、残りはそのおまけなのだそうだ。

　そのまま通路は内部に向けて続いており、まっすぐ進んでその長い通路を抜けると、そこには。

「……おおっ……！」

　巨大な競技場が広がっていた。

　その真ん中には楕だ円えん形けいのフィールドが大きく広がっており、それを取り囲むように観客席が果てなく続いている。

　規模としては万単位であろう、その席についた人々は、口々に歓声や罵声を上げながら食い入るように中央のフィールドを見つめており、その視線の先では何人もの人間が入り乱れ戦っている最中だった。

「いけええええっ、雷光のサトシ！　おまえに賭けてるんだ、負けるんじゃねえぞ！」

「きゃー、アンジェロ様ー！　こっち向いてー！」

「そこだ、必殺バッククロー・スペシャルいけえええ！」

　どうやら中央のフィールドは試合場になっているようだ。また、一つの試合だけではなく、いくつものそれがフィールドを隔てて同時に行われているらしい。

　そしてその試合の様子は観客席から直接見るだけではなく、空中のあちこちに浮いている巨大なスクリーンに映像として映し出されているようだ。

　その一つを見てみると、観客の歓声を浴びながら戦っていた禿はげ頭あたまの男性が、今まさに勝負に決着を付けようとしているところだった。

「今じゃ、【ボルコ】、火炎攻撃じゃ！」

「リュッ！」

　その指示にしたがって、その傍かたわらにいた小型の動物が吠ほえた。

　小型犬ほどの大きさで、爬は虫ちゆう類るいのような鱗うろこをびっしり纏まとった、四足歩行の生き物だ。

　とてもそれで飛べるとは思えない申し訳程度に背中についた一対の羽に、顔にはドジョウのような長いひげ。猫のように俊敏で、その目は大きくクリクリとしていて妙に愛らしい。

　命じられるままにそれはばっと駆け出し、一気に敵との距離を詰めたかと思うといきなり飛び上がり、ぐっと力を溜ためるような動作の後、その口から激しい炎を放った。

「リュウウウウウウウ！」

　吠え声を上げながら放たれる火炎をモロに浴びて、それと戦っていたと思われる、人の形をした土の塊のようなものが悲鳴を上げた。

「オオオオ！」

　そうしてほんの一瞬の火炎の吐息が止やむと、焼け焦げた土の塊は一歩、二歩とよたよたと後ずさった後、ばたりと倒れ、そのまま動かなくなった。

「あああっ！　俺の【マッドゴーレム】があああ！」

　対戦相手と思わしき、でっぷりと太った男が悲鳴をあげる。

　やがて、ブザーのようなものが鳴り響き、次いでアナウンスが流れた。

《それまで！　〝ワンカード・ワンキル〟本日第21試合、勝者、サトシ！》

　わああ、と歓声が上がる。

　やがて嬉うれしそうに戻ってきた【ボルコ】と呼んでいた動物を抱き上げると、サトシと呼ばれたハゲの男性は感謝を示すように笑顔で観客席に手を振ってみせた。

「……すごいっ……。なんだ、これっ……」

　その試合を、食い入るように見つめていたアキトが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　それをニコニコ笑顔で観察しながら、キャロが説明を始めた。

「言ったでしょう？　初心者用の訓練施設だって。ここは世界中の、将来的にＣＶＣを目指そうとしている人や、そこからドロップアウトしてきた人が日々試合でしのぎをけずる場所なんです。使用できるバトルカードのランクはＲ以下のみで、試合は基本的に賭け試合。あのサトシって選手は、今の試合で勝利して10万ＧＰほどを手に入れたようですね」

　そう言いつつ、誰かが投げ捨てた券を拾い上げる。

「そして、これは観客がそれに賭けたものです。試合は観戦だけじゃなく、どちらが勝つかお金をかけることもできるわけですね。言ってみれば人間レース、この瞬間にも何百万、何千万というお金がここを飛び交ってるわけです！　今まさに破産してるやつもいることでしょう！　いやーん、退廃的ぃ！　キャロ、こういうのだーいすき♡」

　などと言いながら、もじもじと身を捩よじってみせる。本当に、外見は可愛かわいらしいのに内面はとんでもない銭畜生だ。

「一つ聞いていいか？　あそこにいるカードたちの横になにか見えるんだが……これは？」

　それをスルーして、アキトが問う。アキトの目には、競技場にいるカードたちの脇にたしかになにかが映って見えていた。

　それは名前らしきものと、ＡＰ、そしてＤＰという表示だった。




【ボルコ】

ＡＰ：４０００　ＤＰ：３２００




「ああ、それもホルダーの効果です。ホルダーを持ってれば、なんらかのバトルカードを視界に捉えた場合、相手の名前とＡＰやＤＰの情報が同時に表示されるんです。スキルの効果とか、何らかの手段で相手のステータスが変動したときもちゃんと反映されますよ」

「……すげえな、ホルダー!!」

　本日何度目かの驚嘆の声を上げる。つまり対戦相手の能力は常に把握して戦えるということか。

「あとご存じとは思いますが、一応補足を。ＡＰはアタックポイント、そのカードの攻撃性能を示し、ＤＰはディフェンスポント、防御性能を表します。ただし数字はあくまで数字、参考程度にしかなりませんのでご注意ください」

「ああ、わかってる。しかし、本当に凄すごい……」

　返す返すも、これの存在を教えられるまで気づかなかったことが悔やまれてならない。それだけではなく、この場には世界中の人種が集まっているらしいのに、聞こえてくる声はそのすべての意味がなぜか理解できるようだ。どうやら翻訳機能までついているらしい。

「まさしく世界が変わるじゃないか……！　他の要素は？　あの【ボルコ】って多分〝ブギー・ビースト〟とかいうタイプのカードだよな？　スキルとかは確認できないのか？」

　ブギー・ビースト。様々な能力を持った動物タイプのカードだ。ランクＮからＵＲまで幅広く存在する種類で、強烈なものだと地形すら変える力を持つという。

「おや、妙なところは知ってるんですね。残念ながら、目視で確認できるのは名前とステータスだけです。スキルだとかなんやかやは、自分で手に入れないと確認できないですよ」

「……マジか。そうか……自分で、か……」

　悔しい。あのカードがどういうものなのか、もっと知りたくてたまらない。なんなら、あれだけではなくこのコロッセオ中にいるすべてのカードが知りたくてたまらない。

　今まで想像だけで作られていたアキトのカード観は、実際に戦う実物を見ることで大きく変化を始め、貪欲にその情報を欲していた。

「……そういえば、さっき放送で〝ワンカード・ワンキル〟とか言ってたな。どういう意味だ？」

「〝ワンカード・ワンキル〟はこのコロッセオにおける対戦ルールの一つです。お互い、一枚のカードのみをコールして戦わせ、敵のカードを割るか降参させられれば勝ちです。試合前にお互いが使うカードを提示し、賭ける金額を決め、同意を得られれば試合開始。勝った場合はお金を総取り、またその試合に観客からの賭けが成立していた場合はその利益の一部を配当としてもらえます」

　キャロがニコニコ顔で説明を始める。金に関することを説明しているときの彼女は本当に上機嫌だ。

「一枚だけの操作、しかも自分の事は気にせずカード操作に集中できるので、かなり初心者向けのルールですね。ただ、カード破壊ありなのでこのルールで割られちゃったカードは実際に失われますのでご注意を！」

「……このルールで、ということは、カード破壊なしのルールもあるのか？」

「ええ、そりゃもう。毎試合毎試合、ン十万ン百万とかのカードを破壊しあってたらみんな破産しちゃいますから。単純にダメージ無しで攻撃しあい、制限時間内の取得ポイントだけを競う〝デュエル〟や、２チームに別れて各チームのフラッグを奪い合う〝キャッチ・ザ・フラッグ〟なんてルールもあります。でも、観客はカードが割れるところを見るのが大好きなので、観客による賭けが成立するのは大体が破壊ありのルールですね」

　なるほど、とアキトが頷うなずく。そうして見ると、試合場のあちこちでいくつかのルールによる対戦が行われているようだ。

「つまり、大きく儲もうけるには危険を冒して破壊ありのルールに出る必要があるわけか。逆に、慣れないうちは安全なルールで少額を賭けるのが賢い、というわけだ」

「そのとーり。ま、マスターはまだバトルカードすら持っていませんので、まずはそれを手に入れるところからですけども。ＣＶＣに上る前に、こういうところで技術を身に着けていただければ起業後も安定しやすいですしね。……私が、すぐにＣＶＣに上がるのを止めた理由、ご理解いただけましたか？」

「ああ、とてもよくわかったよ……。皆、ここでまずは実力を身に着けて、金を貯ためてからあらためてＣＶＣに挑戦しているんだな。それも知らずいきなり上がろうとしていた自分が恥ずかしい」

　そう言って、アキトは照れた様子で鼻を掻かいた。

「いえいえ、なんにしろご理解いただけて嬉うれしいです。まあまずは試合を観戦して、こういうカードが欲しいなーみたいな感じを掴つかんでいただくと良いと思いますよ。で、実際にカードを手に入れたら試合でバリバリ儲けていただければと！」

「ああ、そうだな……！　よーく見て、自分に合うタイプを探してみるよ！」

　そう言うと、アキトは目を輝かせて覗のぞき込むように試合場を見回しはじめた。その様子をニコニコ笑顔で見つめながら、だがキャロは胸中でかなり黒いことを考えていた。

（まー……このご主人様にカードを操る才能があるかどうかは相当怪しいけどね……）

　秘書カードには、コールされる前に相当量の知識がインプットされている。

　そして、それを踏まえて考えれば、アキトのような人間がカードを操る才能を持っている可能性はかなり低いと言わざるを得ない。

　はっきり言って、カード操作というものは才能だ。できる人間は最初から相応に動かすし、駄目なやつは十年やってもヘボのままだ。

　それはよく楽器の演奏に喩たとえられる。僅かな時間で美しい音色を奏でるやつもいれば、いつまでも雑音しか出せないやつも確かにいるのだ。残酷な現実ではあるが。

　そして、このどこか不器用そうな男がそれを上手にこなしてみせる可能性は、それほど高くないように思える。それがキャロの見立てであった。

（まー悪い人じゃないみたいだし、私もできるだけいい夢は見させてあげたいけどさ……。乏しい軍資金に、後押ししてくれる組織も人物もなし、さらにカード操作経験無し、元の仕事は雇われ鉱夫、知識も偏りまくってるときちゃあねえ……）

　はっきり言って、良いところが全然ない。これが面接なら、すぐにでもお帰りいただくレベルだ。とりあえず状況は組み立てたが……さて、このコロッセオだけですら生き残れるかどうか。

（うーん、まあ私がいる間はお金だけはなんとかしてあげれると思うけど……その後は、どうかな……。まあ、やってみないとわからないけどね）

　なんにしろ、金をむしりがいのないマスターに引かれちゃったなあ、と、キャロは子供のように身を乗り出しているアキトを見つめながら静かに溜ため息をついた。

　そんなことをつゆ知らぬアキトのほうは、やがて試合場の端にあるものを見つけ、興奮した様子でキャロに話しかけてきた。

「おっ、おい、キャロ、あそこっ……【武装真徹甲　マスラオ】だっ……！」

「はい？」

「マスラオだよ、知らないのか！　有名なＲカードだよ！」

　そう言ってアキトが指さした先には、人間の何倍もある巨大な怪物と戦いを繰り広げている一つの人影があった。

　軍服を思わせるグリーンの服に、ザンギリヘアーの黒い髪。顔立ちはきりりと整っているが、その半面は仮面のようなもので覆われている……いいや、よく見るとそれは仮面ではない。

　顔そのものが鋼鉄で出来ているのだ。

　さらには、その両腕は明らかに人のものではなく、無骨な鉄の塊を無理やり腕の形に収めたような異形のものとなっており、それがガシャガシャと音を立てながら驚くほど精密な動作で襲い来る猛烈な攻撃を捌さばいている。

【武装真徹甲　マスラオ】。それは、体のほとんどを機械に置き換えられた、改造人間カードなのである。




【武装真徹甲　マスラオ】

ＡＰ：４６００　ＤＰ：５０００




　マスラオのＤＰ：５０００は、Ｒカードの中でも高い方といっていい。

　なぜならば、Ｒカードのステータスの上限は７９９９であり、その上は全てランクＳＲとなるからだ。

　ＡＰかＤＰのどちらかが８０００以上であればランクＳＲとなり、さらにどちらかが２００００以上ならばＵＲとなる。今のアキトには天上の話であるが、カードのランクはそうしてステータスで区分けされているのである。

「凄すごいぞっ……生でマスラオの戦いを見れるなんてっ……。俺は、最高についてる！」

　基本的に有名なカードといえばＵＲ以上ではあるが、ランクＲにも有名なカードはちゃんと存在する。有名、とはいってもそれはアキトが読んでいたような雑誌で紹介されていた程度の話ではあるが、あのマスラオは世界大戦の折にＲカードでありながら人々を守って戦いきったと記されているカードであった。

　そして、どうやらそのマスラオがいま戦っているルールは〝ワンカード・ワンキル〟のようだ。その相対する敵、巨大な蜘く蛛ものような体に、丸い小型の盾と曲刀を構えた女性の上半身がついた【堕落神殿の昏くらき蜘蛛】というカードが焦じれた様子で攻撃を重ねるが、どれ一つとしてまともにマスラオに当たる様子がない。




【堕落神殿の昏き蜘蛛】

ＡＰ：６８００　ＤＰ：３６００




（凄すごいな、相手も凄いステータスだ……！　あの重量感、尖とがった多数の足による連続攻撃、さらに上から振り下ろされる曲刀の鋭い一撃……格かつ好こいいぞ！）

　アキトは、人の形をしたカードが特に好きだが、異形のカードも決して嫌いではない。

　昏き蜘蛛は知らないカードであったが、おそらくＲでも上位であろう性能に思わず見み惚とれる。

　どちらもがんばれ、とアキトが心の声で声援を送っている頃、その昏き蜘蛛を操るとんがりヘアーの金髪マスターは随分と焦あせりを感じていた。

（くそっ、なんだこいつ、全然攻撃が当たらないぞ……！）

　余裕の試合なはずだった。高い金を払って手に入れた昏き蜘蛛、これさえあれば当分稼げるぞと勢い込んでいたところ、それなりの性能なカードを使う女のマスターが、賭け金30万ＧＰを提示してきたのだ。

　コロッセオにおいて、一試合での賭け金は10万ＧＰより下であることが多い。

　それからいえば30万ＧＰは大金であり、まあまあ大きい勝負であったが、勝つ自信はあった。彼が昏き蜘蛛を購入した資金は試合で勝利を積み重ねて得たものだからだ。練習も十分に積んだ。

　恐れるところは何一つ無い、はずだったのに。

「くそっ、なにやってるんだ蜘蛛！　高い金出して買ったのにあんなカードに押されてんじゃねえよ！　お前、最高峰のＲカードなんだろ!?　しっかりしろ！」

　背後から飛んでくるマスターの罵声に、昏き蜘蛛がたじろぐ。

　それを聞いていた、マスラオを操るマスター……彼の対戦相手の女が、口を開く。

「カードのせいではありませんよ。そのカードは、たしかにＡＰこそ高いものの、ＤＰはどうということもないです。一方的に殴れるならその火力も生かせるでしょうに、あなたの命令がちぐはぐなせいでこちらに主導権を握られてそれができていない。つまり……」

　その女……肩まで切りそろえた栗くり色いろの髪に碧あおい瞳、そして抜けるような白い肌をした気の強そうな彼女はとびきりの冷笑を湛たたえて言った。

「操作しているあなたが、ヘボすぎるだけです。カードのせいにするのは、およしなさい」

「……なんだと、このアマ！」

　女の挑発に激げき昂こうした、とんがり金髪が怒声を上げる。

　その勢いのまま、己のホルダーから一枚のカードを抜き取り、高々と掲げて叫んだ。

「てめえ、スキルで、一気にぶっとばしてやる……！　目ん玉ひん剥むきやがれ！　いくぞ、【堕落神殿の昏くらき蜘く蛛も】メインスキル……っ！　〈闇を[image: ]はう巨腕〉！」

　その瞬間、そのカード……〝スキルカード〟と呼ばれる種類のそれがまばゆい輝きを放った。そして次の瞬間にはそのカードがとんがり金髪の手から消きえ失うせ、その効果が昏き蜘蛛に現れる。

「オオオオオ！」

　叫び声とともに、その背に巨大な、闇で形作られた一対の腕が出現する。その迫力に、観客席から歓声が飛んだ。

「おおっ、スキルをぶっぱなしやがったか！　いいぞ、いけー!!」

「あれ、たしか一枚十万ぐらいするスキルだぜ！　野郎、儲もうけ度外視で勝ちにいきやがった！」

　それを聞いていたアキトが呟つぶやく。

「あれがスキルか……！　スキルカードを使うことで、そのカード固有の能力が発揮される、奥の手……！」

「ええ、勝負に出ましたねあのマスター。スキルカードは一枚ごとに一回の使い切りなので、勝っても負けてもその分の費用がかかってしまいます！　特に負けると痛いですよ……！　ああ、もったいない！」

　アキトのつぶやきにキャロが丁寧な解説を返した。




【堕落神殿の昏き蜘蛛】メインスキル：〈闇を[image: ]う巨腕〉

使用後、しばらくの間このカードの背中に巨大な一対の腕が出現し、自在に操作することが可能になる。この腕は独立した体力を持ち、この腕に対する攻撃によりこれが失われた場合はこの腕のみが消滅する。




　それは攻撃防御ともに効果を発揮する有能なスキルであったが、見ているだけのアキトたちにはその詳細まではわからない。それを知り得るのは、使い手のみである。無論、過去にこのカードを手にしたことがある者や情報を聞いている者はそれを理解しているであろうが。

「叩たたき潰つぶせ！　半分野郎をボロボロのグチャグチャにして、生意気なクソアマに半べそかかせてやれっ」

　とんがり金髪の叫びとともに、昏くらき蜘く蛛もがその巨腕をもたげさせる。そうして、次の瞬間、右の巨腕が唸うなりを上げてマスラオに迫った。

　だが。

「……策もなく、闇雲にスキルを放つとは愚かな……！」

　怯ひるむことなく言い放つと、マスラオは下がるどころかおもむろに前に進み出た。

　そしてそのまま低い姿勢で潜り込むようにして、迫りくる巨腕を左の機械腕で受け流す。火花を散らし、己の腕を削りながら通り過ぎていくそれにもはや一いち瞥べつもくれず、続いて迫りくるもう片方の巨腕を睨にらみつける。

　秒に満たぬ速度で到来したそれは、だがやはりマスラオの右の機械腕に流され、それどころか、触れた瞬間マスラオの機械腕が高速で回転を始め、相手の腕にさらなる勢いをつけた。

　結果、昏き蜘蛛の巨腕は轟ごう音おんを立てて地面に突き刺さり、予期せぬ加速に体勢を崩される。

　そうしてたじろぐ昏き蜘蛛の本体、女性的な体のその目の前に、構えをとったマスラオが躍り出た。
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「っ……」

　昏くらき蜘く蛛もの顔に戦慄が走る。とんがり金髪は慌てて命令を下した。

「剣で追い払えっ！」

　その指示に健けな気げに応じようと昏き蜘蛛が剣を振り上げる。しかし。

「かわいそうなカード。主あるじに恵まれなかったわね。……終わりにしましょう。マスラオ、メインスキル……」

　そう言い放つと、マスラオのマスターである女は、一枚のカードを流れるような動作でホルダーから抜き出し、掲げた。

　そして光を放ち始めたそれに後押しされるように、マスラオが叫ぶ。

「……〈蒸気式・剛烈逆襲撃　甲〉！」

　瞬間、マスラオの右腕が弾丸の如ごとき猛烈な勢いで突き出され、振り下ろされた昏き蜘蛛の剣を叩たたき割る。しかしそれでもなお拳の勢いは収まらず、そのまま真まっ直すぐ蜘蛛に迫り……そして、圧倒的な衝撃がその身を打ち抜いた。

「オオオオオオオオオオオオオー!!」

　昏き蜘蛛の絶叫が響き渡る。マスラオの一撃は、その体を打ち砕いてもなお収まらず、体の向こう側までその衝撃が貫いて大気を震わせる。

　そうして、確かな手応えと共にマスラオが己の腕を引き抜いた。爆発的な威力の一撃を生み出したマスラオの体内蒸気機関が開放を求め、体の各所から勢いよく蒸気が吹き上がる。

　昏き蜘蛛はそれでもなお抗あらがおうとするかのようによたよたと右に左にと蠢うごめいたが、やがて力尽き、どさりとその場に崩れ落ちた。

　……そして次の瞬間、とんがり金髪の手にあった昏き蜘蛛のカードが、激しい音とともに粉々に砕け散る。

「あああああ！　俺のカードがあああああ!!」

《それまで！　勝者、メリッサ・ロー選手！》

　とんがり金髪の絶叫とともに、アナウンスが勝者を告げる。

　歓声とはずれ券が舞い散り、メリッサと呼ばれた彼女は髪をかきあげながら言った。

「あなた、才能がないわ。もう大きな勝負はやめておきなさい。破産するわよ」

「……う、うぐぅ……」

　とんがり金髪が悔しさのこもったうめき声を上げる。

　なにか言い返したかったが、あからさまに格下のカードを使っていた相手にここまで見事に負けては、言い返しようがなかった。

　そんな彼にもう一いち瞥べつもくれず、メリッサは自分のカードを伴って悠々と歩き出す。

　スキルこそ使ったものの、観客の賭けはとんがり金髪のほうがずっと人気だった。賭けの配当金は、人気のない方が勝てばそれだけ増える仕組みだ。儲もうけは充分ある。

　だが、それでも彼女は少し不満げに己のカードに言った。

「最後のカウンター、少しだけタイミングがズレていたわ。相手がヌルかったからよかったけど、強い相手には通じないでしょう。……帰ったら、もう少し練習が必要ね」

「……御意」

　勝ったというのにその調子の己のマスターに、改造人間マスラオは恭しく頭こうべを垂れながら答えた。確かに、最後の一撃はまだまだ威力を見込めたはずだ。主あるじが求めるのならば、それに応え己をより研ぎ澄まさねばならない。

　無骨な武人然としたマスラオは、その見た目通り、主君に全力で尽くし戦う、もののふの魂を持つカードであった。

「けど、その前にせっかく勝ったことですし、賞金で派手に買い物でもすることにしましょう。あなたは荷物持ちです、マスラオ。いいですね？」

「…………御意」

　武人マスラオ。女の長い買い物に付き合うことは心底苦手であったが、求められればそれも為す。カードの身の、辛つらいところであった。

「……凄すごいな、あの人……！」

　マスラオを引き連れて悠々と試合場から去っていくメリッサを見送り、アキトがつぶやく。堂々とした試合運び、狙いすましたようなとどめ、そしてその後の歓声に笑顔の一つも向けないサービス精神のなさ。相当の熟練者と見た。

「凄い一撃だった……なあ、あの【堕落神殿の昏くらき蜘く蛛も】は割れたんだよな？」

「ええ、完膚なきまでに叩たたき割られましたね。マスターの手元を離れ、今頃は女神様の元に戻ってることでしょう。……ウププ、あのマスター、今の試合で何百万損したんでしょう。想像すると楽しいですね、マスター！」

「…………」

　他人の大損で屈託なく笑うキャロを白い目で見る。

　本当に、金の話になるとこいつはどうしようもない。

「まあこういうわけですので、コロッセオでの試合にはマスターも出ようと思えばいつでも出れます。とはいえ、いきなりというのはちょっとどうかと思いますし、まずは一、二週間ほど観戦をしてみてはどうでしょうか。それからあらためて自分のカードを用意するということで、ここはこのキャロちゃんと楽しく博ばく打ちをですね……」

「いや、すぐに試合に出る準備をしよう。今すぐバトルカードを手に入れるぞ、キャロ」

「ですよねですよね、まずは謙虚にお勉強から……。……はい？」

　説明を続けるキャロを遮るように、興奮した様子のアキトが言う。一瞬意味がわからず同意してしまった後に、キャロが間の抜けた声を上げた。

「……ええと、聞き間違いでしょうか……。もしかして、今……すぐに試合に出る準備をする、とか言いましたか？」

「ああ、こんなの見てじっとしていられるか。すぐに手に入れて、すぐにでも俺も試合に出たい！　さあ、バトルカードを手に入れにいくぞ、キャロ。善は急げだ！」

「………………」

　言いつつコロッセオの出口に向かうアキト。キャロはその後に慌てて続きながら思った。

　……おいおい、大丈夫かよ……。

　なんだか、雲行きが怪しくなってきたことない？
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「……マスタァ……まーだ決まらないんですかぁ？」

　静寂に支配されていた、薄暗いアキトの事務所にキャロの不満げな声が響いた。

　ソファに座り込んでカードホルダーを覗のぞき込んでいたアキトは、最初それに気づかなかったが、やがてちらりと目線をそちらに向けると

「安心しろ。候補を三十枚までに絞った。もう少しだ」

　と告げる。それを聞いたキャロが、うげえっと潰つぶれたカエルのような声を上げた。

「もう、三日もずっとそうやってカード・トレード画面を眺めてるじゃないですか！　決まらないなら、コロッセオで試合を観戦しながら楽しく賭けでもして決めましょうよ、ねえ！　こもりっきりじゃ、心にカビが生えちゃいますよ！」

　いやいやと身をよじりながらキャロが言うが、アキトはまるで気にしていない。

「人のを見るといろいろ雑念が入るから嫌だ。俺は自分に本当に必要なカードを集中して決めたいんだよ。それに、取り引きでどれがどれぐらいの値段で売れているかというのは凄すごく勉強になる。これも訓練のうちだ」

「……そうですかぁ……」

　そう言われては、キャロも引き下がるしかない。

　アキトは、コロッセオから引き上げた後、寝る間も惜しんでホルダーのカード・トレード画面を覗のぞき込む生活を続けていた。

　売れ筋のカード、いつまでも残っているカード、妙に安いカード。様々なカードが表示され、やがて誰かの手に渡っていく。

　どのような人に買われたのだろうか。どのように使われるのだろうか。そして、彼もしくは彼女たちはどのようにそのマスターと関わるのだろうか。それを想像すると、それだけで楽しくてしょうがない。アキトにとってそれは、至福の時間と言ってよかった。

「しかしですねえ、そうやってあれもこれもって見てちゃ、その端から売れていってしまって選べないのでは……？」

「ああ、これ良いなと思ったカードは売れるのも早いな。候補に入れて次を見に行ってる間にだいたい売れてしまっている」

　アキトはこともなげに言うと、またニコニコと画面を追いかけ続ける。

　それをじとっとした目で見つめながら、キャロは思った。

（駄目だ、こりゃ……。この人、私の期限切れまでずっとトレード見てるんじゃないの……。これだからマニアは……）

　今となっては疑う余地もない。このアキトは相当ディープなカードマニアだ。それも、カードに関わることなら何十時間いや何百時間続けても飽きないという手合いの……！

「はあ、もういいですよ、私は私で儲もうけ出しますから……。あーお金お金っと」

　言いつつ、キャロは自分の手元にあるカードホルダーを操作し始めた。

　マスターが契約した場合、付属品として秘書カードにもそれが与えられる。ただ、アキトのとは違いＬＰで保護する機能はついていない。

「……そう言えば、君、なにかコソコソお金儲けしてるみたいだけど、どうやって稼いでるんだ？」

「いろいろやってますけど、基本はカードが安く出たら買って、それを高く売って、といういわゆる転売ですねー」

　こともなげにキャロが言う。……よりによって転売とは。

「それって、君の規制的には問題ないのか？」

　少し呆あきれてアキトが聞く。たしか、秘書カードにはいろいろ規制があるのではなかったか。

「転売ぐらいでシステムもアレコレ言ってきませんよぉ。そもそも種銭が少ないんだから、儲けるとなるとこういう、せせこましいやつになっちゃうんですよ。ほんとにもう、街のカードショップを巡回して安いのを買ってはトレードで高く売ったり、トレードで相場のわかってない誰かが安く出したのを買って高く売りつけたり。そうやって必死で頑張ってる私の苦労を少しは分かって欲しいところですねえ、ヨヨヨ……」

　そう言うと、泣き崩れる真ま似ねをしてみせる。本当に表情豊かなやつだ。

　さすがに少し可哀かわい想そうだし、今日の夜ぐらいは外食にでも連れて行こうか、などとアキトが考えていると、

「わっ、馬鹿が桁を一つ間違えて売りに出してる！　やっりーいただきー！　わお、数秒で４０００ＧＰ儲もうけちゃった、やったああああ！　やーん、お金ええええ！」

　などと、ぱっと跳ね起きて騒ぎ始める。……やっぱり、こいつに気を使う必要はないな。

（だが、たしかにいいかげん選ばないとな。そろそろ俺もバトルカードを手にしたいし）

　トレード画面を凝視しながら、そう思う。

　そろそろ傾向も見えてきた。どうも、コロッセオでは大きく分けて、いわゆる〝量産型〟タイプのバトルカードを使い込むことこそ最良とするタイプと、〝ユニーク〟タイプのバトルカードを使いこなしてこそマスターという２タイプの考えに分かれているようだ。

　量産型、とはその名の通り同じカードが大量に存在するバトルカードのことを言う。

　例えばよく使われるカードとして、【亡国のレジスタンス】というカードがある。

　同じ名のカードが何千枚と存在しており、ＡＰ：３８００、ＤＰ：２６００とそこそこなステータスを持ち、武装はマシンガンと刀。また数個の手しゆ榴りゆう弾だんを持つ。

　遠近両方戦えるカードであり、癖が少なく好む者の多いカードだが、その割に値段は50万ＧＰ前後と手頃。

　……手頃、と言ってもそれは以前のアキトの月収、実にその倍以上であり、庶民の感覚で言えばけして安くない。50万は、田舎で切り詰めれば一年近く生活できてしまえるかもしれない金額だ。

　しかしそれでもランクＲのバトルカードとしては十分安く、また同じカードが大量にあるので失っても買いなおしが楽で、買えばまたすぐに同じ感覚で使用することができる。

　同じ、と言ってもどうやら一枚ごとに少しずつ性格や外見などが違うようだが、操作に難が出るほどでもなく、また操作感覚が素直で素人でも馴な染じみやすいらしい。

　なにより姿かたちが人間そのものであるため、操作するとき感覚が狂いにくいらしい。

　これが人型ではなく四足歩行であったり腕が大量にあったりすると、自分自身の体との差異を埋めるまでそれなりに訓練が必要になってくる。そのため、同じ二本の腕と二本の足という形態のカードは特に好まれて使われているようだ。

　とにかくこのような量産型カードは素人の最初の一枚や、ＣＶＣに上がる気はなくコロッセオのみで楽しんだり稼いだりしているマスターたちに重宝され、その層では「量産型で安定して勝てることこそが最良」と言われることが多いようだ。

　そして、複数存在する量産型に対して、〝ユニーク〟と呼ばれるタイプのカードというと、なんとこれは同じものは世界に一枚ずつしか存在しない。

　ガチャから排出されて使われている間、そのカードはそこにしか存在せず、専有された状態となり、破壊されるか期限終了するまでガチャには出現しない。

　今、アキトの側そばにいるキャロら秘書カードもそのユニークカードに該当し、世界に彼女は一人しか存在しないのだ。とはいえ、彼女らはバトルカードと違いスキルは持っていない。

　そして、彼女を見ればわかるように、ユニークカードはそれぞれが人物として独特の個性を持っている。

　たとえば、コロッセオで見た【武装真徹甲　マスラオ】などもこれに当たり、独特の外見、キャラクター、そして能力を持つ。

　だがなによりもユニークタイプのバトルカードを量産型と分けている点は、彼らが〝固有のスキルを持つ〟という点であろう。

　彼らは基本的にメインスキルとアナザースキルという二つのスキルを持っており、それを使うことで大きくパワーアップしたり、特殊な効果を自分やその他の対象にもたらすことができる。

　ユニークカードを扱うにおいては、あのマスラオやその対戦相手であった蜘く蛛もが使用したような、自分や相手に変化を与えるスキルを使いこなすことが重要となってくるのだ。

　と、それだけ聞けばスキルを持つ分、量産型よりユニークカードのほうが優秀に聞こえそうだが、事はそれほど簡単ではない。スキルの使用には〝スキルカード〟と呼ばれる種類の別のカードが必要になり、これはスキルごとに完全に別物となっている。

　例えばメインスキルに〈フレイム・ショット〉を持つカードにそれを使わせるには同名のスキルカードが必要になり、またこのスキルカードは一回ごとの使い切りであるため、露骨な言い方をするのならば〝スキルは一発ごとに金がかかる〟のである。

　ただ、スキルカードを手に入れる事自体は簡単だ。バトルカードが出るガチャを回せば確率で出てくるのである。

　バトルカードが出るガチャは、ＣＶＣで使用されるガチャの他にコロッセオにも配置されているらしく、その費用は一回３万ＧＰ。

　そしてそれを回した際の排出率は、量産型が３割、スキルカードが２割、マジックと呼ばれる補助カードが１割、その他戦闘には関係ない各種景品が２割、そしてユニークカードが２割と言われているようだ。

　無論、運が関わってくることなのであまり真に受けることはできないが、とにかくスキルカードは出現率がそれなりに高い。だがそれは、そのスキルカードを扱えるバトルカードが手元になければ無意味だ。

　それゆえスキルカードは必要なマスターとそうでないマスターとの間で盛んに取り引きされ、キャロもそれを利用して儲もうけなどを出しているわけである。それを手に入れること自体はそう難しくはない。

　また、スキルカードは同名の種類が必ず複数存在するため、誰かに買い占められてスキルカードが手に入らない、ということはほぼないと見ていいようだ。

（だけど……当然ながら、優秀とされるカードのスキルは値段が高い）

　スキルは強烈なものから微妙なものまで多種多様だが、コロッセオで特に活躍しているカード、勝利が見込めるカードのそれは当然売り手も高く売ろうとする。

　マスラオたちのスキルも使い切りであるにもかかわらず10万単位のもので、それより儲けが少ない試合で使用すれば当然ながら赤字だ。

　それゆえ、ユニークカードの中でもその性能がスキルに頼るところの多いカードは敬遠されがちで、安定して収入を目指すなら量産型を使うべきだという考えのマスターが出てくるわけである。

（だが、ユニークカードは基本性能でも量産型を軽く凌りよう駕がしているものが多い。スキルを使わず勝てれば同じこと……そのあたりの調整が儲ける秘ひ訣けつというわけだな）

　それが数日間、流れを見続けたアキトの結論であった。強いカードを手に入れても、あの蜘く蛛ものマスターのようにすぐ割られてしまっては大赤字だ。また、あまりに強すぎては対戦相手を探すのが大変だろう。

　対戦相手に、「これなら勝てる」と思わせつつも実際の試合ではスキルなしで勝利し、かつ観客が賭けたくなるような戦いをする。儲けを狙うとしたら、これが理想であろう。

（試合は、ショーとしての側面もあるもんな。何百、何千万という収入を得ようと言うなら、そのあたりも加味してカードを選ばないと）

　そうすると、可能性は無限にある。それこそ量産型でまずは手堅く練習を積みつつ勝ちを目指すか、もしくはユニークカードを今から練習すべきと割り切って少し高い買い物をするか。

　また、基本性能の問題もある。どうやらコロッセオにおいてはカードのＤＰよりもＡＰのほうが重要視されているようだ。

　理由は簡単、得点を競う試合形式や破壊ありのルールでやる場合、とにかく相手を先にやりこめたほうが有利だからだ。

　また、コロッセオで試合をする人間は基本的に発展途上の素人だ。当然、技術は拙く、いわゆるゴリ押しが通用しやすいのだろう。

　それになんと言っても高火力なカードの試合には華がある。一撃で相手を叩たたき割って見せたら観客は大いに沸くだろう。割られた方の損害額を思いつつ。

（……やはり火力重視か？　だが良いものは値段が馬鹿みたいに高い。割られずにこれをペイできるかどうか相当怪しいぞ……。けど、量産型はできれば避けたい。俺はスキルを持つユニークが持ちたいんだ。けど、ユニークは高いぞ……。いや、だが……）

　そういったあれこれが頭の中を飛び回り、アキトはすっかり思考の迷路に突入しつつあった。

　そうしている間にも、これは良いかもと思ったカードたちがどんどん売れていく。

　それがまた売りに出るのは、破壊されるか一年の期限終了でガチャに戻り、あらためて誰かに引かれその上で売りに出した後だ。とても待ってはいられない。

　自分がタイミングよくその売りを見ることもほぼないだろう。なにしろ世界中のマスターが取り引きしているのだ。カードとの出会いは、一期一会と言っていい。

（……落ち着け、惑わされるな。性能だけでカードを見るな。彼らに失礼だ）

　いかんいかん、と頭を振る。

　ＡＰがどうだろうが、スキルがどうだろうが、大事なのは自分と共に十全に戦ってくれそうな相棒を探すことだ。それには、数字だけを見ていてはいけない。

　それは何より優先すること。アキトには、カードとは道具ではなく共に戦う仲間であって欲しいという思いがあった。

　そう、この、自分にとってはあまり温かみのない世界で、共に立ち、戦ってくれる仲間。それこそが、アキトの欲するカードなのである。

（……なら、勢い任せの火力重視、というのは良くないだろうな。仲間だというのならば、まずは彼らを守ることを考えないと。まずは、防御重視のカードで防御技術を学ぼう）

　ようやく方針が定まった。

　防御重視のカード。ＡＰよりＤＰが高いだけではない、防御するための物を持ち、どっしりと構えたカードがいい。

　量産型ならば、【マニューバ騎士　ポーン】というカードがある。ＡＰ：３８００とＤＰ：３８００のステータスを持つ機械系のカードだ。

　鎧よろいのような外見に槍やりと盾を持つ全長３ｍほどのロボットで、足にはローラーが付き高速で機動する。さらに背中には展開式の翼を持ち、性能は良くないが飛ぶこともできるらしい。

〝機動国家大戦　アイオロス〟というシリーズのもので、兵士の役割を持つらしい。ロボット系のカードは概して頑丈なものが多く、これも名機カードとして人気を誇る。

　性能が良い分、相場は少し張って90万少々。その扱いに関しては、恐らく初心者向きであろう。悪くはない、悪くはない、が。

（……やはり、持つならユニーク。だがナイトという方向性は悪くない）

　ナイト。何かを守る者。最前線に立ち、仲間を守る盾となる者だ。アキトが憧れるＵＲ【剣の乙女おとめ】も姫騎士であるらしい。

　そう、いつかそれを手にした時、自分がナイトの扱いに長たけた者であればそれは誇らしいことだ。ならば、最初の一枚がそのタイプであることは悪くない。

　とは言え、一言にナイトと言ってもバトルカードには多種多様のナイトが存在する。前述の機械系の他にも、魔法を扱うマジックナイトや闇属性のダークナイト、さらには巨人のナイトなど様々だ。

　だがそのすべてが自分の狙える範囲内にあるわけではない。値段の問題がある。あまりに高いものを買ってすぐにそれを失えば、そこでゲームオーバーとなってしまう。

　たとえば、今アキトが見つめている画面には数日前に割られるところを見たばかりの【堕落神殿の昏くらき蜘く蛛も】が表示されている。

　あれからすぐに誰かがガチャで出したのであろうそれには、４８０万ＧＰという値段が付けられていた。

　それは売り手の希望金額であるから、そのままの値段で売れる保証はないが、それでも取り引き価格にして４００万は下るまい。

　これを使って元を取るのに、通常の賭け金程度の試合なら、すべて賭けが成立し一切スキルを使わなかったとしてもおそらく20から30試合程度は勝たねばならない。

　大きな試合をモノにしたりすればその限りではないが、途中で負けたり、割られでもすればその時点で大損だ。

　アキトのような新人が持つには、いろんな意味でリスクが高すぎる。また、体つきが独特であることも加味して、最初の一枚には相応ふさわしくないと思われた。

　だが、逆にレアリティＲ下限ぎりぎりのカードを買ってもそうそう試合には勝てないだろう。少なくともＤＰが４０００は超えており、値段が手頃でかつ自分がなにかを感じるカード……随分と都合がいいが、そんなカードが望ましい。ならば。

「………………よし、これにしよう」

　散々悩み、やがて決断した。

　これだ。この一枚がいい。これこそが、俺の最初の相棒であるべきだ……！

「えっ、やっと決まったんですか、マスター！　どれどれ!?」

　耳ざとくそのつぶやきを聞いていたキャロがぴょんと飛んできて、アキトの手の中のホルダーを覗のぞき込む。ちょっと待て、と仕草で示しながらアキトはホルダーに表示されたボタンを押した。

「……よし、買えたぞ。販売がオークション式でなくてよかった。値段も手頃で、望み通り……こいつはついてるぞ。見てくれ、キャロ」

「はいはいはい！　どれどれ……」

　少し興奮した様子のアキトが、ホルダーの画面をキャロに見やすいように向けた。キャロも嬉うれしそうにそれを覗き込んで、

「…………なにこれ」

　そして、固まった。

　アキトのホルダー。その画面には、憮ぶ然ぜんとした表情で剣と盾を構えた【暗闇に舞い降りた闇を断つ白銀の闇を切り裂くナイト】というよくわからない何かが表示されていた。





　　　　２






「よし、じゃあ出すぞキャロ！」

「……はあ……」

　事務所から移動した、デウス内部の個人トレーニングエリアにアキトの声が響いた。

　ここはホルダーのオプションで借りた空間だ。広さ的には大型の商業施設ほどもあり、圧倒的な力を持つカードがいくら暴れても問題はなさそうだ。

　また、設定でエリアを変更できるのだが、今はデフォルトの〝練習ルーム〟に設定しており、無機質な白い床と壁がどこまでも続いている。

「ついに、俺のバトルカードの初コールか……！　わくわくするな、キャロ！」

「……そうですね……」

　異常に興奮しているアキトに対して、キャロは気のない返事をした。

「なんだなんだ、喜んでくれないのかキャロ？　俺の初バトルカード、君にしても初めての仲間カードじゃないか」

「……そうはいいますけど……。なんていうか……なんなんですか、このカード……？」

　アキトが大事そうに握りしめているカードを見ながら言う。

【暗闇に舞い降りた闇を断つ白銀の闇を切り裂くナイト】。なんという珍妙なカード名だろうか。いくらなんでも闇にこだわり過ぎでは？

　舞い降りて断つ上に切り裂く。三回言わなくてもいいだろう。そこまでボコボコにしては闇が逆に可哀かわい想そうだ。それに、〝白銀の〟の部分も気になる。恐らく〝闇を切り裂く白銀のナイト〟という意味なのだろうが、それを入れる位置が微妙なので〝白銀の闇〟を切り裂くナイトとも取れる。何というか、なにもかもが頭が悪い。

「……もう、カード名からしてポンコツ臭いっていうか……。今、ざっとマスターたちが書き込むフォーラムで評判を覗のぞいたんですが、そのカードすごい評判悪いですよ……たとえば」

「待て、言うなキャロ。他人の評価は聞きたくない。それは俺が自分で判断する」

　びしっと手を突き出して言葉を遮る。他人の意見を聞けば雑念が入る。どういうカードかは、自分で使い自分で決めるべきだ。

「たしかに、ユニークカードの割に驚くほど安くて、しかもけっこう売れ残っていた。だが、それはたまたま使うべきマスターと出会えていなかっただけだと俺は思う。そう、このカードは俺のことを待っていてくれたんだよ」

「……はあ……」

　熱弁をふるうアキトを冷たい目で見つめる。まあ、なにしろ安かったからキャロとしてはそれほど文句があるわけでもない。

　最初に妙に高いカードを買ってすぐに失われるよりかはだいぶいい。ただ、変なカードを使って変な癖がつかないかだけが心配だ。

「まあ、買っちゃったもんは仕方ないですし……練習のつもりでがんばりましょう。では、どうぞ」

「ああ、いくぞ……っ。コール！　【暗闇に舞い降りた闇を断つ白銀の闇を切り裂くナイト】！」

　力を込めて解放の呪文を唱える。

　瞬間、カードから光が走り、煙が吹き出す。そして、それが収まった時……アキトの前には、銀色に輝く西洋式の全身鎧よろいを身にまとった騎士が立っていた。




【暗闇に舞い降りた闇を断つ白銀の闇を切り裂くナイト】

ＡＰ：３８００　ＤＰ：４０００　唯一無二のナイト　男性

ナイトは多くを語らない。ただ守る、それだけでいい。俺、最高のナイトだし──あるナイト
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「…………ナイト、見参」

「おおっ……」

　アキトが思わず感嘆の声を上げる。引き締まった体たい躯く、苦み走った男ぶり、整った金色の髪に黒い瞳。腰には己の腕ほどの長さを持つ長剣を佩はいており、左手には大型のラウンドシールド（円形の盾）が備え付けられている。

　真まっ直すぐに伸びた背筋、高潔さを感じさせる目元、渋い低音の声。あまりにも騎士然とした男が、そこに立っていた。

「……すごいっ……。これが、俺のはじめてのカード……すごい！　なんて強そうなんだ……！」

　アキトが思わず感嘆の声を漏らすと、そのカードはニヤリと微笑ほほえんで答えた。

「やはりナイトの強さは隠そうとしても来た瞬間に伝わってしまう。登場したばかりで頼もしさが溢あふれ出し人気を得てしまうナイトにはやはり死角がなかった」

「おおっ……セリフもかっこいい……！　痺しびれるっ！」

「それほどでもない」

　興奮した様子で褒ほめ称えると、そのカードは謙遜した様子もなく堂々と自画自賛を始めた。……どうやら性格には相当に癖がありそうだ。

　そんな二人を酷ひどくしらけた目で見つめた後、キャロはそのナイトに声をかけた。

「はあ……。自信満々ね、あんた。まあいいわ、私はこのマスター、高たか槻つきアキト様の秘書カード、キャロル・オールドリッチよ。あんた、あんまり頼りにならなそうだけど、来たからにはバリバリ働いてもらうからそのつもりでね。よろしく」

「…………」

「……？　なによ」

　挨拶をしたキャロに視線を送ると、そのカードは沈黙で返した。そうして、やがてやれやれと言った様子で頭を振ると、

「おまえ……そのチンチクリンな様子で秘書を名乗って恥ずかしくないのか？」

　と呆あきれた様子で返した。

「っ……なんですってー!?」

　顔を真まっ赤かにしたキャロが、両手を振り上げて叫ぶ。

「だっ……だれがチンチクリンよ！　誰がどう見ても豊満なわがままナイスバディでしょうが!!　とっ、取り消しなさいよ今の言葉!!」

「わがまますぎて出ているべきところが家出したのでは？　ナイトは訝いぶかしんだ。秘書とは本来もっとバインバインであるべき。これではやる気が出ない、チェンジを要求する」

「なんだとこらああああ!!」

「まあまあ……」

　なおも続けるそのカードに、ムキになったキャロが物理的に噛かみつかんばかりの勢いで詰め寄る。アキトはその間に割って入ると、二人をなだめた。

「なんなんですか、もう、こいつ……！　変人カードもいいとこじゃないですか！　こいつ絶対やばいですって！　今すぐカードに戻して売り払いましょう！　ねえ、マスターそうしましょう！」

「何を言うんだ、まだこれからだろう。彼の名前すら聞いてないんだぞ。……とりあえず、お名前を聞いても？」

　怒りの収まらないキャロがアキトの方にまで詰め寄る。その頭をぐいぐい押し返しながら、アキトがナイトに尋ねた。

「騎士の中の真の騎士、アルファロメオ」

　白銀の鎧よろいを纏まとった彼は堂々とした様子で名乗りを上げる。アルファロメオ。それがこの男に与えられた名であった。

「おお、アルファロメオ……なんて格かつ好こいい名前だ！　ああ、なんて呼ばせてもらおう……ロメオ……そう、いきなり失礼かもしれないけど、ロメオと呼ばせてもらっても？」

「構わない。俺はお前の手札、だが確認する礼儀を知るやつは長生きタイプ。いっぽう礼儀を知らない秘書は戦場の端っこの方で勝手にドブに落ちて惨めに死ぬことになる」

「まだ言うかこの野郎！」

　キャロが吠ほえたが、もうどちらもそれを聞いていない。アキトはロメオの全身を嬉うれしそうに見回していたし、ロメオのほうはマスターに礼儀を持って迎えられたことが嬉しいのか得意げにその視線を浴びている。

　どうやら、二人の相性は良いようだ。キャロにとっては悲惨なことだが。

「……そうだ。折せつ角かく手に入れたんだ、まずはバックストーリーを確認しないと！」

　思い出したように言い、アキトは手に残っているロメオのカードに視線を向けた。本来ならばロメオの姿が映っているはずの場所は今は空白になっており、そこにはなにもない。

　つまり、彼がそこから出た証拠だ。これが手元にある限り、ロメオとアキトは一心同体と言ってよい。

「……どうやって確認するんだったかな？　キャロ」

「……そのまま、カードに向けて〝バックストーリー再生プレイ〟と唱えれば始まります」

　憮ぶ然ぜんとしつつもキャロが答える。

「了解。……〝バックストーリー再生〟」

　嬉しげにアキトが答え、唱える。バックストーリーと言うのはそのカードが持つ設定的な背景のことだ。バトルカードは皆、それぞれがどういう環境にあったどういった存在かなどのストーリーが決められているようだ。バトルカードでないキャロにはないようだが。

　やがて、アキトの言葉に応えたカードが光りだし、ホログラムのように映像を空中に浮かび上がらせた。

「おおっ…………」

　またもやアキトが驚嘆の声を上げる。ロメオはどのようなストーリーを持ち、どのような活躍をした設定なのだろうか。子供のような純真さでそれを見つめる。

　するとそこには、荒野のような場所で朽木の上に腰掛けたロメオが映っていた。

「………………」

「………………」

　アキトとキャロがそれをじっと見つめ続ける。10秒。20秒。30秒たってもナイトは腰掛けたまま動かず、じっとこちらを見つめている。

　映像に何の変化も起きないまま、時間だけが過ぎる。やがてたまりかねたキャロが何か言おうとした瞬間、映像の中のアルファロメオがぐっと右手の親指で自分を指差すと、一言。

「ナイト」

　とだけ告げ、映像は終わった。

「…………意味がわからん！」

　キャロが、プライベートエリアに設置されたベンチをちゃぶ台返しの要領でひっくり返しながら叫んだ。

「何がわからん？　ナイトが自己紹介するためにこれ以上が必要ないことは明らか」

「あるわ！　滅め茶ちや苦く茶ちやに必要あるわ！　性能もどういうキャラなのかも何一つ伝わってこんわ！　あんた、バックストーリーまでポンコツじゃねーか!!」

　ガルルルルと唸うなりながらキャロが吠ほえる。どうもアキトとロメオとは違い、キャロとロメオの相性は最悪のようだ。

「……うーん……これで良いような、悪いような……」

　アキトもさすがに納得しきれない様子で呟つぶやく。らしいといえばらしいのだろうが、彼のことをもっとたくさん知りたかった。

「……いや、でもいろんなことはこれから知っていけばいいんだ。うん。……ロメオ、さっそくだけど一緒に練習をさせてもらっても？」

「構わない。ナイトはいつでも臨戦態勢」

「よし、じゃあ……！」

　簡潔なロメオの返事に気を良くしたアキトが、手元のカードを握りしめてその背後に移動する。広くて力強い背中が自分の前にあり、頼りがいを感じずにはいられない。

　……このカードは、きっと俺を守ってくれる。そんな予感がした。

「ええと、操作は……俺といろいろリンクしているんだったな。どれ……」

　自分の腕を頭の中で動かすように、ロメオの手を動かそうとイメージする。すると、それは思ったとおりにゆっくりと動き出した。

「おおっ、すごいっ……」

　続けて、足、頭を動かす。まるで自分の体のようだ。動かすうちに、ロメオの筋肉の動きや体内を駆け巡る血潮すら感じられてしまいそうなほどである。

「……マスター、動かすだけじゃないです。バトルカードとマスターは、視覚や聴覚も共有しています。ロメオの視線を意識してみてください」

「どれどれ……。……おっ……！」

　言われるままに意識してみると、やがて自分以外の視点が感じられるようになった。ロメオの視線だ。振り返らせてみると、そこには嬉うれしげな顔をした自分が写っている。

「……凄すごいっ……これが、バトルカードか……！」

　本当に凄い。まるで自分の体が拡張されたようだ。いや、それだけではない。こうしてお互いの動きを繋つなげていると、ロメオの思考も僅かながらに伝わってくるようだ。

　お互いがお互いを補佐し合う感覚。それは、アキトにとって心地よい感触だった。

「いいですか、マスター。バトルカードはそれ単体でも自分の意志で動けはしますが、はっきりいって任せきりではあまり実力を発揮してくれません。かといって、相手の考えを無視して操り人形のようにゴリ押ししても、良い動きはできません。それを引き出すには……」

「お互いが協力しあい、補い合うことが必要……だろう？　わかっているさ」

　キャロが言い切る前に、アキトが後半を答える。キャロは小さく頷うなずくと、なおも続けた。

「使用するカードの体の大きさ、手足の長さ、使用する道具、得意、不得意、能力や咄とつ嗟さの判断。それらを把握し、理解し、より引き出すことがカード技術の巧拙を分けます。今のように一枚だけの操作ならまだ簡単でしょうが、ＣＶＣでは人が使える限界と言われている〝同時にカード三枚操作〟がデフォルトになるでしょう。一枚に感覚を割きすぎず、かつ同調して最善の動きをさせ続けることが理想です。……ま、今は一枚を徹底的に使い込むところから練習すべきですけどね」

　三枚。同時に三枚か。それは確かに慣れるまでは大変だろうな、とアキトは思った。

　一枚でもこれほどの感覚の広がりを感じるのだ。三枚分の感覚が増えれば、それを万全の状態で制御するのは至難の業だろう。それ故に、やりがいを感じる。

　早くそこまでたどり着きたいものだ。

「それに、ご存じだとは思いますがバトルカードは〝キャッチ〟することができます。そう唱えれば、指定した一枚をカードの中に戻すことが出来ます。それにより、使用枚数に制限がない状況ならばコールしている手札を取り替えて戦いを続行することができますし、キャッチしたカードはホルダーにしまえば時間と共に傷や疲労が回復します。練習のしすぎでカードが疲労したときは、ホルダーで休ませるようにしてくださいね」

「ああ、ホルダーは本当に凄すごいな……あれ、じゃあもしかしてキャロ、君もカードに戻すことができるのか？」

「いいえ、残念ながら秘書カードは出したり戻したりと言うことはできません。一度コールしたら出っぱなしです。秘書カードは、特別なカードなので」

　ふふん、と自慢げにキャロが鼻を鳴らす。

　それだけではなく、秘書カードはバトルカードのようにその動きを操作することはできない。それは独立した存在であり、出たままだからといって三枚操作の一つには含まれないしそれを阻害もしない。

　秘書カードとはただ主あるじの支援のみを行う、いわばオペレーターのような存在だとキャロは説明を続けた。

「ただし、マスターのホルダーが破壊されたときだけは例外で、その時は私もカードに戻ってしまいます。なので、ホルダーをわざと破壊してカード化する、という手もなくはないですが……。正直、ホルダーの再契約費用を考えるとあまりお得ではありませんね。最後の手段として私をどうしても売りたくなったなら、試してみる手はありますが」

「しないしない、冗談じゃない。いまさら君を手放せるか」

　ブンブンと首を振ってアキトが否定する。まだ出会って僅かな時間しか過ぎていないが、アキトはもうすでにこの妙な秘書カードと過ごす時間を気に入り始めていた。

　どうしようもないところもあるが、彼女の明るさはとても好ましい。

「……しかし、本当にようやくバトルカードを手に入れたが……。思っていたより、ずっと凄いなこれは！　まるでロメオの体が、自分の体のようだ！」

　そう言うと、アキトはロメオに剣を抜かせ構えさせた。どっしりと構えたその姿は、まさにナイトといった風格を漂わせており、嬉うれしくなる。

　そのままぶんぶんと剣を振り回し、長さと重さを確かめる。なるほど、ロメオの装備としてあつらえられたそれはしっかりと手に馴な染じみ、今すぐにでもなにかと戦えそうな感覚を与えてくれる。

　そのまま、前進、後退、盾の構え、左右への素早い移動、軽い跳躍に本気の跳躍、剣による連続攻撃に盾を相手に叩たたきつける動作などを試してみる。ロメオの動作は決して早いとは言えない部類のようだが、防御に関しては相当のものなのではないかとアキトには感じられた。

（……あら。意外と扱えちゃってるじゃん……）

　その様子を離れて見ていたキャロが胸中で呟つぶやく。普通、初めてバトルカードを手にした人間は暫しばらくの間、増えた感覚がなかなか馴染まず悪戦苦闘するものだ。

　それを、このマスターはすでに動作を把握するところまで進んでいる。飲み込みが早い、と言っていいだろう。

（時々いるみたいだもんなあ、カード操作と相性がいい人。そういうタイプってことかな？）

　それは才能であるから、歓迎すべきところではある。危惧していたような、使い物にならないような腕ということはなさそうで安あん堵どする。

　だが、完全に喜んでいられない事情もある。

（……でも、そういうタイプって感覚をカードに預けすぎて、何かあった時に崩れやすいんだよなあ……。一長一短、かも）

〝何か〟とは、すなわち〝カードが破壊された時〟などである。カードに意識を割きすぎたマスターは、その消失時に感覚が狂って戸惑いやすいのだ。

　なにしろ感覚が一人分消えるわけだし、それが大事な存在であれば当然ショックも大きい。

　また、ごくまれにではあるが、あまりにも入れ込みすぎたマスターはカードの破壊により心的ショックを受けてしまい、戦闘不能に陥ることもあるらしい。

　そうなれば、いざというときは使い捨てにしやすいことが魅力であるカードが逆に自分の足かせとなってしまう。本末転倒もいいところだ。

　……このマスターは、そのタイプかもしれない。あまりカードに入れ込みすぎないように、注意を怠らないほうがいいだろう。

「よし、ロメオ！　そこで宙返りしながら剣を振り下ろすんだ！」

「おい、いきなり指示の難易度が高すぎませんかねぇ!?」

　などと言い合いながら楽しげに練習に励む二人を見ながら、そう決める。なんというか、手間のかかるマスターではあるが、ああして心底楽しそうに練習している姿はどこか見ていて気持ちが良い。

　……夢を追いかける者。それを見て、応援したくなるような秘書らしい気持ちがどうやら自分にも存在していたらしい、と、キャロルは少し意外に思いながらも二人の練習風景を眺め続けた。
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　そうして、アキトがロメオを手に入れてから三週間。

　コロッセオの選手通路には、ロメオとキャロを連れて歩くアキトの姿があった。

「……マスター。ついに試合デビューですね……！」

「ああ、そうだなキャロ。ようやく稼ぎ始められるぞ、楽しみにしていてくれ」

　緊張した様子で言うキャロと、自信あり気なアキト。アキトは、この三週間、寝る間も惜しんで、いや、寝るのがもったいないと言いたげなほど熱中してロメオとの練習を積み重ねてきていた。

（いや、しかしほんと、よくあれだけ練習するわ……。この人、練習の才能だけは間違いなくあるわね……）

　すこし呆あきれてキャロが思う。慣れない人間なら、カード操作などものの三十分もやれば疲れ果ててダウンしてしまう。だが、このアキトは放っておくと何時間、いや何十時間でもそれを続けてしまうのだ。鉱山労働出身なだけあって、タフネスは相当なものだ。

　しまいには気絶するまでやっているので、キャロとしてはまめに様子を見ないと気が気でない。

　だが、その甲か斐いあってか、アキトはロメオをそれなりのレベルで動かせるまでになっていた。

（うーん、まああれだけ動かせるようになればザコ相手には勝てるかも……。まずは儲もうけが数万の安全な試合とかをちょっとずつ経験してもらって、ゆくゆくは破壊ありルールで大きな儲けを目指せるかもしれないわねっ……）

　ニマニマと笑いながら思う。なかなかどうして、もしかしたらこのマスターはそれなりの儲けが出せるコロッセオの闘士になれるかもしれない。

　闘士、とはコロッセオで試合に挑む選手のことをいう。花形の闘士ともなれば、それこそ年に何千万というＧＰを稼ぎ出すほどだ。そういう者は、下手にＣＶＣへと上がるよりもむしろ儲けているかもしれない。

　もしこのマスターがそうなったら、たくさんお金が入ってきて、そのお金を使ってまたお金を増やして……。やがてあの狭っ苦しい事務所を埋め尽くすぐらいのお金が雪崩なだれ込んでくるかもしれない。

　しかも、このマスターはあまり金の使い道についてうるさくないから、それはいくらか自分が自由にできてしまうかもしれない。ああ、どうしてやろうか、あれも買って、これも買って、でも買ったつもりで現金として残しておくのが一番楽しいかもしれない。ああ、夢のような金。金、金、金！

　そんなマネードリームに浸るキャロを引き連れながら、アキトもどこか満足げだ。ちらりと左右を見る。周囲には、大勢のマスター。皆、自分の相棒と連れ立って歩いている。

　がっしりとしたロボ系カードの肩に乗ってゆく者、可愛かわいらしい女性カードに腕を絡ませられながらゆく者、頼りになりそうな男性カードと談笑する者。

　いろんなマスターがそこにはおり、そして自分がいまやその一員であるという事実がアキトには誇らしかった。

（……あのカード、強そうだなぁ……。あのカード、どうやって戦うんだろう。……あのカード、あんな凄すごい露出で試合中に大変なことになったりしないのか？）

　いろいろと妄想が捗はかどる。彼らもいつか自分で手にしてみたい。だが。

（……だけど、俺のロメオが一番格かつ好こよくて強そうだな！）

　フン、と鼻を鳴らして思う。この三週間で、アキトはこのロメオを相棒として心から認めるようになっていた。

　無論、そんなわけはない。ロメオの能力はコロッセオでも平均から若干低いほうだろう。また、ステータスは防御寄りだ。人気のないタイプ、売れ残りのカード。

　よってそれは完全に欲目であるが、それでもアキトにとってロメオは自慢だった。

　……だが。

「……おい、見ろよ、あれ……」

「やだ、ウフフ……」

「ははっ、可哀かわい想そうに……」

　アキトとロメオに気づいたマスターたちの一部から、ひそひそ声と笑い声が上がった。

（……？　なんだ……？）

　どうやらこちらを見て笑っているらしいと気づいたアキトが、キョロキョロと周りを見回す。周囲の視線は、どうやら自分のカードであるロメオに向いているらしい。

「……なんだ？　なんで、皆ロメオを見て笑っているんだ？」

「あー……マスター、気にしないで行きましょう」

　それに気づいたキャロが、すこし困った顔でアキトの背中を押す。キャロにはその理由が分かっていた。

「さっ、試合試合！　余計な情報を入れず、お金儲もうけをですね……」

「……ちょっといいかな。君さ……なんでそんなカード連れてんの？」

　余計なことになる前に、とキャロが急せかすが、そんなアキトにニヤニヤと笑っていたマスターの一人が歩み寄って声をかけてきた。

「……なんでそんなカード連れてんの、とは？」

　単純に意味がわからず、アキトが聞き返す。それを聞くと、そのいやらしい目つきをした男はやれやれといった感じで大げさに肩を竦すくめて見せた。

　今度は、周囲からヒソヒソ笑いではなく明確な嘲笑が上がる。

「おいおい、この人、どうやら本当に素人さんらしい！　よりにもよって、こんなとんでもないカスカード引き連れてドヤ顔たぁ、どこの田舎もんだ、あんた！」

「…………カスカード？」

　アキトの表情がこわばる。アキトにとってそれは、聞き捨てならない言葉だった。

　ロメオも、ぴくりと眉を上げる。

「……今、俺のロメオをカスカードと言ったか？」

「ああ、言ったさ。あんた、知らねーようだから特別にタダで教えてやるよ。そのカードはな、数値もクソだがなにより性格に難ありで有名なんだよ。マスターの指示を無視してまるで動かない、言うことを聞かない、その上能力は役に立たない防御型のカスときている。Ｒランクの中でも特に使うべきではないカードの一枚として有名なんだぜ！　そんなことも知らねーでよくそんなの連れて歩けるよなぁ！　俺なら恥ずかしくて外に出られねえぜ！　見る目ねえよあんた、破産しないうちに、お家に帰りな田舎もん！　ハハハハハ！」

（……あちゃあ……）

　キャロが、参ったな、と言った表情で天を仰ぐ。男の言うことは真実であった。マスターたちが書き込みを行い情報交換をする場所、〝フォーラム〟には様々なカードのあれこれが書き込まれている。

　そしてそこには、〝要注意カード一覧〟なる場所も存在し、そこにロメオは大きく記載されてしまっているのである。なにしろ、気に入らないマスターの命令にはてこでも従わないらしいのだ。アキトとは運良く相性が良かったようだが、つまるところ、異常に偏屈なカードなのである。ロメオは。

　男につられて、周囲もどっと笑い声を上げる。とはいえ、笑っているのはマスターばかりでカードのほとんどは見ているだけだったが。同じカードとして、思うところがあるのかもしれない。

「……お前、俺のロメオを馬鹿に……」

「おい、俺のことはいいが俺のマスターを侮辱するな。メチャ許せんのだが？」

　アキトが怒りの表情で前に出ようとすると、ロメオがそれを制して前に立った。それは、己のマスターを守る体勢である。

　コロッセオにおいて、試合場以外では戦闘は不可能であるが、ナイトとしてロメオは自然に主あるじであるアキトを守ろうと動いた。

　だが、相手の男はそれすらも嘲笑で迎えると、ロメオの鎧よろいをゴンゴンとノックする要領で叩たたき再び毒の言葉を浴びせる。

「はっ、引っ込んでろよゴミ。てめえのせいでバカにされてるのがわかんねえのか？　お前程度のカードが勝てる相手なんて、このコロッセオにはほとんどいねえぜ。……まあでも、あんたらお似合いだよ。いかにも元ファーマーの下等な労働者あがりでございって面して、きったねえ格好で歩きやがって。どうせすぐに金も尽きて落ちてくんだから、実際、ガラクタ同士でお似合いだぜホントに！」

「……ちょっと、あんたいいかげんにしてよね！」

　ついにキャロが耐えかねて声を上げた。〝ファーマー〟とは、マスター連中がホルダーを持たない労働者たちを差別して使う言葉である。

「さっきから絡んできて、ちょっとしつこすぎるわよ！　いい加減にしないと、コロッセオの運営に連絡いれるからね！　そうしたら、出入り禁止にされちゃうわよっ……さあ、マスター、気にせずいきましょう、ねっねっ」

　そう言いながら、静かに怒りのオーラを放っているアキトを押してその場を離れようとする。キャロには、この男の狙いがわかっていた。このままではまずい。

　だが。

「……逃げんのか？　カスマスターにカスカード」

　男がその背中になおも侮蔑を放った。

　仕方なしに歩きだしていたアキトとロメオが、ゆっくりと振り返る。そして。

「……あんた、さっきから何が言いたい。まさか、俺達と試合がしたいのか？　なら、してやろう」

　アキトが低い声で言った。キャロが、あっちゃーと言う表情で再び天を仰ぐ。

「へっ、やれんのかファーマー？　……いいだろう、だがそれ一枚しか持ってねえんだろう、どうせ？　じゃあルールは〝ワンカード・ワンキル〟だな。賭け金はいくらにする？　しょぼい金額言うなよ、程度が知れるぜ」

「20万ＧＰ賭ける」

「ちょっ……！」

　キャロが驚きよう愕がくの表情を浮かべる。男が口笛を返した。周囲も、おおっと歓声を上げる。

　無論、好意的な意味ではない。初心者が20万ＧＰを賭けるという意味を、彼らはよく知っていた。

（へっ、アホが、まんまと挑発に乗ってきやがった！　楽して20万ゲットだ、これだから初心者狩りはやめられねえぜ！）

　そう、挑発を繰り返したこの男は、ただアキトを侮蔑することが目的だったわけではない。この男は、初心者を見つけては絡んでその少ない種銭をむしり取る、いわゆる〝初心者狩り〟を得意とするマスターだったのである。

「ふーん、ま、真剣勝負ならそれぐらいは賭けねえとな。いいだろう、特別に受けてやるよ！　俺はこの【流体魔術師】を使うぜ」

　男が自分の背後に控えていたカードを親指で指した。

　それは黒いローブで全身を覆った、妙に目玉の大きい、男性と思われるカードだった。その体の横には、【流体魔術師】というそのカードのカード名とステータスが表示されている。




【流体魔術師】

ＡＰ：４６００　ＤＰ：２２００




　案の定、火力型だ。そして、おそらくユニークタイプのカード。ローブがゆらゆらと揺れており、その内部を窺うかがい知ることはできない。魔術師と言うからには魔術を使うのだろうが、その姿からは実際にどのように戦うかはいまいち想像ができなかった。

　ただ、相手のＡＰはロメオのＤＰを超えており、数値的に見ても、初戦の相手としては手て強ごわいと言わざるを得ない。

「……いいだろう」

　だが、アキトはそれを受けた。隣で驚きよう愕がくの表情を浮かべているキャロの方を見ないようにしつつ。

「よし！　じゃあすぐに登録だ、後でやっぱりナシとか言うなよ、ファーマーさんよ」

「言わない。そちらこそ、逃げるなよ」

　そういうと、アキトは試合の受付に向かってズカズカ歩き出した。キャロが慌てて追いかける。

「ちょっ、ちょっとマスター！　正気ですか！　20万て……20万て！　しかも、〝ワンカード・ワンキル〟はカード破壊ありルールですよ!?　もしも負けた上にロメオを失ったら、どうするつもりなんですかぁ！」

「大丈夫だ。負けないから」

　半泣きで言うキャロに、アキトは歩きながら平然と返した。……その自信は、どこから来るんだよ！　と、キャロが胸中で叫ぶ。

「ロメオ、アンタからも止めてよ、ねえっ……」

「あいつはアキトを侮辱した。俺はその攻撃に対する盾とならねばならない」

　縋すがるように言うが、ロメオも頭に血が上っているのか妙にまともなことを言う。二人揃そろって、いいように熱くさせられている……！

（あああっ、もう、なんて単純な奴やつらなのかしらっ!!）

　もし20万とロメオを失ったらどうなるか。壊滅的損害、とは言わない。だがかなり痛いのは確かだ。次のカードまでは用意できる、その次も多分。だが、その後は？

（それよりなにより、こんな安い挑発に乗ってるようじゃ、これから先やってけないわよおっ……！）

　キャロは、アキトたちが勝つとは微み塵じんも思っていなかった。なにしろ、実戦は初めてなのだ。トレーニングエリアの設備を使って模擬戦闘こそ重ねてきたものの、場数を踏んだマスター、それもいかにも初心者狩りでございという感じの相手に立ち向かえるとは到底思えない。

　だが、しばらく進むとアキトはあたりの様子を窺い、聞き耳を立てている者がいないことを確認してからキャロに振り返ると、

「……なにも、ただ熱くなってやってるだけじゃないさ。チャンスだと思ったんだよ」

　と、落ち着いた声で言った。

「チャンス……？　チャンスってどういうことです……？」

「そのままの意味さ。相手は、こちらを馬鹿にしきっている。こちらが完全に格下で、確実に勝てると思い込んでいる。だから高額の試合にもすぐ飛びついてきた……実際には、俺のデータなんて持ってるわけもないのに」

　淡々とした声でアキトが続ける。

「相手は、俺を見くびり、ロメオを見くびっている。緊張感がなく、準備もない。なら、つけ入る隙はいくらでもある。……相手が情報を持ってないという、こちらの利点を最大限に活いかせる相手だ。儲もうけ時だと思わないか？」

「……おお……っ」

　それっぽいことをアキトが言い、キャロが感心したような声を上げるが、やがてハッと気がつく。

「……それ、相手の情報を持ってないのはこっちもですよね？　それともあいつの試合を見たことでもあるんですか？」

「ない」

「駄目じゃねえか！」

　ぐわっと両手を上げてキャロが突っ込む。やっぱこいつ何も考えてない！

「……だが、俺だってこういう展開を考えてなかったわけじゃないさ。初心者を食い物にする奴やつはどこにでもいるし、カードバトルでそういうことをしている奴がどういう動きをしてくるかは想定していた。だから、そのための練習だってしてきている」

　それは本当のことであった。アキトは練習を積むに当たって、コロッセオの闘士として食い込んでいけるよう、初心者に相手がやってきそうなことを想定したトレーニングを重点的に積んでいたのだ。

「それに、あいつにはお仲間が多いようだ。そいつらもあいつが勝つと思っているのならば、小銭稼ぎのつもりで賭けてくる可能性が高い。……賭けが成立すれば、それだけ俺たちにも儲かる可能性があるだろう？」

「……なるほど」

　こじつけ臭かったが、計算は一応あったようだ。おそらく、言い合いをしながらも、賭け金の事と、自分に勝算があるかということを考えていたのだろう。

　そして、これならば賭けるに値すると思ったからこそ、あえて挑発に乗ったように見せかけたのだ。相手を油断させるために。

「……ただ、いきなり、破壊ありルールに出るのは、ロメオには申し訳ないけど……」

「問題ない。俺とお前ならやれる。むしろ望むところなんだが？」

　申し訳なさそうに言うアキトに、ロメオがにやりと笑顔を返す。こうしていると、フォーラムでの評価が信じられないようだ。

「……そこまで言うなら、私も出来る限りのサポートはします。けど、無理だと思ったら素直に降参してくださいよ？　ロメオを失うこともそうですが、引き際を見誤るマスターは最低ですので」

「ああ、ありがとうキャロ。まあやれるだけやってみるさ。……そうだ、それと。賭けが成立しそうなら俺に10万賭けてくれ。ほとんどの客は敵に賭けるだろうからな。じゃあ、行ってくる」





　　　　４






《さあー始まりました〝ワンカード・ワンキル〟本日第８試合、エルサーク選手対アキト選手！　実況は私、ウサリントでお送りします！》

　やがて試合の時間が来て、コロッセオ中に放送が流れた。賭けが成立した試合にはもれなく実況がつく。アキトと、エルサークというらしい初心者狩りの男の試合は賭けが成立していた。

　アキトの読みどおり、エルサークのことを知っている連中がそちらに賭けたからだ。

　オッズは、エルサーク１・２倍に対してアキトが２・８倍と圧倒的だ。ほとんどの人間は確実な小遣いを得る程度の感覚でエルサークに金を投じていて、アキトに賭けたのは、キャロと大穴狙いの酔っぱらいたちぐらいのものである。

「……おお、これが試合場から見た景色か……壮観だな……！」

　そうして、初めて試合場に降り立ったアキトが感嘆の声を上げた。そこから見上げるコロッセオは、果てしなく観客の波が続いており、圧倒的な広がりを感じさせる。

　そして、その一人ひとりが自分たちの方を見て興奮した様子でなにかを叫んでいるのである。

「……まあ、ほとんどは俺じゃなくて他の試合を見ているのだろうけど」

　アキトの隣の試合場では、人気の闘士が試合を行っていた。試合場同士は薄い透過式の壁に阻まれており、互いが干渉し合う心配はない。

　初試合のアキト対初心者狩りの試合など、興味のない者が多数だろう。

「へっ、よう、あんた高たか槻つきアキトって名前なんだな。クソッタレのヒナト野郎か。ま、今からボコボコにするけど勉強料だと思ってありがたく頂戴してくれよな」

　かなり離れた位置に陣取った初心者狩りのエルサークが、馬鹿にしきった顔で通信をよこしてきた。マスター同士は、ホルダーを介した通信により離れていても会話が可能だ。

「……それはどうも。勉強させてもらいますよ」

　アキトが特に感情のない声で返す。一度は熱くなったが、試合をするとなればそれは横によけておく。無論、勝つつもりではあったが、負けたとしても多くを学ばなければいけない。

　なにしろ、自分の初試合なのだ。おそらく、相手は腕を試す良い試金石となるはずだ。

　そんなことを考えつつ、相手がすでに繰り出しているカードを見つめる。

　流体魔術師。

　あいも変わらず、不気味なカードがそこには佇たたずんでいた。

（……流体魔術師……流体？　名前からは、やはり戦い方が想像できないな……）

　トレードでもフォーラムでも、一度も目にしたことがない。無論、持っているスキルも把握できていない。

　あまりにも情報量が少ない、不気味な相手だった。

『……マスター。マスター、聞こえますか？』

　突然、頭の中にキャロの声が飛び込んでくる。びっくりして周囲を見回すと、観客席の最前列でこちらに手を振っているキャロが見えた。

『キャロ？　これは……？』

『秘書の機能の一つ、脳内でのマスターとの直接通話です。ひそひそ話モードとも言います。これで観客席から支援します、なにか必要なことがあったら言ってください』

　ホルダー越しの通信とは違い、脳に直接言葉が飛び込んでくる。なるほど、これなら他の者に会話を聞かれる心配はない。バトルカードであるロメオとも可能だが、秘書カードともできるのか。なんとも便利なものだ、と感心する。

『そうか、ありがとう。丁度いい、相手のカードの情報、なにかないか？』

『それが……私もその情報を届けようとずっと調べてるんですが、出てこないんです……。多分、フォーラム削除されてます』

　フォーラム削除、とは投稿された内容に対して異議申し立てがあった場合、デウスによりそれが削除されることを言う。カードの情報はそれぞれの勝敗を分けるので、申請すれば消されてしまうのだ。

　おそらく、目の前の男は自分のカードの詳細が対戦相手に伝わらないよう片っ端から削除させているのである。

　なるほど、やることが徹底している。

「おい、何ボケッとしてんだ？　そろそろ試合開始だぜ。構えろよ、ルーキー」

　初心者狩りがニヤニヤ笑いを顔面に張り付かせて言う。たしかに、そろそろ試合が始まるようだ。

《それではルールのおさらいを！　ワンカード・ワンキルはお互い一枚だけバトルカードを出し、その一枚同士で決闘をするルールです！　勝利条件は簡単、相手のカードを破壊するかいずれかの降参で試合終了、そして十分の制限時間が終了した時点で決着がついていない場合はポイントの高いほうが勝ちとなります。また、ポイントは、デウスが公平かつ的確に定めてくれます！　では、両者とも準備ＯＫ!?》

　アナウンサーの、頭部にウサギの耳を生やしたウサリントというカードが事前の説明を入れる。

　両者とも異論はないといった様子で身構えた。

「……ロメオ。頑張るけど、足を引っ張ったらごめん。あと……」

「言葉は必要ない。俺はお前のナイト、気を使うな。それと、だ」

　ロメオを構えさせながらアキトが声を掛ける。ロメオは、仏頂面のままそう答え、そして次の瞬間、試合開始のブザーが鳴り響いた。

《それでは……試合、開始！》

「……あんなやつ。俺とお前の敵ではない」

　アナウンサーの声とともに、言葉を残してロメオが駆け出した。相手は距離を取ったままだ。おそらくは予想通りに遠距離攻撃を得意とするタイプのカード。

　ならば、まともな飛び道具を持たないロメオは、距離を詰める必要がある。

「はっ、やっぱトロくさいぜカスカード！　やれ、流体魔術師！」

　初心者狩りが吠ほえると同時に、流体魔術師の周囲に水の玉が出現した。

　空中に漂っていたそれは突如としてムチのようにしなり、ついで弾丸のようにロメオ目指して一斉に打ち出された。

「……そういうことか……！　ロメオ、防御だ！」

　流体。つまり、液体や気体の総称だ。液体を自在に操るから流体魔術師というわけか。

　アキトの命じるままに、ロメオは飛来した水弾のいくつかを手にした盾で受け、さらにそのうち一つを打ち落とすために剣を振るった。

　水弾と剣がかちあい、水弾がはじけ飛んで、ただの水と化して空中にまき散らされる。

　このように、攻撃に対し攻撃で返す場合には、互いのＡＰが参照される。流体魔道士のＡＰは４６００、ロメオのＡＰは３８００であり、互いのそれには８００もの差があるためロメオの手には鈍いしびれが残ったが、それでも打ち落とすこと自体は可能だった。

　水弾はそれ自体が脆もろく、当てさえすれば破壊できるようだ。また、攻撃がかち合っても純粋にＡＰだけが物を言うわけではない。

　当て方、タイミング、角度、そういったあれこれでいくらでもそれは変化する。ＡＰとはすなわち筋力のようなものであり、むろん数値の高いほうが有利ではあるが、それは限度はあれど技術で補うことが可能だ。

　そしてそれこそが、カードバトルの醍だい醐ご味みとも言えるのである。

「へえ、案外やるじゃねえかルーキー！　今ので終わっちまう間抜けも結構多いんだぜ！」

（だろうな……飛び道具に対する備えを十分に積んできてよかった）

　余裕を崩さないまま初心者狩りが吠ほえ、アキトが胸中で独りごちる。初心者相手、ましてやロメオのようなガチガチの防御系カードを相手にするのならば相手が飛び道具を使いたがることは少し考えてみればわかる。

　それゆえ、アキトは飛び道具を捌さばきながら前進する鍛錬を重点的に行っていたのである。

「だがな……こうしたらどうする!?」

　水弾を防ぎきったロメオが突撃を再開するが、流体魔道士はすばやく後方に跳躍し更に距離をとってきた。

「むっ……」

　そうして、距離を取りつつその周囲に再び水の玉を湧き出させる。それはまた鋭い動きでロメオに向かって射出された。

「出た出た、エルサークの初心者殺し戦法！　あれ、慣れてない時にやられると辛つらいんだよなぁ」

「ああ、追いつこうと頑張ってるうちに削り倒されちまうからなあ。ま、あんなトロいカードじゃ一生追いつけっこねえぜ」

　キャロの隣にいた観客たちがニヤニヤと笑いながら口々に言う。キャロはその様子を見ながら、焦あせった表情を浮かべた。

（そういうこと……！　初心者相手に、エグいことするじゃん……！）

　遠距離攻撃が可能なカードで延々と逃げ回り、一方的に削り倒す。遠距離攻撃というものは初心者には当てること自体が難しく、撃ち合いになれば熟練者のほうが断然有利だ。

　またロメオのような、動きが若干遅く飛び道具も持たないカードとなるとそれはますます最悪で、時間切れまで延々防御させられてポイント負けになる未来が見えきっている。

『……マスター！　相手はポイント勝ち狙いです、どうにか距離を詰めてください！』

　慌ててキャロがアキトに通話を飛ばす。こんなことをやりあっていては、十分などあっという間に過ぎてしまう。

『わかっている、今やっている！』

　アキトが目の前の戦闘から一切目を動かさずに返事をする。その言葉のとおり、ロメオは飛び跳ねながら逃げ続ける流体魔術師を相手に、少しずつ距離を詰めていた。

　飛来する水弾を一つ、また一つと叩たたき落とす。最初は戸惑ったが、慣れればなんということはない。それの動きは遅く、ロメオの鋭い視覚を通せばまるでスローモーションのようだ。

　また、流体魔術師はどうやら同時にいくつでもそれを出せるわけではなく、せいぜいが一度に五発程度であり、そして撃ち出す瞬間にはわずかに動きが止まる。

　数発防げば、いくらか距離を詰められる。そうして数回それを繰り返し、ロメオは流体魔術師をその剣の間合いまであと僅かの距離にまで追い詰めていた。

（あと一歩……次の攻撃を凌しのげば、捉えられる……！）

　アキトの口元に僅かな笑みが浮かぶ。戦えている実感がある。初戦の相手としては厄介だが、やはりやれない相手ではない。また、自分の指示に従いロメオはよく戦ってくれている。それがなにより嬉うれしい。

　今、己のカードが自分の操作を信じ、同じ目標を目指して共に歩んでくれている。これこそが、アキトが望んだ場。その望んだ未来だ。俺は、今、かつての夢の中を歩んでいる……！

　再び流体魔術師が水弾を撃ち出した。ほとんどは外れるかロメオの盾に防がれる。最後の一発を剣で撃ち落とせば、ついに近距離戦闘に持ち込める。

　ロメオの剣が唸うなりを上げて水弾に迫った。……だが。

「……間抜けが！」

「っ……！」

　ニヤリと初心者狩りが笑い、言い放つと共に、その水弾はぬるりとロメオの剣を避よけ、そしてそのままロメオの顔面を強したたかに打ち付けた。

「……ロメオ！」

《おおっと、ここで突如として攻撃に変化をつけたエルサーク選手の攻撃がクリーンヒットー！　ポイントが入りました、これは大きなポイントだあー！》

　アキトが叫び、実況の声が響く。観客席から、おおっと歓声が上がった。

「はっ、間抜けが！　流体魔術師の攻撃がただ水弾を撃ち出すだけだと思ったか!?　こいつは、自由に弾道を操作することが出来るのよ！」

　勝ち誇った初心者狩りが吠ほえる。そして、そうしつつも流体魔術師を跳躍させロメオから距離を取らせる。動きが止まったままのロメオを尻目に、流体魔術師は有利な状況を取り戻し再び水弾を構える。

　アキトたちがようやく稼いだ距離は、すべて振り出しに戻ってしまった。

「大丈夫か、ロメオ!?」

「……問題ない。この程度、ナイトには通用しない」

　心配したアキトが声を掛ける。感覚がリンクしているアキトには、ロメオの顔面を襲った痛みが情報としてのみ伝わっていた。

　カードのダメージは重要な情報だ。持ち主にはそれがすぐに伝わってくる。あくまで情報としてであり、実際の痛みではないのだが、アキトにはそれが自身の痛みのように感じられていた。

　だが、そこはロメオも防御寄りのカードである。ＤＰ４０００は伊だ達てではない。

　まともに食らったとはいえ、流体魔術師のＡＰ４６００による攻撃はさほどのダメージでもなかった。

（……とはいえ、今ので体力を削られ、大きくポイントを取られたのは間違いない……）

　カードには、ＡＰやＤＰの他にも体力というものが存在する。いわば生命力、それは攻撃を受けるたびに削られていき、失えばそのカードは破壊されてしまう。

　そして、その体力はどこにも表示されておらず、またカードごとに違うのである。ＤＰは高いが体力の低いカードや、逆にＤＰが低いのに異常にしぶといカードなども存在するのだ。それは、持ち主が使い込むうちに感覚として知っていくしかない。

　ロメオは、おそらく体力も高いタイプではあるが、それを失っていけばカードは徐々に動きも衰えてくる。ただでさえ追いつくことに苦心しているのに、更に遅くなっては追いつけるはずもない。

「ははっ、どうしたルーキー、一発食らったぐらいでお手上げか!?　言っておくが、すべての水弾は自在に動かすことが出来るんだぜ！　防ぎきれるものならやってみせろよ！」

　再び初心者狩りが吠ほえて、水弾を撃ち出す。今度のそれは直線的なものばかりだったが、アキトたちにはいつ変化してくるかがわからない。慎重に一つずつ防ぐしかない。

（……全部、自在にだと？　本当にか……？）

　アキトの心に疑念が湧く。実際の所、初心者狩りが語ったそれはブラフであった。流体魔術師の水弾はたしかに、射出時に弾道の操作が可能だったが、それは初心者狩りの腕ではほんのわずか、一度に一発程度の制御が精一杯であった。

　熟練者であれば、それこそすべてを自在に動かすことも可能であろうが、練習嫌いで楽に勝つことを至上とするこの男にとっては初心者に勝てる程度の実力があればそれで十分なのだ。

（……なんにしろ、このままでは判定負けだ。距離を詰めなければ勝てない。なんとかしないと……！）

　アキトの指示でロメオが再び前進を開始する。それに合わせるように流体魔術師が再び水弾を発射した。

　そのほとんどは防がれたが、うち一発が急に角度を変えロメオの肩を掠かすめた。

「くっ……」

《おおっと、再び攻撃が入った！　エルサーク選手、着実にポイントを積み上げていくー！　アキト選手、これは厳しいー！》

　実況が煽あおりを入れる。掠める程度でも、ヒットはヒットだ。小さいが、ポイントにはなる。

「へっ、どうだルーキー、てめえなんか俺の相手じゃねえ……！　どうだ、詫わびをいれるならそのカスカードを叩たたき割るのだけは勘弁してやるぞ！　とっとと〝サレンダー〟しちまえ！」

　勝ち誇った初心者狩りが吠ほえる。〝サレンダー〟とは、そのまま降参の意味だ。サレンダーを宣言すれば、その場で負けが確定する。

　むろん、これはアキトを焦あせらせるための発言だ。こう言えば、相手は大体ムキになって無謀な突撃をしかけてくる。そうなれば、後はそれを刈り取るだけだ。

　初心者狩りは、アキトの激高かもしくは絶望を期待した。だが。

「…………」

　アキトは、ひどく静かな表情を浮かべていた。怒りも、絶望もそこには見えない。

　いや……それどころか、僅かにその口元には笑みが浮かんでいた。

（……楽しい……これが、対人戦か……！　相手も勝ち筋を持ち、それをこちらに叩たたきつけてくる……！　ゾクゾクする……なんて楽しいんだ……！　これが……これが、カードバトル！）

　実際にダメージを受けているロメオには申し訳なく思う。自分の未熟さで傷を負わせてしまった。

　だが、カードの傷は戦闘終了後にホルダーに戻せば時間と共に消え去る。また、カードは痛みに強く、そして今まさに攻撃を浴びたロメオ自身がそれを意に介さず、むしろ闘志を漲みなぎらせている事が伝わってくる。

　楽しんでいるのだ、ロメオも。今、共に助け合い、敵に立ち向かっているこの瞬間を……！　ならば、勝たねば。俺たち二人の力を、もっと示さなければ！

「っ……。なんだ、こいつ……」

　ゾクリ、と初心者狩りの背筋に冷たいものが走る。

　普通、こうなれば初心者というものは動揺するものだ。だというのに、逆に目の前の男はより冷静になっていくようだ。

　こいつは、なにかやばい……。経験が、そう思わせた。もっとポイントを稼いでおかねば、何が起こるかわからない。いや、できれば割って勝負を決めてしまいたい。

「……流体魔術師！　やれ！」

　命令とともに、流体魔術師が出せるだけの水弾を同時に放った。そのほとんどはやはりロメオの防御に阻まれる。さらにその一つは的を大きく外し、そのまま後方に飛び去るように思えた。だが。

（……馬鹿め！　かかったな！）

　突如として、それは大きく角度を変えロメオの後頭部に迫った。それは初心者狩りが今まで隠していた、一番の得意とする不意打ち戦法だ。

「っ……危ない、ロメオ！　後ろ！」

　それに気づいたキャロが観客席から身を乗り出して叫ぶ。咄とつ嗟さのことで、通話でなく声を上げてしまったため、それは他の観客の歓声にかき消されて二人には届かない。

　気づかない状態で後頭部にまともに攻撃を喰くらえば、いくら頑丈なロメオでもどうなるかわからない。最悪、割れてしまっても不思議ではない。

　初心者狩りは勝利を確信した。

　だが。

「ロメオ！　宙返りだ！」

　アキトの声とともに、ロメオの体が素早く跳ね上がり空中で弧を描く。そして、その勢いのまま己の死角から飛来していた水弾を勢いよく剣で切り払った。

「なにっ……！」

　初心者狩りが驚きの声を上げる。流体魔術師の操作に一瞬の空白ができた。

　その隙を逃さず、きれいに着地を決めたロメオが弾丸のように駆け出し、一気に距離を詰める。

「……うまい……！」

　思わずキャロが感嘆の声を上げる。なぜロメオが死角からの攻撃を、見もせずに叩たたき落とせたのか。それは、アキトの視覚があったからである。

　マスターはカードと視覚を共有している。同時に、カードもマスターの視覚を共有しているのだ。

　アキトは、ロメオの視覚だけに頼らず、遠くに位置する自分の視覚もきちんと把握して、敵の手を読み切りロメオに的確に指示を出したのだ。言うことは簡単だが、これが初心者にはなかなか難しい。大体は、片方の視覚に頼りきりになってしまう。

　だが、アキトは訓練としてそのことをきちんと意識し練習を重ね、俯ふ瞰かん的てきなマスターの視線の重要性にもよく気づいていた。

　それは、マスターとしてのアキトの手柄ではある。だが。

（……うおおおっ、さすが俺のロメオ、格かつ好こいい……！　なんて華麗な動きだ、しかも奇麗に水弾を両断するなんて！　俺のカードは、最高だ……！）

　アキトの心にまずあるのは、ロメオに対する賛辞だった。

　自分は二の次、大事なのはカードにどれほど格好良く動いてもらえるか。つまりはそういう男なのであった。

「うおおおっ！」

　ついに距離を詰めることに成功したロメオが、雄お叫たけびとともに斬撃を放つ。その一撃は流体魔術師の体を掠かすめ、ローブの一部を引き裂いた。

　流体魔術師は慌てて距離を取ろうとするが、ロメオは強引に距離を詰めてそれをさせない。やがて、流体魔術師の背中が試合場を隔てる透明な壁にぶつかった。

「しまっ……」

　初心者狩りが焦あせった声を出す。それに勢いづいて、ロメオが更に前に出る。流体魔術師のＤＰは２２００、ロメオのＡＰは３８００。１６００もの差であり、また流体魔術師はどう見ても体力のある方には見えない。一撃がまともに入れば勝負はそこで終わりかねない。

　勢い込んだアキトが、ロメオに攻撃を仕掛けさせようとした、その瞬間。

「……馬鹿め、かかったな！　流体魔術師、メインスキル！」

　ニヤリと表情を変えた初心者狩りが、手慣れた動作で己のホルダーからカードを取り出して掲げる。

　スキルカード。ユニークカードに備わった力、それを開放するためのカードだ。

「……〈激流槍やり〉！」

　宣誓とともに、スキルカードが輝きを放ち、その姿を消す。そしてそれは力となって流体魔術師に流れ込み、そして。

「オオオオオオッ!!」

　そのローブが翻り、体が露出する。流体魔術師のその体は、驚くべきことに頭部以外がすべて水で出来上がっていた。

（……こいつ……体が水でできているのか！　だから流体魔術師というわけか……！）

　驚くアキトの目の前で、流体魔術師のその水でできた体が膨れ上がり、やがてそこから激しい水流が飛び出した。それは、槍のように鋭さを持ち凄すさまじい勢いでロメオに迫る。




【流体魔術師】メインスキル：〈激流槍〉

使用後、このカードのＡＰに１０００足した威力の大型の水槍を射出する。

このスキルの使用後、僅かな時間このカードは水弾を使用できなくなる。




（貰もらった！）

　初心者狩りが勝利を確信する。ランクＲのＡＰが１０００上昇する効果は大きい。流体魔術師の元のＡＰが４６００であるから、この攻撃は５６００の威力を持つこととなる。

　この威力ならば、ロメオの守りも難なく貫ける。隙も突けた。スキルカードを切らされたことは屈辱かつ出費ではあったが、勝てるなら何の問題もない。

　多少手こずったが、所詮はルーキー。勝利を焦あせりカウンターを食らって負ける、そういう情けない敗北がお似合いだ。

　これで終わりだ！　初心者狩りが確信した、その瞬間。

「……ロメオ！　メインスキル！」

　それに反応するように、アキトの手がホルダーを掠かすめ、そこから一枚のカードをかっさらう。力持つそれを差し向け、アキトは吠ほえた。

「〈アキュネイオンの大盾〉！」

　その刹那、ロメオの持つラウンドシールドが強烈な光を放つ。

　そして、ロメオの胴体を狙っていた激流槍やりはその光に吸い込まれるようにして大きく角度を変え、その盾にかち当たり、防がれ、砕け散り、やがてただの水滴と化して周囲に飛び散った。

「……なにいいい!?」

　初心者狩りが、驚きよう愕がくの声を上げる。対照的に、アキトはぐっと拳を握りしめて会心の笑みを浮かべた。

（……決まった！　読みどおりだ！）

　防御を得意とするロメオの、そのメインスキル。それは、周囲の攻撃を盾に引き付け受け止める、守りの能力だったのだ。




【暗闇に舞い降りた闇を断つ白銀の闇を切り裂くナイト】メインスキル：〈アキュネイオンの大盾〉

僅かな時間、自身のＤＰを二倍にし、周囲の敵からの攻撃を自分の盾に引き寄せる。この効果中にダメージを受けた場合、このカードが破壊されることはないが、ダメージの蓄積がこのカードの体力を上回っていた場合、効果終了後にこのカードは破壊される。また使用後にこのスキルを再度使用するには若干のクールタイムが必要となる。




　初心者狩りは、ロメオのこの能力を知っていた。ＤＰ二倍は驚異的な効果である。ＲカードのＡＰの最大値が７９９９なのだから、効果時間中は一枚のＲカードに割られることがほぼなくなるほどだ。その規格外の効果に、コロッセオができた当初は期待され高値で取り引きされていたらしい。

　だが、このスキルは効果時間が極めて短いため取り回しが難しく、またクールタイムと呼ばれるスキルを使用できない時間も若干と書いてある割にはやや長めで、使い所を誤ると致命的である。さらにロメオ自体が性格に難のあるカードであるため、やがて使いものにならないと言われるようになり、現在では不当に低い評価を受けているのだ。

　それゆえ、初心者狩りはまさか目の前の初心者丸出しの男がこの土壇場でそれを的確に使ってくるなど思ってもみなかったのだ。

「今だ、ロメオ！　いけ！」

　流体魔術師は、己が体の水分をほとんど射出してしまい、次の水弾が出せない状態になっている。人間風の頭部から、いまや棒人間のように痩せ細った水の体が垂れ下がっているだけだ。

　アキトの声に後押しされるように、スキルを出し終わったロメオが猛烈な勢いで駆け出し、流体魔術師の顔面にシールドによる打撃、〝シールドバッシュ〟を食らわせる。

　甲高い音と共にその顔を打ち据え、怯ひるんだ流体魔術師にさらに剣を振りかぶると、

「うおおおっ！　ナイト・ハイパースラッシュ！」

「……アアアアアアアアアアッ!!」

　力強い謎の雄お叫たけびとともにそれを振り下ろす。流体魔術師のヤワな体は頭部から奇麗に断ち切られ、その口から絶叫が上がり……そして初心者狩りの手元にあった彼のカードが一瞬輝いたかと思うと、パンッという炸さく裂れつ音おんとともに粉々に砕け散った。

「……うおおおっ……俺の流体魔術師がぁ！」

《……そこまで！　勝者、アキト選手！　見事な逆転勝ちを決めたああああ!!》

　初心者狩りが絶叫を上げ、アナウンサーが興奮した様子で勝者を告げる。同時に試合終了のブザーが鳴り響き、観客席から歓声が上がった。

「うおお、あのルーキー、初心者狩りのエルサークに勝ちやがった！　やるじゃねえか！」

「ああああ馬鹿野郎、なに勝ってんだああああ！　俺ぁ、エルサークに三万も賭けてたんだぞ！　金返せえええええ！」

　悲喜こもごもの叫びが上がる。その中で、キャロは呆ぼう然ぜんとそれを見ていた。

「……信じられない……勝っちゃった」

　賭けろ、と言われたから賭けてはいたが、正直アキトの勝利をあまり信じてはいなかった。あまりにも無謀で愚かなマスターだと思っていた。いきなり散財して、高い勉強料になるぞとも思っていた。
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　だが、アキトは勝ってみせた。それも、素晴らしい内容でだ。……もしかして、もしかしてだが。……ウチのマスターって、才能ある？

「……はあっ……はあっ……」

　一方、勝利を得たアキトは荒い息を吐いていた。自分が走り回ったわけではないが、極度の緊張と興奮で息をするのも忘れていたのである。

　実際のところ、強気なことをいろいろ言いはしたが、アキトも不安だったのである。なにしろ、初試合だ。しかも負ければようやく手にした相棒を失いかねない。

　金はこの際いい。だが、もしロメオを失ったら……。試合自体は思っていた以上に楽しいものであったが、同時にアキトはカードを戦わせるという行為の業の深さにも気づいていた。

　ちらり、と初心者狩りの方を見る。彼はカードを失った自分の手をじっと見つめていた。

　そうしなければ勝てなかったとはいえ、流体魔術師を破壊してしまったことに心が痛む。

　試合は、カードたちがしたくてしていることではない。すべてこちらの都合だ。

　それを、見世物にされ、殺し合いさせられるカードたちは辛つらいのではないか……？　アキトの心に、不安がよぎった。

　だが。

「……気にするな、マスター。俺たちは戦うために生まれた存在。つまらんマスターに操られていたことには同情するが、あいつも別になんとも思っていまい。次は良いマスターに出会えることを夢見て、今頃はガチャで穏やかに眠っているはずだ」

　それに気づいたロメオが振り返り、アキトを諭す。その顔には、なんの曇りもなかった。

「俺達にとって、割れることは通過点に過ぎない。記憶を失い、苦痛もなく次の出番を待つだけだ。だが、もし大事に思ってくれるのならば……」

　そこで、一旦ロメオが言葉を区切った。そうして、あらためて僅かな微笑ほほえみとともに、

「共にあるうちは、互いに認め合う関係でいてくれればそれでいい。……いい試合だった、正直ナイトも満足と言わざるを得ない」

　そう告げた。

　アキトの心に、温かいものが広がる。そうだ、彼らは戦うためにいるのだ。ならば、彼らが一番輝くのは戦いの中。そして、自分はそんな彼らを誰よりも輝かせたい。それが自分の夢だったのだ、とあらためて確信する。

　自分は、たった今、侮蔑に晒さらされたこの相棒がけっして駄目なカードなどではないことを示せた。そのことが、何より嬉うれしい。

『……マスター、見事な勝利でした！　儲もうかりましたね、やったね！　さあ、観客に応えてください、人気商売ですからねコロッセオの闘士は！』

　キャロがそう通信をよこす。見上げると、自分の試合を観戦していたらしい観客の一部がこちらを見つめている。

　少し照れくさかったが、アキトが手を振ってそれに応え、観客は拍手でそれを迎えた。

　……こうして、高たか槻つきアキトはコロッセオのデビュー戦を白星で飾った。

　そしてそれは、アキトのマスター人生の、その始まりとなったのである。
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　　　　１






　──そういったわけで、なんやかんやでアキトとロメオは危機的状況に陥っていた。

「おらっ、死ねえ！」

「囲め、囲め！　逃がすな、絶対に仕留めろ！」

「ポイントは俺のカードがいただく！　どきやがれー！」

　試合場に敵チームのマスターたちの怒声が響き渡る。その指示のままに、多数のその手札たちが銃弾や炎、雷といった攻撃をこちらに向けて放ち続ける。

　その攻撃の嵐の中を、ロメオとアキトは必死の形相で逃げ回っていた。

「はあっ、はあっ……ロメオ、しっかり！　時間を稼ぐんだ！」

「はあっ、はあっ……わかっている、だがそろそろお疲れモードなんだが!?」

　お互い息を切らしながら言葉を掛け合う。二人は今まさに、コロッセオで、ルールの一つである〝レッド・オア・ブラック〟という競技に参加しているところだった。

「あはははは、なんだありゃ！　あいつら、スゲー必死に逃げてやがる！」

「頑張れ頑張れー、追いつかれるぞ！　逃げろ、へっぽこコンビー！」

　二人のその必死な姿は空中に浮く巨大なスクリーンの一つに映像として映し出され、それを見た観客から笑いと冷やかしの言葉が飛ぶ。

　それを観客席で聞きながら、キャロは頭を抱えていた。

（あああああっ、だからこういう団体競技は向いてないんじゃないかって言ったのにい！）

〝レッド・オア・ブラック〟は団体競技だ。複数のマスターが２チームに分けられ、互いに争い合う。その数は試合の規模によって違い、今回の場合は30人対30人となっている。マスターは全員一枚だけバトルカードをコールし、試合時間の終了かどちかのカードが全滅するまで続く。

　試合途中での棄権は認められておらず、それゆえマスターにとっては危険度が高いものの、観客には人気のルールで、動く金も大きく、もし自分の手札が破壊されてもチームが勝利さえすれば賞金の山分けにありつける。

　腕の悪いマスターでも稼げる可能性のあるルールであるため、参加希望者が多く、その中から互いのチームの実力が均等に近くなるようデウスが振り分けてくれる。

　……のだが。その日、アキトが興味本位で参加したそれは、アキトの所属するレッドチームの大半が序盤に無理な突撃をして早々に手札を失い場から消え、逆にブラックチームはほとんどが健在という状況と成り果てていた。

　そして、出遅れゆえの生き残りであるアキトの手札、ロメオが今こうして集中砲火を浴びているのである。

「はあっ、くそっ……こんな試合、出るんじゃなかった！　すまん、ロメオ！」

「謝られても今この状況はどうにもならないわけだが！」

　このルールは、多数による戦闘なため割り当てられたフィールドが相当に広い。

　その中をロメオと離れすぎないよう共に走りながら、アキトが謝罪した。

　カードはどれほど離れていようとも、それこそ星の反対側からでも遠隔操作が可能だが、距離が離れれば操作感覚というものは狂いやすい。全力で戦うのならば、つかず離れずが望ましいのだ。

　……あの初戦闘から一カ月、アキトは色々なルールで試合に参加し、勝ったり負けたりを繰り返していた。負けの理由は大体相手の逃げ切りを許したポイント負けであり、ロメオの弱みを突かれた形が多い。

　だが賭け金の収支としてはけっこうプラスがついており、それゆえキャロは上機嫌であった。それなりに名も売れてきて、アキトの試合ならばと賭けをしてくれる観客もついてきており、ルーキーとしては絶好のスタートを切ったと言っていい。

　そうして、余裕の出てきたアキトとロメオが次に出場を決めたのがこの〝レッド・オア・ブラック〟なのである。

　それは、集団戦闘というものに対する備えも持っておきたいという考えからだ。

　だが、それが完全に裏目に出た。敵はここぞとばかりに生意気なルーキーを潰つぶしに来ている。いくら頑丈なロメオでも、あの数から集中砲火を浴びたらひとたまりもない。

　また、周囲すべての攻撃を集めてしまう〈アキュネイオンの大盾〉を迂う闊かつなタイミングで使えば、許容量を越えた攻撃が集まってきてしまい盾が持たない。試合終了まではまだまだ時間がある。このままでは、ロメオの命は風前の灯ともしびと言わざるを得ない。

　それでもどうにか敵集団から距離を取ると、アキトは周囲を見回し始めた。

（誰か……誰か協力できるやつはいないのか！）

　味方は完全に壊滅したわけではない。それでもまだ半数ぐらいは残っているはずなのだ。

　そうしていると、試合場の端のほうで震えている味方チームのマスターが目に入り、慌てて駆け寄り声を掛ける。

「ちょっと、そこのあなた！　手伝ってくれ、このままじゃ俺のカードがやばい！」

　藁わらにもすがる思いだったが、相手の返事はにべもなかった。

「むっ、無理、僕これが初試合だから！　ていうかこっち来ないで！　僕の【水の妖精　リリル】たんが巻き込まれちゃうじゃないかあ！」

　そのぽっちゃりとして蝶ちようネクタイをつけた眼鏡の男性がプルプル震えながら悲鳴のような声で答える。その頭上には人の三分の一ぐらいのサイズの、青い髪をした可愛かわいらしい少女が浮いており、申し訳無さそうな顔でこちらを見ていた。




【水の妖精　リリル】

ＡＰ：４１００　ＤＰ：２８００




　水の妖精リリル。水を自在に操るカードで、そのマスコット的な愛らしい外見から一部のマスターたちに異常な人気を持つ、ある意味有名なカードである。

「巻き込まれるって……これ、試合だろ!?　あんたも闘士なんだから、戦うのが当たり前だろっ……！」

「無理無理無理無理！　僕、やっと手に入れたリリルたんを見せびらかすために来ただけだもん！　チーム戦ならボケッとしてれば終わるっていうから出てみたのに、いきなりピンチじゃないかあ！　お小遣いはたいて買ったリリルたんをいきなり失うなんて嫌だお！」

「……ええ……」

　思わず呆あきれてしまう。こんな人間でも闘士として登録できてしまうコロッセオは懐が深いと言うべきか適当と言うべきか。

　よく見ると、蝶ネクタイの彼が着ている服は随分と仕立てが良いようだ。おそらく良いところのボンボンなのだろう。コロッセオは、上を目指す者の練習場以外にも金持ちの遊び場としての側面を持つ。

　どちらにしろ、これでは戦ってくれたとしても当てにはなるまい。足を止めていてはロメオがより危険な状況に陥ってしまう。アキトは仕方なしに再び駆け出そうとしたが、その時。

「なんだぁ、こんなところにも食い頃の雑ざ魚こがいるじゃねえか！　へへっ、ポイントいただきだぜ！」

　敵、ブラックチームの一人がニヤニヤ笑いながら距離を詰めて来た。その傍かたわらには、全身に炎をまとった全長４ｍほどの巨人が付き従っている。【ラグナロクの尖せん兵ぺい】という名の量産型カードだ。




【ラグナロクの尖兵】

ＡＰ：４２００　ＤＰ：３１００




「ひいっ！　ぼっ、僕は棄権する！　もう抵抗しません！　だから、僕のリリルたんを壊さないでぇ！」

「ばぁか、この競技に棄権はねえよ！　高いカードで申し訳ねえがな、観客の皆さんはそういうのが割れちまうところを見るのが大好きなんでなぁ！　俺がＭＶＰになるための餌になりなぁ！」

　蝶ちようネクタイが地面に這はいつくばり懇願するが、相手の男はニヤニヤ笑ったまま言い放つ。

　この競技には、通常の勝敗以外にＭＶＰという制度がある。その試合で一番活躍した選手が一人選出され、多額の賞金を受け取ることが出来るのだ。

　この試合の規模なら、おそらく１００万単位の賞金となる。馬鹿にならない金額と言っていい。

「やれ、尖兵！　割れるやつから割っちまえ！」

「ヴォオオオオオオオオオ!!」

　ブラックチームの男の命令と共に巨人が咆ほう哮こうし、続いてその口から炎が吐き出された。それはそのまま猛烈な勢いで空中を進み、リリルを取り巻こうとする。

「キャッ……」

「うわあああ！　リリルたぁん!!」

　妖精リリルとそのマスターが悲鳴を上げる。無防備なまま、それは炎に巻かれ消し飛ぶかと思われた。だが。

「……ロメオ！　フォローを！」

「おおっ！」

　アキトの指示のままに、その間にロメオが飛び込む。そして、自慢の盾でその猛烈な炎の吐息を受け止めた。

「なにっ……こいつ！」

　相手の男が声を上げる。ロメオはなおも吹き付けられる炎を受け止めながらも、逆にじわじわと距離を詰め始めていた。防御に関してならば、ロメオはそこらの量産型の攻撃など物ともしない。

「……あんた、もういい。そのカードが大事なら、とっとと逃げろ。ここは俺とロメオがどうにかするから」

「えっ……」

　驚いた表情の蝶ちようネクタイにアキトが声を掛ける。それは、あまり賢い選択とは言えなかった。なにしろこちらにも余裕などない状況である。こんなところで、頼りにならない味方を守っている場合ではない。

　だが、アキトは守ることを選択した。それが彼への同情からなのか、それともカードへのものなのかはわからない。

　だが、確かなことは、ロメオに自由意志があるならばこの状況ではきっとそうするであろうということだ。

「……ごめん、ロメオ。状況が悪くなったが……」

「問題ない」

　ニヤリと笑ってロメオが返す。やがて息切れを起こした巨人が炎を止め、その隙を見逃さずロメオが跳躍した。そのままの勢いで相手の顔に自慢の剣を突き立てる。

「ヴォオオオオ！」

　巨人が悲鳴を上げ、地響きを立てながら倒れ込む。ロメオのＡＰでは一撃というわけにはいかなかったが、十分な隙を作れた。

「ほら、とっとといけ！　今なら大丈夫だから！」

「ごっ……ごめんなさい！」

　そう言うと、蝶ネクタイは己のカードを抱きしめるようにして脱だつ兎との勢いで逃げ出す。

　その腕の中でリリルが申し訳なさそうにこちらを見ているのがアキトの印象に残った。

　そうしている間にも、倒れ込んだ巨人にロメオが追撃を撃ち込もうと迫る。振り上げられる剣、だがその一撃は突如として横合いから放たれた銃撃に阻まれた。

「むうっ……！」

　咄とつ嗟さの判断により盾でそれを防ぐ。続いて、鋭く尖とがった木片や輪っか状の刃物、さらには光線のようなものが殺到し、ロメオは追撃を諦め下がらざるをえなくなった。

　見回すと、周囲には十体近くものカードが集まってきていた。銃を構えた兵士、背中に木を生やした犬のようなもの、ローブを纏まとった小柄な魔法使い……全て敵である。

　巨人とやりあっている間に、先ほどの集団に追いつかれ取り囲まれてしまったのだ。

「へへっ、捕まえたぜぇ盾野郎！　随分としぶとかったが、これで終わりにさせてもらう！」

「派手に割れちまえ、お客さんがお待ちだぜ！」

　相手のマスターたちも下卑た笑いとともに追いついてきた。やがて炎の巨人も立ち上がり、怒りに燃える目でこちらを睨ねめつけてくる。絶体絶命と言っていい。

「……一人相手に、ここまですることないんじゃないですか？　これじゃ印象は良くないですし、ＭＶＰも取れないのでは？」

　わずかに汗をかきながら、あたりを見回し、逃げられそうな隙を探しつつアキトが言う。どうにか時間を稼ぎたい。このままでは、ロメオが失われてしまう……。

「はっ、チーム戦ってのはこういうもんだ。多数で少数を囲める状況、それをたくさん作るのが勝つ秘ひ訣けつよ。文句は、とっとと突っ込んできてやられた馬鹿な味方に言いな」

　相手チームの一人が怯ひるんだ様子もなく答える。なるほど正論だ、とアキトは胸中で感心し、いや感心してる場合ではないと自分でツッコミを入れた。

　……駄目だ、相手は許してくれそうにもないし、完全に囲まれた。これでは、どうにもならない……！

「さあ、やっちまえ！　とっとと仕留めて、もっとポイントを稼ぐぞ！」

　敵チームの一人が叫び、カードたちが主あるじの命じるままに飛び道具を一斉に放ち始める。まさに万事休す。そしてそんなアキトとロメオを、遠くから眺める者がいた。

（……可哀かわい想そうに、仲間にも見捨てられおったか。ワシがあっちのチームにおったら、助けてやれるのにのぉ……）

　輝く頭部を持つその男は、相棒として小型の龍りゆうのようなカードを連れている。

　そのカードの名前は、【ボルコ】。ユニークカードの一枚であり、そしてそれを連れている者こそ、いつぞやアキトが目にした試合の勝利者、〝雷光のサトシ〟であった。

　雷光の二つ名は、雷のように素早く己のカードを操るその操作技術からつけられた、と言われているが、実際のところはその光り輝く頭部を皮肉ってつけられたものである。

「……とは言え、ワシは敵の身。何もしてやれん……試合というのは、無情なもんじゃのお、ボルコ」

「キュゥ」

　サトシが声を掛けると、ボルコが可愛かわいらしい鳴き声で返事をする。サトシは、アキトの敵であるブラックチームに所属していた。そして、アキトのチームメイトを多数撃破したのもこのサトシなのである。

　獣系カードを専門に扱う古株のマスター、サトシ。その実力は、使いにくいと言われる獣系の使い手でありながらベテランマスターたちに一目置かれるほどである。

　さすがに自分があそこに混ざるといじめのようになってしまう。サトシはそう判断し、遠くからアキトたちの苦境を見守るのみであった。

「ぐうっ……！」

　そうこうしているうちに、ロメオは周囲から飛来する無数の攻撃に翻弄されダメージを蓄積させていっていた。相手一人一人の実力はそうたいしたものではなさそうだが、こう数が多いとどうにもならない。

（やばいっ……ロメオっ……！）

　じわりと背中に嫌な汗が溢あふれ出す。濃い敗北の臭い、絶望の香りがアキトの胸中を染め上げていく。

『ちょっと、マスター！　しっかりしてください！　このままじゃ大損しちゃ……あ、右！　右から来ますよ！』

『わかっている……！』

　飛んできたキャロの通信に返事をしながらロメオを操る。炎が肩を掠かすめ、ロメオ自慢の金属鎧よろいが火傷やけどするほどの熱を帯びる。

『次、左っ……あ、後ろに回り込んでるやつがいます、避よけて！』

『くっ……』

　左から飛んできた木片がロメオの顔の真横を通り過ぎ、頬ほおから血が舞う。構う余裕もなく、背後に回り込んでいた敵の攻撃を盾で受け、次いで蹴り飛ばす。

　対処はできたが、動きが一瞬止まってしまった。その隙を見逃さず、敵の一体、【ラグナロクの尖せん兵ぺい】が猛然と距離をつめてきた。

「よっしゃ、もらった！　トドメをくれてやれ！」

　ブラックチームのマスターの一人が吠ほえる。男の操作する炎の巨人が、手にした戦せん斧ぷを振りかぶった。

　男が勝利を確信した、その時。

「……そうですか。では、遠慮なく」

　男の耳に、背後から聞き覚えのない声が届いた。何事か、と振り返ると、そこには白い服に身を包んだ美しい女が立っていた。

「なっ……」

「マスラオ……やりなさい」

　瞬間、その脇から影が飛び出した。それはそのまま巨人の懐に飛び込むと、

「チェストォ！」

　叫びとともに、鋭い一撃を見舞った。

「ヴォオオオオオ！」

　拳が巨人の腹に突き刺さり、巨体がくの字に曲がってその口から絶叫が上がる。凄すさまじい威力の一撃に巨体が宙を舞い、そのままコロッセオの壁面に激突した。そしてわずかにもがいた後、巨人は動かなくなり、ブラックチームの男の手元にあったカードが激しく砕け散った。

「なにぃー!?」

　驚きの声を上げた男が、次の瞬間にはその場から音もなく消きえ失うせる。このチーム戦において、手札を失ったマスターは即座に試合場の外へと排除される。

「なっ……。てめぇ!?」

　他のブラックチームのマスターたちがそれに気づいて身構える。

　そこには、レッドチームの一人である白い服を来た女と、その手札である【武装真徹甲　マスラオ】が立っていた。

「……愚かなチームメイトたちが自滅して、さてどうしたものかと思っていましたが……倒しやすい感じで固まってくれて助かりました。それでは……」

　女は、にこりともせず言い放つとすっと右手を挙げた。それに呼応するように、厳いかつい顔のマスラオが一歩踏みだし、

「ＭＶＰをいただくために、せいぜい踏み台とさせてもらいましょう。……やりなさい、マスラオ」

「応ッッ」

　そして弾丸のような勢いで突撃を開始した。

　慌てた敵チームの一枚、サブマシンガンを装備した【亡国のレジスタンス】が距離を取りながら銃の射角に収めようとするが、マスラオは低い姿勢で左右に体を振り、的を絞らせない。

　そしてまたたく間に打撃の距離まで詰めると、亡国のレジスタンスの銃を左手で跳ね上げ、続く右手でその脇腹に正拳突きを叩たたき込む。続いて、倒れ込もうとするレジスタンスに回し蹴りを叩き込み、その背後からこちらに奇襲を仕掛けようとしていた、敵チームの犬のようなカードにぶつけて動きを封じる。

　そしてそのまま振り返ると、巨大な機械腕を持つ軍人風のカードの突きを受け流し、その腿ももにムチのようにしなるローキックを打ち込んだ。

　ぐらりと体勢を崩した軍人風カードの腕を握ると、マスラオはその身を跳ね上げ、鋭い空中蹴りをその頭部に見舞った。まともに一撃が入り、敵は耐えきれず即座に割れてしまい、そしてマスラオは相手の破壊を確認するとそのまま低い姿勢で着地し、次いでばね仕掛けのように飛び出し新たなる獲物を狙う。

「うおおおっ……！　なんだぁ、こいつ!?」

　ブラックチームのマスターの一人が驚きよう愕がくの声を上げる。

　先程まで、飛び道具の発射タイミングを揃そろえることで優勢を保っていたブラックチームは、たった一枚のカードがその陣中に飛び込んできたせいであっさりと連携を失い、むしろ互いが邪魔になる状態を押し付けられつつあった。

（……凄すごい……！　やっぱり強いぞ、あの人……！）

　呆ぼう然ぜんと見ていたアキトが思わず胸中で唸うなる。平然と敵チームを刈り取るそのマスターを、アキトは知っていた。いや、マスターを、というよりもそのカードを覚えていてセットで記憶していたと言ったほうがいい。

　メリッサ・ロー。強豪カード、マスラオを操り、腕のいいマスターとして知られる女性だ。

　同じチームであることには気づいていたが、間近で見ると予想より遥はるかにその腕は優れているように見えた。

「ちいっ、一枚程度に撹かく乱らんされてんじゃねえ！　落ち着いて囲め、いくら堅くても集中攻撃をまとめて喰くらえばひとたまりもねえ！」

　ＤＰ５０００を誇るマスラオだが、一対一では圧倒的でも複数から連続して攻撃を喰らえば間違いなく削られる。混乱から立ち直ったブラックチームのマスターたちがカードに陣形を組ませ、飛び道具の一斉掃射を開始しようとした、その瞬間。

「……なにかあると、すぐにそちらにばかり気を取られるのは、あまり良いことじゃないな」

　別の方向から声がかかり、直後に横合いからまた何者かが突撃してきて、その陣形を打ち崩した。

「オラオラア！　ボケッとしやがって、団体戦なの忘れてねぇかぁ!?　おうおうおう、この【アンドロイド・ウォリアー部隊０２　エイブラハム】ことエイブラハム様が、まぁかりとおらせてもらうぜええええいい！」

　それは全身がメタリックシルバーの鎧よろいのようなもので形作られた、機械の戦士であった。

　その身長は２ｍと少し程度であったが、恐ろしくがっしりとした体型をしており、ディスプレイのようになっている頭部には簡素な目や鼻が表示されていて、その周りをまるで歌舞伎の隈くま取どりのような模様が覆っている。

　エイブラハムはその巨体でブラックチームのカードに勢いよく体当たりを食らわせたかと思うと、次いで見た目に似合わぬ敏びん捷しようさで掴つかみかかり、背中に木を生やした犬のようなカードを締め上げて力任せに叩たたき割る。そうかと思うと虫の息であった亡国のレジスタンスの頭部をひっ掴み、ぶんぶんと振り回して敵陣めがけて放り投げた。

　あまりにも豪快な戦いぶりであり、だがそれはそのカードの性質によく見合った動きであろうと感じられる。




【アンドロイド・ウォリアー部隊０２　エイブラハム】

ＡＰ：４８００　ＤＰ：３８００




「なにっ……ま、まだ強いやつがいやがったか……！」

　ブラックチームのマスターの一人が動揺した声を上げる。その視線の先の相手、エイブラハムと名乗ったカードのマスターは無表情でそれに返した。

「チーム分けは、デウスがいい勝負になるように振り分けてるんだ。いずれかのチームが一方的に雑ざ魚こばかりなわけがないだろう？」

　それは、少年であった。おそらく十代中頃ぐらいであろう。痩せた華きや奢しやな体型に、さらりと流れる奇麗な黒髪。猫を思わせる黒い瞳に整った顔立ち。品のいい黒みがかった服を纏まとい、両手はそのポケットに突っ込まれたままだ。

　美少年と言っていい彼は、そのまま感情の薄い声で己のカードに指示を出した。

「取れるところから取ろう。エイブラハム、暴れていいよ」

「ガッテン承知！　へへへっ、わりぃなぁ敵のカードの皆様方よ！　おれっちが目立つためにぃ、ぶっこわれちまってくれえええやああ！」

「わっ、こっちくんなぁ……！」

　妙な口調で吠ほえながら、エイブラハムが突撃する。相手のチームは完全に動揺し、慌てて己のカードのみを逃がそうとしはじめた。こうなると、連携どころではない。

「……凄すごい、彼も強いぞ……！」

　一方、二人に一気に見どころを奪われたアキトはその戦いを見つめながら呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。このひと月で結構な数の相手と戦ったが、彼らはその相手より頭ひとつ、いいやもっと遥はるかに飛び抜けているように感じられた。
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　なにしろ、攻撃が途切れないのだ。放つ一撃一撃が次の動作のための布石となっており、撃ち終わった頃には次の動作に入っている。相手の思考を読み、事前に動きを組み立てていないとできない戦い方だ。

　繊細かつ流れるような動作のマスラオと、豪快で相手の流れを断ち切るがごとくの勢いを持つエイブラハム。どちらも利点が引き出されており、技術を鍛え上げればこれほどの動きができるものかと感心してしまう。

「……凄すごい、参考になるっ……！　やったぞ、この試合に出てよかった！　これほどの戦いを、間近で見られるなんてっ……！」

　思わず喜びの声が漏れる。アキトはロメオを操作することも忘れて、二人の戦いを目を輝かせながら見つめていた。

　ロメオのほうも、乱れていた息を整えながらそれを見ている。その視線は、マスラオに向けられていた。

「……どちらもいいが……俺の参考になりそうなのはやはりマスラオのほうか！　硬さを活いかした戦い方、勉強になる……！　さすがマスラオ、格かつ好こいい……！」

　アキトはその動きを目で追いながら、意識せず呟つぶやいてしまう。マスラオは次々と敵めがけて突撃こそしているものの、実際その動きは先の後とでも言うべき、相手の動作に対応するものが中心だった。

　距離を詰め、相手が手を出してきたらそれを防ぎカウンターを打ち込む。相手が単純に逃げるならばそれに動きを合わせ追い詰めて、やはり攻撃を叩たたき込む。相手がなにかする前に叩き潰つぶすエイブラハムとは仕掛けるタイミングが違うのだ。それは、おそらく同様に防御寄りカードであるロメオでも活かせる戦い方であろう。

　少しでもそこから何かを吸収しようと、マスラオとそのマスターを目で追い続けるアキト。興奮しすぎて、自分の横でロメオが少しむっとした顔をしていることにも気づいていない。

　一方、マスラオのマスターであるメリッサのほうもそのアキトの視線に気づいていた。

（……なんですか、あの男。ニヤニヤして……その上、こちらをジロジロ見て……いやらしい……！）

　少し赤い顔をして、胸元を隠す。コロッセオには女性闘士がそれなりにいるが、その上で強いとなると数が限られてくる。その一人であるメリッサは好奇の目に晒さらされることが多かったが、ここまで無遠慮な視線は初めてかもしれない。

　なにしろ、舐なめ回すようにこちらの動作を見つめてくるのだ。こちらの一挙一動を見逃すまいとでも言いたげに。しかも、どことなく自分のお尻を重点的に見つめている気がする。

　……いやらしい……！

（どうせ、私を無理やり押し倒すところでも想像しているのでしょう……！　変態！　ボケッとした顔をして、とんでもない変態だわ！）

　女闘士、メリッサ・ロー。美人でありながらいまだ異性と付き合ったことのない彼女は、多少いろいろと拗こじらせていた。

　そして、そのせいで彼女の操作に僅かに乱れが生じる。

「ぬっ……！」

　それまで快調だったマスラオが、着地にズレが生じ、僅かにたたらを踏む。その隙を見逃さないとばかりに、鋭い声が飛んだ。

「……今じゃ、ボルコ！　メインスキル……〈ボルカニック・チェイサー〉！」

　それは、〝雷光のサトシ〟と呼ばれていたハゲマスターの声であった。ロメオが囲まれている時は気を使って参加していなかった彼が、援護をもらえて勝負になりそうだと見るや前に出て来たのである。

　そして、熟練のマスターである彼はメリッサの動きの綻びを見逃さなかった。

「リュウウウウウウウウッ!!」

　サトシの掲げたスキルカードに力を与えられ、彼の手札であるボルコが跳躍した。やがて全身から炎を放ち始め、それが最高点に達した瞬間、燃えたぎる炎がマスラオ目掛けて一直線に放たれる。

「ぬうっ……！」

　人間ならば避よけようがないその一撃を、だがマスラオは恐るべき動体視力で回避してみせる。しかし、次の瞬間、通り過ぎるはずの炎は空中で急激に軌道を変え、再びマスラオ目掛けて押し寄せた。




【ボルコ】メインスキル：〈ボルカニック・チェイサー〉

スキル使用後、範囲内にいる相手を追尾する炎を放つ。この炎はこのカードのＡＰに１０００足した威力を持つ。




「なにっ……」

「マスラオ！」

　メリッサが動揺の声を上げる。相手の攻撃は、敵を追尾するタイプのスキルであったのだ。対応が遅れた、マスラオが一撃を食らう……！

　だが、その瞬間。

「ロメオ！　〈アキュネイオンの大盾〉！」

　アキトの命令と共に、手にしたスキルカードがロメオに力を与え、その盾が輝き出す。周囲の攻撃を引き付ける大盾のスキルがボルコの追尾する炎を引き寄せ、そして炎はその盾を激しく叩たたいた後、蒸気を上げて霧散した。

「……なんと！　いい反応をしとるのぉ、お主！」

　スキルをスカされたサトシが、だが動揺した様子もなくニヤリとほくそ笑む。若者が頑張っているところを見るのは、サトシの喜びの一つであった。

「……大丈夫ですか？　攻撃は俺のロメオが捌さばきます。協力していきましょう」

　アキトがメリッサの側そばに駆け寄りながら言う。どうやら敵も中核となるマスターが動き出したようだ。ぼけっと見ていないで、こちらも連携していかないとまずい。

　だが、そんなアキトをメリッサは白い目で迎えた。

「…………」

「……あの？」

　アキトが困惑する。メリッサはコホンと咳せき払ばらいを一つすると、冷たい声で返した。

「……助けてくれ、と頼んだ覚えはありません。今ので貸しを作ったと思わないでください」

「……え、あ、はい……。まあ、チームなんで……俺も助けてもらったんで、その、はい」

「別にあなたを助けた覚えはありません。あなたの周りに敵が殺到していたので、利用しただけです。勘違いしないように」

　……なるほど、とアキトは思った。なるほど、こういう人か。

　見かねたのか、その手札であるマスラオが敵に対して構えながら言った。

「やれやれ、またそういうことを言う。主あるじよ、どうしてそうお主は素直でないのだ？　……すまないな、貴殿。そして、ナイト殿。今のフォロー、痛み入る。だが、俺は頑丈ゆえ無理に庇かばわずとも……」

「気にするな。貧弱カードを守ってやるのはナイトの務めだ」

「……なにっ……!?」

　謝罪の言葉を述べるマスラオに対して、ロメオがにやりと笑い答えた。その内容に、マスラオが鼻白む。

「……俺を貧弱と言ったか、貴様……っ。見たところ、ＤＰは俺のほうが貴様より上だぞ！」

「貧弱カードは、すぐに数値で語る。カードならば戦いぶりで語るべき」

「……どうやら、喧けん嘩かを売っているようだな……。買ってやろうか、貴様！」

　苛いら立だちを隠しきれないマスラオが、素知らぬ顔をしているロメオに詰め寄る。今すぐにでも味方同士で殴り合いになりそうな雰囲気だ。慌ててアキトが割って入る。

「まあまあ……せ、戦闘中ですから……。……どうしたんだロメオ、君らしくもない。相手をそんな煽あおるような……」

「貧弱カードが道を踏み外す前に教えてやるのもナイトの務め。調子にのったカードが突っ込んで割れるところはマジ哀れ」

「まだ言うか貴様……！」

「やめなさい、マスラオ！　あなたらしくもない……！」

　慌てたマスター二人と、激げき昂こうしたカード二枚がああでもないこうでもないともみ合う。とても試合中の風景には見えなかった。

　そんな彼らに呆あきれた視線を向けながら、先程の少年マスターが声を出した。

「……ねえ。悪いんだけど、勝つ気があるなら遊んでないで手伝ってくれないかな。さすがに一人じゃきついんだけどね……！」

　その言葉に、はっと気づいたアキトとメリッサの二人が見てみると、少年の操るエイブラハムは一人で多数の敵相手に苦闘を繰り広げていた。

「ひいっ、はあ、さすがに一枚じゃ抑えきれねえぞ……！　兄さん方、やる気あるならとっとと手伝ってくれませんかねぇ！」

　ロメオとマスラオも、敵の攻撃に必死で抗あらがうエイブラハムを見た後、お互いを見つめる。そして一秒、視線を逸そらしあうと共に猛然と駆け出した。

「よかろう、貴様と俺、どちらが上のカードか今から見せつけてくれる！　吠ほえ面かくなよ、ヘボナイト！」

「もう勝負ついてるから」

「いつ、ついた!?」

　口々に言い合い、敵陣に飛び込む。マスラオの打撃とロメオの斬撃が敵を切り裂き、前線を押し上げる。

　その様子から視線を外さないようにしながら、黒髪の少年がアキトたちの元にやってきた。

「……他のメンバーは頼りにならない。相手には雷光のサトシもいる。三人で協力していくのがベターだと思うけど。……どうする？」

「もちろん、一緒にやろう」

　どうやら連携の申し入れらしい。アキトとしては断る理由がない。むしろ、彼らの戦いぶりを間近で見て学びたい。二つ返事で快諾する。

　一方のメリッサは少し考え込んでいた様子だったが、やがてそっぽを向きながら答えた。

「……防御を、そこのムサいほうのあなたがやるというのならば、まあ良いでしょう。こっちは勝手に便利に使って稼がせてもらいます。ただ、ＭＶＰは私がいただきますからね」

　ムサいほう、とはアキトのことであろう。どうやら協力の申し出を受けてくれたようだ。

「よし、じゃあ即席チームだ。よろしく」

　ニヤリと笑って、アキトが答える。

　メリッサはそっぽを向いたまま、黒髪の少年は自分の長い前髪をいじったまま返事をしないが、その代わりとばかりに陣形を形作り己のカードを動かし始めた。

「おおっ！」

　マスラオの肘打ちがブラックチームのロボットカードを打ち据えた。硬い装甲がひしゃげ、よたよたと下がっていくその先には少年の操るエイブラハムが待ち受けている。

「うおりゃあああああ!!」

　雄お叫たけびとともに豪腕が突き出され、ロボの体を打ち抜きそのコアに触れる。力任せにそれを引き抜くと、ロボは轟ごう音おんとともに爆散した。

「ちょっと、私の獲物を横取りしないでください！」

「なら、きちんととどめを刺せばいい」

　メリッサが言い、少年が返す。そうしている間にも二人が操る二枚は妙に息の合った調子で敵をなぎ倒していく。だが。

「……今じゃ！　ボルコ！」

「キュウ！」

　そんなエイブラハムに、突如として小柄な影が襲いかかった。サトシのカード、ボルコである。

　ボルコは小さな体を利用してエイブラハムの足元に潜り込むと、その鋭い前爪で足を引っ掻かいた。衝撃にエイブラハムが体勢を崩すと、ボルコが素早く飛び上がり尻尾しつぽでその顔を引ひっ叩ぱたく。

「うおっとお……！」

　たたらを踏みエイブラハムが後退する。その隙を見逃すまいと、ボルコはその可愛かわいらしい口から炎を吹き出させ、一直線にエイブラハム目掛けて放つ。

「うおっ！」

　エイブラハムは咄とつ嗟さに両手を体の前で組み少しでもダメージを防ごうとするが、炎がその身を焼くよりも早く、間にロメオが飛び出し、盾でそれを防いだ。

「おっ……サンキュー、ナイトの兄ちゃん！　良いフォローだぜ！」

「礼はいらん。ナイトが守るのは当たり前。だが礼儀がいい事は褒ほめてやろう」

「ヒュー、クールだねえ！　気に入った！」

　言葉をかわしつつもロメオは盾を構えたまま前進を開始し、ボルコにプレッシャーを掛ける。エイブラハムのほうもその後ろで体勢を整えると、横合いからロメオを殴りつけようとした敵のカードを蹴り飛ばした。

「ありがと。こっちは少しだけエイブラハムを休ませたい、よろしく」

「了解。時間を稼ぐよ」

　黒髪の少年とアキトが短く言葉をかわす。その様子を見て、メリッサはふふんと鼻を鳴らした。

「あら、弱いカード同士で仲が宜よろしいのね。その点、私のマスラオは単騎でも十分な能力を……」

「……おねえさん、右から敵が来てるよ」

「あっ……！」

　一瞬の隙を突かれ、マスラオが敵の攻撃を食らった。マスラオから見れば大した威力ではないが、思わず足が止まる。

「今じゃ！　あの厄介なカードから排除するぞ、火力を集中せえ！」

　サトシが味方に指示を飛ばす。周囲のブラックチームは自然と強者であるサトシの指示に従うようになっており、飛び道具が撃てるカードで一斉にマスラオ目掛け攻撃を放った。

「うおおおっ……！」

　それに気づいたマスラオが、全速で駆け抜けて攻撃の嵐から逃れようとする。だが全てを回避し切ることは叶かなわず、数発が直撃コースで迫った。ダメージを覚悟し、己の頭部や胸部を守るべく腕を盾のようにして衝撃に備える。

　だが。

「ふっ……！」

　やはりこれも横合いから飛び出してきたロメオが盾で防ぐ。そしてそのままマスラオに殺到する攻撃を遮断する盾となる。

「ぬうっ、貴様っ……」

「……やはり防御に関してはナイトが最強であることが証明された」

「黙れ、守られなくともあの程度、俺にダメージを与えられたものか……！」

　守った者と守られた者、だがすぐに言い争いが始まる。それにつられるように、その主あるじまでもが口をとがらせた。

「庇かばってくれと頼んだ覚えはありませんからね！　恩を売ったなんて思わないで頂戴！」

「思わない思わない」

「そう。なら良いわ、ありがとう」

　アキトが言うと、すぐに謙虚な返事が返ってくる。……どうにも、掴つかみにくい性格をしている女性のようだ。

　その横で、黒髪の少年が流れるような動作で己のホルダーから輝くカードを抜き出した。

「よし……エイブラハム、そろそろ本気で行くよ。……【アンドロイド・ウォリアー部隊02　エイブラハム】アナザースキル」

（……アナザースキル……!?）

　少年の言葉に、アキトがピクリと反応する。

〝アナザースキル〟とは、カードが持つ第二のスキルのことだ。そのカードの中核となる能力であるメインスキルに対し、アナザースキルは切り札的な意味を持ち、強力な効果を持つ事が多い。

　だがその反面、アナザースキルには一つ大きな問題点がある。

　その問題点とはすなわち、アナザースキルは〝カードにスキル名も効果も表示されていない〟のである。

　ではどうやってそれを使うのかと言うと、スキルカードを手に入れバトルカードに実際に使ってみて、使用者自身がそれを捜さなければならないのだ。それがそのカードと合致したもので、かつ使用できる状況ならば、すぐにそれは効果を発揮する。

　そして一度見つけることさえできれば、持ち主だけにはその効果が詳細まで表示されて見えるようになるのだ。

　つまり、それを発見するためには色々な種類のスキルカードを手に入れて試してみる必要があるわけで、つまりは捜すだけでまとまった金が必要となってきてしまうわけだ。

　故に見つけることは簡単ではなく、また、コロッセオの衆人環視の前でそれを使ってしまえば当然ながらそのアナザースキルが他人にもバレてしまう。それを今ここで使うということは。

（……裏バレか……！）

　裏バレ、とは前述のように人前でそのカードのアナザースキルを使った者がいたため、そのカードのアナザースキルが広く知られてしまっている状態を言う。

　バレてさえいるのならば、わざわざ自分で捜さずともそのスキルカードを手に入れて使えばいいだけだ。そうなるとアナザースキルもメインスキルと大差は無い。

　そういうことであろうと一瞬で結論づけたアキトの考えを肯定するように、少年は光り輝くそのカードの力を言葉とともに開放してみせた。

「……〈ハンドレッド・アーム〉」

　スキルカードが砕け散り、その力がエイブラハムに注ぎ込まれる。

　瞬間、その背中の装甲が激しい金属音と共に開き、そこから様々な武装を握りしめた細い機械腕がいくつも飛び出した。

「おおっ……」

「いよっしゃ、これでこちとら千両役者！　ああ、かぁくごしやがれええい！」

　アキトが感嘆の声を上げ、エイブラハムが雄お叫たけびとともにブラックチームに突撃する。

　その矛先が向いたカードは突然のことに動揺し怯ひるみ、反応が一瞬遅れた。そこにハンマーを手にしたエイブラハムの追加アームが襲いかかり、轟ごう音おんと共にそのカードを粉々に粉砕する。

　次いでドリルのようになったアームが別の敵の装甲を削り取り、長い工具のようなものを握ったアームが追撃を仕掛け弾はじき飛ばす。

　そのまま敵陣をかき乱すエイブラハムを見て、メリッサが慌てたような声を上げた。

「まずいっ……ちょっと、いつまで言い合いしてるのですか、マスラオ！　全部取られてしまいます、あなたも行きなさい！」

「ぬうっ……承知！」

　慌ててマスラオが飛び出していく。すでにメリッサたちはブラックチームの手札を十枚近く倒している。おそらく倒れた数は両チーム互角までいっており、どうやら試合時間も残り少ない。ここからの活躍次第でＭＶＰが決まる可能性は高い。

　だが、そんな焦あせるメリッサと比べてアキトのほうは随分とのんびりしたものだ。

「凄すごいな、アナザースキル、初めて見たぞ……！　いいのか、こんなところで使ってしまって？」

　興奮した様子で黒髪の少年に質問をする。相手はそれに特に気負う様子もなく答えた。

「いいんだ。あれは、僕が見つけたんじゃなくて元からバレてるやつだし。……それに、ここだけの話だけどね」

　アキトに予想通りの返事をすると、少年はちらりと絶好調で暴れている自分の手札を見ながら、小さな声で続ける。

「……あのスキル、一見凄そうだけど、実はただ手が増えるだけで他に効果はないんだ。攻撃範囲も対して広がらないし、手数も劇的には増えない。……正直、虚こ仮け威おどしレベルのスキルなのさ」

「……ええ……」




【アンドロイド・ウォリアー部隊０２　エイブラハム】アナザースキル：〈ハンドレッド・アーム〉

使用後、背中から複数のアームを出し手数を増やすことが可能になる。この効果は戦闘終了まで持続する。




　そう言われてみると、ノリノリで攻撃しているエイブラハムだがその攻撃はたしかに一度に一つか二つ、しかも追加アームは可動域が狭く近接武器の射程距離に相手を捉えなければ攻撃を加えられないようだ。……遠距離武器を持てばいいのに。

　しかも、背中のアームが飛び出している部分からその内部が見えてしまっており、中には赤く光るコアのようなものまで見えている。

　あれを狙われてしまったら、まずいのではなかろうか？

　こうしてみると、いろいろデメリットもあるように見える。どうやら、アナザースキルだからといってやたらと有能なわけではないようだ。

「ま、あのエイブラハムはメインもアナザーもバレててどちらも強力じゃないけど、そのぶん安いカードだしね。基本能力はまあまあ良いから、要は使いようさ。それより……」

　少年がそこまでいったところで、敵陣から小柄な影が飛び出してきた。アキトが身構えると、それは炎のような勢いで地面を駆けロメオ目掛けて突っ込んでくる。

　雷光のサトシの手札、ボルコだ。

「やれい、ボルコ！　尻尾しつぽ攻撃じゃ！」

　サトシの命じるまま、ボルコが飛び上がりトゲのついた鋭い尻尾をロメオ目掛けて振り回す。それを甲高い音とともにロメオの盾が受け止めると、ボルコはそのまま着地し、素早い動作でロメオの周囲を走り始めた。

「むうっ……」

　その姿を追いながら、ロメオが声を漏らす。ロメオの膝ほどまでしかないボルコに高速で移動されると、剣と盾では対処が難しい。

　どうしたものかと考えていると、相手チームのハゲ、サトシがアキトに声をかけてきた。

「ふふっ、君、なかなかやるのう！　まんまといい流れを止められて、いまやチームの勝利あやうしじゃ！　まず、君のカードを倒すべきだったの……！」

「それはどうも……！　あなたも、使いにくいと言われる獣カードで大した戦いぶりですね……！」

　ボルコのような獣の体をしたカードは、扱いにくいと評されて敬遠される向きがある。なにしろ、まず体つきで戸惑い、次に四足歩行に戸惑い、さらに身長の低さや人とは違いすぎる視野で戸惑うからだ。

　実際まともに扱うには相応の鍛錬が必要となり、それならば数の多い人型のカードを練習したほうがなにかと潰つぶしがきく。そういった理由から、獣カードは不当に安く売り買いされることが多い。無論、その安さを当て込んで使うものもいることはいるのだが。

「ふふん、使いにくいなどというのは軟弱者の泣き言よ！　ワシこそは獣カード使いとして少しは名の知られたマスター、人呼んで〝雷光のサトシ〟！　お見知りおきいただこう！」

　そのマスターがサトシと名乗ると共に、その手札であるボルコが跳ねるようにしてロメオに体当たりを仕掛ける。どうにか盾で受け止めるが、その反動を利用して着地したボルコはそのまま素早く走り回りロメオの視界を切ろうとしてくる。

「ぬうっ、ちょこまかする相手は苦手なんだが!?　しかも可愛かわいい、卑ひ怯きようすぎる！」

　ロメオが悪態をつく。たしかにボルコはマスコット的な愛らしさを持っている。だが、その攻撃力は本物だ。うかうかしていては、自慢の鎧よろいごと吹き飛ばされかねない。

「残り時間も、あまりない……！　よって、後学のために君と、そしてそのカードと勝負してみたくなった！　一方的で悪いが、攻めさせてもらうぞい！」

　サトシがそう言う間にも、ボルコは次から次へと飛び跳ねて爪や牙、そして尻尾による攻撃をロメオに見舞ってくる。

「こちらが名乗った以上、聞いておくぞい！　君の名は!?」

「……高たか槻つき、アキト！」

　問いに答えながら、ロメオと同調して攻撃を繰り出す。何度も練習した、得意の突きと斬撃のコンビネーションだ。だがこちらの攻撃はかすりもせず空を切り、むしろその隙を突かれてまた防戦に追いやられる。

（くっ……この人、本当に強い……！）

　アキトに焦あせりが生じる。そうしている間にもロメオにダメージが蓄積していく。圧倒的な試合巧者であるサトシは的確にこちらのダメージを稼いでくる。このままでは、本当に割られる……！

　そしてそんなアキトの様子を、近くでチラチラと見ているものがいた。メリッサである。

　なにか言いたげな様子でしばらくそうしていたが、戦闘に夢中なアキトが気づかないとわかると、咳せき払ばらいを一つして声をかけた。

「……ちょっと、あなた」

「何!?　ごめん、今忙しい、急ぎじゃないなら後で頼む……！」

　アキトが興奮した様子で視線をそらさぬまま言葉を返す。メリッサは一瞬困った顔をしたが、そのまま続けた。

「……あのハゲは、強豪として知られた闘士。はっきり言って、あなたじゃ勝てないわ。……私が代わってあげましょうか？」

「えっ？」

　一瞬意味がわからず、間抜けな返事をしてしまう。代わる。何を言っているのだろう。これは団体戦なのだから手を出したいなら自由にすればいい。なぜそんな事を？

　そこまで考えたところで、理解した。つまり、彼女はアキトとサトシ勝負が盛り上がっているからそれに水を差すことを躊ちゆう躇ちよしているのだろうと。

　コロッセオは真剣勝負の場ではあるが、同時に鍛錬の場でもある。このように一騎打ちが始まってしまったら、他の者は手を出しにくくなってしまうところがある。

　だが、サトシは強い。明らかにアキトより格上だ。だから、メリッサはアキトが負けて手札を失うことを心配して言ってくれているのだろう。欲しがっていたＭＶＰとやらを目指すのならば、ほっておいて他で活躍しておけばいいものを。

　……なるほど。第一印象と違い、どうやら彼女はとても良い人なようだ。ただ、少しだけ人と接するのが不器用なだけで。

「……ありがとう。だが、俺も闘士の端くれだ、やってみせるさ……けど、もし俺たちが負けたら、その時は頼む」

　そう言って、できるだけの笑顔を向ける。さて、自分の硬い表情でそれがどれほど伝わったかはわからないが。

「……そうですか。では、勝手になさい」

　一瞬その顔を見つめた後、メリッサは視線を外した。アキトは頷うなずくと、再び試合に集中しだす。その様子を見ながら、黒髪の少年がメリッサに話しかけた。

「やらせとけばいいさ。もう、さっきまでの多対一じゃない。僕らは残りの敵を寄せ付けないようにしとけばいい。それに……」

　アキトの横顔を見ながら、続ける。

「……ああいうタイプは、こういうのが楽しくてここにいるんだろうしね」

「………………」

　言われて、もう一度アキトの横顔を見つめる。

　その顔は、無邪気な子供のように本当に楽しそうだった。

「リュウウウッ！」

　ボルコがまた尻尾しつぽ攻撃を見舞う。だが、ロメオがその攻撃をしっかりと盾で受け止めた。そうして着地までの僅かな隙に斬撃を見舞う。

　今度こそ、当てる……！

「ボルコッ！　身を捻ひねれ！」

「キュウッ！」

　だが、その斬撃はサトシの命じるままに空中で身を捻ったボルコの鱗うろこをわずかに掠かすめただけで流される。ロメオがさらに追撃する前にボルコは着地を決め、背後へ跳躍して距離をとった。
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「あっ、惜しい……だがいいぞ、ロメオ！　その調子！」

　アキトが思わず声を上げる。一撃を外しこそしたが、徐々にロメオとアキトは相手の動きに対応しつつあった。

（ほうっ、もう合わせてきよるか……！　驚きの対応速度じゃ！）

　サトシが唸うなる。小さな体に爆発力を秘めたボルコの攻撃は、敵にとっても対応しにくい。それを、この短時間でアキトは見切り始めていた。

　大したものだ、と思う。だが。

（……だがのう！　慣れたと思った頃が、一番危険なもんじゃ！　仕掛けるぞ、ボルコ！）

　サトシの心の声が伝わり、再びボルコが駆け出してロメオの周囲を回りだす。

（また、ぐるぐる回って隙を探すつもりか！　だが、もう反応できるぞ……！）

　油断なく、その動きを追いながらアキトが心の中で呟つぶやいた瞬間。

「……今じゃ！　【ボルコ】アナザースキル！　〈ボルカニック・ステップ〉！」

　サトシがホルダーからカードを抜き取り、瞬時に発動した。その力の解放とともに突如としてボルコの体が炎を纏まとい、今までとは比べ物にならないほどの速度でロメオ目掛けて突進してくる。

（来るっ……！）

　またアナザースキルか、などと考える余裕もない。相手のそれが突進攻撃系のスキルであると判断して、ロメオにそちらを向かせ盾を構えさせる。だが、その予想に反しボルコは地面をうねる炎のように駆け抜け、そのままロメオの足元に達すると、急激にその動きを止め、そして次の瞬間、猛烈な勢いでその身を跳ね上がらせた。

「なっ……」

　眼下のそれを辛うじて捉えたロメオが、驚きよう愕がくの表情を浮かべる。ロメオが構えた盾の内側を、ボルコは吹き上がる炎のように跳ね上がってきていた。

　ボルコのアナザースキル、〈ボルカニック・ステップ〉。それは、ほんの僅かな時間のみボルコの速度を飛躍的に向上させ、また急激な停止と再加速を可能とするスキルだったのである。

（……かかった！　堅けん牢ろうな盾や鎧よろいを狙ってもそうそうダメージにならんのはもうわかっとる！　だが、それに覆われていない部分なら……！）

　飛び上がったボルコは、爪を剥むき出しにしてロメオの顔を狙う。そう、サトシたちの狙いは、最初からロメオの装甲がない部分、つまりむき出しの頭部だったのだ。

　ボルコの爪がキラリと輝きを放って勢いよく振るわれる。鋭いそれがたやすくロメオを切り裂くかと思われた、その刹那。

「……ロメオ！　顔を反らせ！」

「！」

　アキトが声とともにロメオを操った。ロメオの顔が仰のけ反ぞるようにして動き、そしてボルコの爪が一瞬前までそれのあった空間を薙ないだ。

　避よけきれず爪が僅かに掠かすり血が舞ったが、その致命的な一撃をアキトとロメオは回避した。

（ぬうっ！　避けおった……！　じゃがっ……）

　サトシも、愚かではない。この攻撃が外れた場合の動きもすでに考えてあった。ボルコは体勢の崩れているロメオの肩を後ろ足で蹴ると、その身をさらに空中高く跳ね上げる。

　それと完全にタイミングを揃そろえて、サトシが次なるスキルを解き放った。

「ボルコ、メインスキル！　〈ボルカニック・チェイサー〉！」

「リュウウウウウッ!!」

　カードの輝きに呼応するようにボルコの体が輝き出す。身に纏まとう炎が膨れ上がり、今にも漏れ出しそうになる。

　頭上、しかも至近距離からのボルカニック・チェイサーである。まともに浴びれば、頑丈なロメオとはいえどうなるかはわからない。

「っ……」

　アキトとロメオに戦慄が走る。今の一撃、ボルカニック・ステップを回避しただけでアキトとしては最大限の反応であった。だが、相手はその上を行き、その後の動作までをもすでに組み上げていたのだ。年季が違う。

　駄目だ、食らっては。反応しなくては。こちらも、アキュネイオンの大盾で防ぐしか無い。だが、思考速度に動作がついてこない。世界が速度を殺し、音が姿を消す。スローモーションのようにすら見えるボルコの炎は今にもこちらに飛来しそうなほど膨れ上がっている。間に合え……！

「……ロメオ、メインスキル……！」

　指がホルダーからスキルカードをさらい、炎が最大限に膨れ上がる瞬間が目に焼き付く。

　間に合わなければ負ける、間に合えば……？　そんな疑問すら置き去りにして、時間が急激に流れ出す。防ぐ、防いで見せる！

　アキトの手の中でスキルカードが輝きを放ちだした、その瞬間。

「……今だ、リリルたん、メインスキル！　〈ウォーター・コフィン〉！」

　……横合いから、蝶ちようネクタイのマスターの雄お叫たけびが響き、それに応じてその手札である【水の妖精　リリル】が水弾を発射した。

　突然のことで、無防備状態でそれを食らってしまったボルコは、着弾後に膨れあがった水に空中で閉じ込められてしまう。

「リュウウウッ!?」

　驚いたボルコの悲鳴が上がる。放とうとしていた炎が収まり、自分を閉じ込める水の中でバタバタともがく。

　その様子を見ながら、呆あつ気けにとられた表情のアキトとサトシは顔を見合わせた後、互いに間抜けな声を出した。

「…………えっ」

「…………えっ？」

　そんな、最高潮の場面で横やりを入れられ呆ぼう然ぜんとしている二人に気づかない様子で、ズシャアッと妙に軽快な動きでアキトの隣に蝶ちようネクタイがやってきた。

「君っ、危なかったね！　さっきはゴメンよ、リリルたんに怒られて目が覚めたよ！　僕も試合に出た以上、闘士なんだ！　その役目を果たすため、助けに戻ったよ！　いやあ、役に立ててよかった！」

　興奮した様子で一気にまくしたてる。その表情には先程までの弱気な素振りは見えず、妙にキラキラと輝いて見えた。……空気はまるで読めていないが。

「……まあ、団体戦ですし……ね……」

　横で、アキトたちの戦いをハラハラとした表情で見つめていたメリッサがフォローするように呟つぶやく。それはそうだ。アキトたちはまるで一騎打ちのように戦っていたが、本来はこうなのだ。この競技は。

「さあっ、リリルたんのウォーター・コフィンの持続時間はそう長くない、早く相手にとどめを刺すんだ！　君に譲るよ！」

　蝶ネクタイが鼻息も荒く催促する。そこで、はっと気づく。そうだ、敵を減らさねば。ボルコはいまだリリルのメインスキルに拘束されたままだ。

　水弾が命中した相手を一定時間拘束するそれは、一対一ではそうそう当てられるものではないが、集団戦闘となれば俄が然ぜんその性能を発揮する。今ならば簡単に仕留められる……！

「……ロメオ！」

　アキトの声に反応して、ロメオが剣を振り上げる。それを見て、どうにかボルコを脱出させようとしていたサトシが焦あせった声を出した。

「ボルコ！　しっかりせえ！　まだ終わっとらんぞ、最後まで諦めるなッ！」

　だが、ボルコには自分を閉じ込める水を一方的に振りほどくほどの力がない。相性的にも水は苦手だ。

　間に合わない。その体の脆もろい部分に、ロメオの鋭い剣が振り下ろされようとした。

「……ボルコッ!!」

「っ……」

　……だが。剣が届く直前、ロメオは、ピタリとその剣を止めた。

「……なっ……!?」

　驚いたサトシが、声を上げる。

　そして、その瞬間。試合場に試合終了のブザーが鳴り響き、次いで実況の声が響き渡った。

《それまで！　試合終了！　いやあ、熱戦でしたねえ！　さて、只ただ今いまの試合の結果はー……じゃじゃーん！　デウスの公平なるジャッジにより、レッドチームの勝利ー！》

　わ、と歓声が上がり観客席から称賛や罵倒、そして外れ券が飛んだ。アキトの所属するレッドチームが、序盤の不利を押し返し見事に勝利したのである。

「……勝った、のか……」

　アキトが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。時間の感覚を失っていた。もう、三十分。短い、と思った。本当に刺激と興奮に満ちた一戦で、もっと戦っていたかった、というのが本音だ。

「……わ、わああああっ！　やった、やったああ！　リリルたん、やったよ！　僕たち勝ったんだあああ！」

　蝶ちようネクタイが飛び跳ね、自分のカードの両手を握る。リリルも嬉うれしそうに微笑ほほえんで、二人でくるくると周り始めた。

　……余談ではあるが、蝶ネクタイの彼はこれで戦いに目覚め、やがて強豪として知られるようになっていくのだが、それは残念ながらアキトの物語とは関係がない。

「……ふん。最後、どこかのお馬鹿さんがタイマンなんて始めなければもっと余裕で勝てたんですけども。……いえ、違う、別にいなくても私は勝ちましたけどね、ええ！」

「……聞いてないよ、多分。彼」

　メリッサが何かを言い、黒髪の少年がそれにツッコミをいれたが、アキトの耳には入っていない。アキトは、この激闘をくぐり抜けた自分の相棒と、水から開放されたボルコを抱きしめるサトシを見つめていた。

「……ボルコ、水を飲んじまったようじゃの……よしよし、よー頑張った、お前は立派じゃ！　帰ったら、一緒に飯にしよう、な！」

「キュウッ……」

　申し訳無さそうな顔をするボルコに、サトシが笑顔で言葉をかける。試合終了の瞬間にこそ、マスターとカードの関係性が見える。……食事、か。そう言えば、ロメオとは一緒に食事をしたことがなかった。

　帰ったら、彼を誘ってみよう。はたして、ロメオは何が好きなのだろうか。

「……おっ……。待ってくれ、君！」

　そのままロメオと連れ立って試合場を去ろうとしたアキトの背中に、サトシが声を掛けた。

「……最後、どうして攻撃を止めた？　あのまま攻撃を入れていれば、ボルコは割れて君たちの勝利はより確実になったじゃろうに……。まさか、ワシに情けを掛けたんじゃあるまいのう……!?」

「違いますよ」

　少し怒った様子のサトシに返す。古株のサトシにしてみれば、新米に情けをかけられることが納得できないのであろう。

「……あなたは、試合中盤、俺が囲まれている時に攻撃に参加しなかったでしょう。あなたがあそこで参加していたら、俺はたぶん為なす術すべもなくロメオを失っていた……。借りを受けたままじゃバツが悪いんで、早いうちに返しただけです」

「……気づいておったのか……！」

　サトシが唸うなる。どう見ても初心者のアキトが、そこまで周囲を把握しているとは思っても見なかった。

「あいすまんかった！　先に失礼なことをしたのは、こちらじゃったか。詫わびさせてくれい！　そして……」

　深々と頭を下げた後、にかりとサトシが笑った。その腕の中のボルコも、微笑ほほえんでいる。

「……この決着は、いつかつけよう。次はお互いに最初っから本気じゃ。……楽しみにしておるぞ、アキト君、そしてそのナイトよ！」

　それを聞き、ロメオと顔を見合わせる。やがてロメオが微笑んでアキトの肩に手を置き、アキトも笑顔で答えた。

「ええ、またいつか……サトシさん」

　そうして、いまだ歓声が止やまない観客席を振り返る。沸く人々に混じって、自分の秘書カードが笑顔で（金を握りしめて）手を振っているのが見える。

　それに手を振り返しながら、はっと気づく。共に戦った二人、メリッサと黒髪の少年はとっとと試合場から立ち去ろうとしていた。

「いけない……っ。おーい、待ってくれ！」

　アキトは、慌ててその背中を追いかけた。彼らに、ある提案をするために。





　　　　２






「はいっ、じゃあそういうわけでぇ……皆さんの勝利を祝してぇ……カンパーイ!!」

　試合が終わって、少し後。コロッセオに併設された飲食店の店内に、キャロの声が響いた。

「かんぱーい」

　それに合わせて、アキトが酒を掲げて声を出す。

　だが、その前に座るメリッサと黒髪の少年は自分の分のドリンクに触れようともせず、憮ぶ然ぜんとした表情や、前髪をいじる興味なさげな様子をピクリとも崩さなかった。

「…………」

「…………」

　沈黙が場を支配する。作った笑顔で酒を掲げたままだったキャロが、それを席に置くと、がばっとアキトに耳打ちを始めた。

（……ちょっと、マスター、何なんですかこの人達!?　乾杯だっつってるのに、マジ指一本動かしませんよ！　普通、嫌でもこういう時ちょっとは愛想を見せませんか!?　ねえ！）

（まあまあ……）

　アキトが噛かみつかんばかりの勢いのキャロをなだめる。この二人が無愛想なのは、試合の最中でもわかっていた。

（まあまあじゃないですよ！　て言うか、なんでこの人達を誘ったんですか！　金が入ったんだから、ここは私と二人っきりでしっぽり散財するところでしょうが！　なんで、祝勝会を開くとか言いだしたんですかぁ～……!!）

　そう。ここは、祝勝会という名目で半ば強引にアキトが二人を連れてきた店であった。自分が奢おごるからと、渋る二人を強引に引き連れ、キャロと合流してやってきたのである。

　その会場としてコロッセオに併設された飲食店を選んだのは、当然、彼ら二人がどこの国の人なのかすら判別できないからである。コロッセオには世界中の人々がそれぞれの場所からアクセスしてきているのだ。その相手と現実空間で会うのは難しい。

　また、ここで扱われている食品は仮想で作られたものではなく現実のものが持ち込まれているので、食べても後で消えてなくなるような心配はない。

「……言っておきますけど。私、あなたが誘ったから来たわけじゃないですから。そこの黒髪の彼に、一言言いたいことがあったから来ただけです」

　足と腕を組み、憮然とした表情のメリッサがようやく口を開いた。

「何？」

　黒髪の少年が、窓の外を見たままどうでも良さそうに返事をした。その様子を横目で見ながら、メリッサが続ける。

「たしかに、ＭＶＰはあなたに取られましたけど。しかし、それはたまたまあなたがツイていただけのことです。実力なら……」

「負け惜しみ？　そういうの、いいよ。どうでもいい」

「……なんですって……！　私の賞金を横取りしておいて、何をっ……！」

　黒髪の少年の言葉に、メリッサが立ち上がり睨にらみつける。

　そう、ＭＶＰには黒髪の彼が選ばれていた。なにしろ、一人で七枚もの敵カードを撃破したのだ。メリッサも惜しかったが、文句のつけようがないＭＶＰだろう。

「まあまあまあ……。そのあたりは、いいじゃないですか、そのかわり今日は俺が食事を奢おごりますから。お二人のおかげで、俺の大事な相棒を失わなくてすみました。本当にありがとう。いやあ、しかし美人に食事を奢るのは楽しいなあ。メリッサさんの操作技術、側そばで見ていてすごく参考になりましたよ、これはそのお礼も兼ねてます。さあさあ」

「えっ、ちょっと！　奢りだなんて私は聞いてませんよ！　ていうかＭＶＰがいるんだからその人に奢ってもらえばいいじゃないですか！　最悪でも割り勘にしましょうよおおお！」

　間に入ったアキトが、なだめながら豪華な食事をメリッサの前に並べる。キャロの悲鳴にも似た声はこの際無視だ。

「……まあ、あなたがそこまで言うのなら、私も特別に奢らせてあげないでもないですけども。本当は赤の他人の誘いなど受けないところなんですが、今日は特別に付き合ってあげないこともないです」

　そう言いつつ、メリッサが目の前に置かれたアルコールに口をつける。一口だけかと思ったら、そのまま杯を傾け、皆が見守る中、またたく間にそれを飲み干してしまった。

「……ぷはっ、弱いお酒ですね……こんな程度では、酔えません。……ウェイターさん、一番度数が高くて値段も高いお酒をボトルで持ってきてください」

「ひええっ……」

　キャロが戦慄の声を上げる。まあまあ高い店だ、会計が今から恐ろしい。

「……賞金は確かにもらったし、僕は奢ってもらわなくてもいいんだけど？」

「いや、本当に今日は勉強させてもらったよ。これはその御礼だ。是非とも奢らせてもらいたい、ええと……」

「……ナツメ。ナツメって呼んでくれたらそれでいい」

　気を遣ったのかそう言う少年にアキトが返すと、彼はそう名乗った。

　ナツメ。ヒナト風の名前だ。同じヒナトの人間だろうか？　そして、ナツメはファミリーネームだろうか、それともファーストネームだろうか。どちらでもあり得る。

「そっか、よろしく、ナツメ。俺は……」

「……高たか槻つきアキト、でしょ。初心者狩りを初戦で破った。知ってるよ」

　名乗るより前にナツメが返した。どうやら一方的に知られていたようだ。

「あの初心者狩りしか能のない馬鹿をぶっ飛ばした生意気なルーキー。あなた、まあまあ有名ですものね……あら、このパスタ、それなりに美お味いしいわね」

　横からメリッサが口を挟む。そして、フォークで器用にパスタを口にして上機嫌で評した。

「そりゃどうも……メリッサ・ローさん。活躍はいつも見させてもらってますよ」

「……あら。そちらもご存ぞん知じだったのね」

　そう言われると、メリッサは少し疑うような視線を向けた。そのまま服の襟元を正しながら思う。……こいつ、やはり私のことを知ってて狙っているのでは？　言っておきますが、私はお酒で酔わされてお持ち帰りされるような安い女じゃありませんからね……！

　実際、ホルダーの保護機能はアルコールにも作用し、重度の酩めい酊ていに陥ったときには即座にそれを取り除いてくれるのでその心配はない。ホルダー所持者を酔い潰つぶすことは不可能なのである。

「それで？　本当にお祝いのために呼んだわけじゃないよね。僕たちに何か言いたいことがあるんじゃないの、高たか槻つきアキト」

「……実は、そうなんだ」

　ナツメが、興味なさげに自分の前に置かれた肉をフォークで突つつきながら言う。いきなり相手から核心に迫ってきたことに驚きつつも、アキトは言葉を返した。

「そっちから言ってくれるなら、話は早い。……今の一戦、俺は凄すごく良い勝負だったと思うんだ。なんていうかな……凄く、収まりがいいっていうか、二人と一緒に戦えたことが凄く楽しかった。だから……」

　身振りをつけて、どうにか自分の気持ちを伝えようとする。なにしろ、アキトは口くち下べ手ただ。うまく意思が伝わるか不安だったが、思い切って言ってしまう。

「……どうだろう。俺達で、チームを組まないか」

　チーム。そのままの意味だ。コロッセオでは、個人での戦闘や、先ほどのランダムで編成されるチーム戦以外にも、固定されたチームによる競技が頻繁に行われている。

　特に人気なのが、マスター三人対三人で行われる、そのまま〝３ＯＮ３〟という名の試合形式で、賭けもよく成立しその金額も大きい。それに出場できれば、個人でやっていくより大きな実入りが見込めるのだ。もちろん、勝てればの話だが。

　間近で見たこの二人の腕に惚ほれ、共に戦えればいろんな意味でプラスになると考えたアキトは、この二人をチームメイトとして迎え入れるためにここに連れてきたのである。

『……マスター、あなたはまーたそんな勝手なことを……』

　表情を変えないまま、キャロが通信を飛ばしてくる。すまない、と簡潔に返事をするとキャロは続けて返した。

『まあ、それがマスターの意思なら尊重しますけども……どっからどう見ても一いつ匹ぴき狼おおかみなこのお二人が乗ってきますかね？』

　それはそのとおりだ。二人とも、群れるのが好きなタイプには見えない。断られることは覚悟の上だ。それでも、しつこく食い下がって何度でも誘えばもしかしたら……。

「……いいよ」

「……いいでしょう」

　だが、二人の口から出たのは想定外の了承だった。

「「えっ」」

　キャロと二人して驚いた声を上げ、思わず二人の顔をまじまじ見てしまう。メリッサは酒に口をつけながら、

「なんですか、その反応。誘ってきたのはそっちでしょうに」

　と素知らぬ顔で答えた。

「いや、最初は断られると思ったから……。まさか、いきなりＯＫしてくれるとは思わなかった。俺が言うのも何だけど……いいの？」

「いいさ。どのみち、一人で稼ぐのに限界を感じてたんだ。３ＯＮ３なら一試合の収入も大きいし、相手にも困りにくい。君とその秘書カードが仕切ってくれるというのなら、乗ってもいい」

　アキトがそう言うと、ナツメは皿に盛られた料理を美お味いしくもなさそうに齧かじった後、つまらなさそうにそう応えた。

「……私もまあ、似たようなところですかね……。コロッセオで稼げるだけ稼いで楽隠居するつもりでしたが、なかなか残りの人生を買えるほどの収入というのは難しい。正直、団体行動は苦手なのですが……。まあ、試してみるぐらい、いいでしょう」

　メリッサもそう言うと、目線を合わせないまま、また酒を飲み干した。顔が少し赤いのは、酒のせいだろうか。

「……そうか……。そうかぁ……」

　アキトがそれをゆっくりと飲み込むように呟つぶやく。なんのかんのと言ってはいるが、この二人が気に食わない相手と組みたがるとは思わない。

　自分がそうであるように、彼らも〝この三人なら悪くないかも〟と思ってくれているようだとわかり、アキトは妙に嬉うれしくなってしまった。

「……良かったですね、マスター」

　横で、ニコニコ顔のキャロが言う。おそらくその頭脳の中ではこれから稼げるであろう金額が忙しく飛び回っているのだろうが、今はこの金銭面での相棒の祝福が何より嬉しい。

「ああ……！　よし、じゃあ俺たちは今日からチームだ！　まずは……」

「ああ、お待ちなさい」

　椅子から立ち上がり、興奮した様子で何かを言おうとしたアキトにメリッサが待ったをかけた。全員の視線が集まるのを待ってから、彼女はゆっくりと続ける。

「ただし、条件があります。私は、仲良しクラブをしたいとは思っていません。あくまで、金を稼ぎ合うためのドライな集団を望みます。儲もうけもないまま傷を舐なめあって沈んでいくなんてゴメンですからね。ですから、いくつか条件を出します」

　そこで、咳せき払ばらいを一つ。

「まず、〝試合で使用するすべてのスキルカードの費用は全員で負担する〟こと。私達の持つカードはそれぞれスキルカードの値段が違いますから。一人だけ出費が多かったりして、そのせいでスキルを出し渋り、結果チームの敗北を招くなんてことになったら馬鹿みたいですからね。不和の元ですので、これは絶対です」

「ああ、そうだね、そのほうがいい」

「確かに。異論はないよ」

　メリッサがそう言うと、アキトとナツメはそれぞれ許諾の言葉を返した。

　それは当然だろう。たとえば不人気カードであるロメオの専用スキルカードである〈アキュネイオンの大盾〉はせいぜい２万ＧＰ程度だが、メリッサの持つマスラオのスキルカードはその何倍もする。撃つ回数はロメオが一番多くなりかねないので一概には言い切れないところではあるが、それでも出費は全員負担が望ましいだろう。

「よろしい。次に、試合は全員の承諾を得てから登録すること。忙しくても週に何回か必ず集まって練習をすること。誰かの手札が破壊されて勝ち目がないとわかれば損切りのためにとっとと棄権することを許すこと、それらを後々の禍根にしないこと。それと……」

　メリッサが次から次へと条件を提示する。皆がそれに異論を挟まず受け入れていると確認しながら、メリッサは一旦言葉を切り、

「……一度でも負けたら、そこでチームはおしまい。解散で、もう二度と組まない。そういう条件ならば、受け入れましょう」

　いちばん重要な条件を語った。
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「……最後のやつだけ、ひどく厳しいな」

　アキトが困った顔で返す。一度でも負けたら終わり。それはひどく厳しい。

　なにしろ今日知り合ったばかりの他人同士なのだ、連携も最初から完璧にとはいくまい。

　だが、メリッサはまた酒を呷あおると素知らぬ顔で返した。

「なにを甘いことを。秘書カードを連れているということは、あなた、ＣＶＣを目指しているのでしょう。あれは、一度でも負けたら立て直すのは困難な、非情な勝負の場です。その程度で怯ひるむのならば、あんなものに挑戦するのはやめておきなさい」

「っ…………」

　返事に詰まった。たしかにそうだ。ＣＶＣに上がろうという人間が、そんなことで怯んでいてどうする。ＣＶＣに出るということは、武将として名乗りを上げることに近しい。つまり、一度でも負ければ死ぬかもしれないということだ。そんな世界でやっていこうという人間には、蛮勇とも言える切り開く力が必要なはずだ。

「…………わかった。じゃあ、その条件で」

　アキトが答える。二人が、いいや、キャロを入れた三人が自分を見つめていることを感じながら、できるだけ威厳のある声で告げた。

「今日から、俺達はチームだ。そして、このチームは長く続く。俺が保証するよ……よろしく、みんな」
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あとがき




　皆様どうも初めまして。川かわ田た両りよう悟ごと申します。

　この度、非常に奇妙なご縁をいただき本を出させていただくこととなりました。

　まさか自分がこのような立場になるとは夢にも思いませんでしたが、なったからには読者の皆様に少しでも楽しいひとときを過ごしていただけますよう、頑張っていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

　……まだ六行目ですか。なるほど。おそらくこの世にあとがきという概念が生まれてから、数多あまたの先達が悩んだことではなかろうかと思いますが、さて、あとがきとはなにを書けばいいものなのでしょうね。

　すでにご挨拶は済んだし、中になにが書かれているかは読んでいただければわかります。

　そうなると他になにを書けばいいのかこれが皆目見当もつかず、また私は私個人について語ることを得意とはしておりません。とはいえ、ここでおもむろに「後書きなんてものはこの世に必要ない」などと傲慢なことを語るわけにも、またまいりません。

　なぜならば、私自身、今までたくさんの本を楽しんできた過程で、あとがきというものもまたその一部として大いに楽しみにしていたからです。

　おしゃれな雰囲気で語りかけてくださる方もいれば、すぐに古くなって通じなくなってしまう時事問題を語られている方もいらっしゃいました。そういったあれこれを目にしながら、私は作者様の事を少し知れたようで楽しい気分になっていたのです。

　それをいらないと申し上げる事はつまりその過去を否定することに他ならず、またおそろしく失礼なことでもあり、流石さすがにそれは許されません。

　というわけで、しょうがないので私がこうなった経緯をお話しします。私は、元々ネットで創作をしている無頼の輩でございました。多くの方に助けていただき、好き勝手に物語を書き、たくさんの身近な読者様の声援に救われてどうにかこうにか生きておりました。

　それがこの度、ＭＦ文庫Ｊの編集Ｎ氏に見つかり日の当たる場所に引きずり出していただいて、今こうして皆様のお時間を拝借しております次第です。

　私がネットという路地裏で鍛えあげた喧けん嘩か殺法がライトノベルという総合格闘技のマットで通用するのかは大いに疑問の残るところではありますが、この場に立ったからには一人の選手としてベルトを目指し邁進していきたいと思います。

　さて最後になりましたが、素晴らしいキャラクターデザインとイラストで、野良犬のようであった私の話を血統書付きのわんちゃんのように仕立て上げてくださった偉大なるよう太た先生に厚くお礼を申し上げます。これからもどうぞよろしくお願いいたします。

　そしてなにより、今この本を手に取ってくださっているあなた様に厚くお礼申し上げます。まだアキトとキャロルの冒険は始まったばかりですが、この奇妙な物語の続きをこれからも一緒に追いかけてくださいましたらとても嬉うれしく思います。

　では、またお目にかかれましたら光栄です。川田両悟でした。
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電子書籍特典　書き下ろし短編





「おおっ、もやしが安い……！　これは買い溜めですね、やりましたねマスター！」

　食料の買い出しに行った商店街で、秘書カードのキャロが興奮した様子で言った。そしてそのまま買い物カゴに大量のもやしを詰め始めたキャロに、主であるアキトが呆れた調子で尋ねる。

「そんなにもやしばっかり買ってどうするつもりだ？　すぐ傷んじゃうじゃないか」

「わかってないですねマスター！　冷凍しとくんですよ、冷凍！　それで、必要なときに必要な分だけ出してきて使うんです。安い時に買い溜めして冷凍しておく、これが賢い買い物術って奴ですよお……お、にんじんも安い、あと醤油もっ……！」

　などと言いつつ、いろんな店の商品を片っ端から値踏みしていくキャロの後ろを、やれやれといった調子でアキトが追いかける。この秘書カードは事あるごとにこちらの金を使ってやろうとしてくるのだが、こういう生活で使う物を買う時だけは妙に安く済まそうとするところがある。おそらく、安く買い物すること自体を楽しんでいるのだろう。

「おー、可愛いねえお嬢ちゃん！　隣の人は彼氏さんかい？」

　二人が精肉店の前を通りがかったときに、ひげ面の店主がそう声を掛けてきた。

「いえ、違いま……」

「ええ、そうなんですよぉ。彼ったら大食いで困っちゃって……。お財布がたーいへん！」

「お、おい？」

　否定しようとしたアキトを遮ってキャロが言い、アキトの腕に自分の腕を絡めてニコニコ笑顔でしなだれかかった。

　アキトが動揺していると、店主が豪快な笑顔で答える。

「あはは、いいねえ、青春だねえー！　よーし、今日は特別に安くしちゃおう、もってけ！」「やーん、おじさんありがとー！　あ、どうせならこれもつけてください。あと……」

「……」




「……なんで嘘をついたんだ？」

　帰り道、夕日の川沿いを二人して買い物袋を持って歩きながらアキトが尋ねた。

「なんでって、ああしたら安くしてくれるからですよぉ。おかげでだいぶ浮きました。やったね、さすがキャロちゃん値切りのプロ！　可愛さを最大限に活かすスタイル！」

「あんなの、ほとんど詐欺じゃないか……。見てて心が痛かったぞ」

「何を言ってるんです？　おじさんは良いことをした気分になれた上に店の印象を良くすることが出来た。私たちはお金を得した。嘘でもお互い幸せならいいじゃないですか」

「詐欺師は皆そう言うんだ」

　まるで悪びれないキャロに、アキトが胡散臭そうな顔でツッコミを入れる。だがキャロは得に気にした様子もなく鼻歌交じりに川沿いを歩いていき、ふと振り返って言った。

「けど、良かったですねえマスター？　私みたいな可愛い可愛い女の子に手料理作って貰えるなんて。果報者ですよーマスターは。良かったですねえ、私を引けて！　ねっ！」

「はいはい……」

　自画自賛を始めるキャロに呆れた調子で答える。

　まったく、こいつにはいつも振り回される。だが、それは決して悪い気分ではなかった。川沿いの道、キャロを追いかけて歩くアキトの口元は、僅かに緩んでいた。

（ああ、引けて良かったさ……。いつでも、そう思ってるよ）

　なお、余談ではあるが、キャロの作る食事は大量のもやしに少しの肉を入れてやたら調味料をかけ焼いただけの、おそろしくシンプルなものだった。

「もやしは女神のお一人も大好物の、とても素晴らしい食材なんですよ」と自慢げに言うキャロに何も言い返せず、アキトは黙ってそれを食うのであった。

　ついでに言えば、味はそう悪くなかった。
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